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車座集会の開催結果 

〇開催内容 

「地域行政」をテーマに、地区住民とこれまでの地域行政のあゆみを共有し、より身近

な行政や住民参加のあり方などについてご意見をいただき、地域行政の条例化の検討に

つなげることを目的に開催(令和元年 9月～令和 2年 2月)した。車座集会の前半には地

域行政についてのご意見、後半は身近な課題についてもご意見を伺った。 

 

〇開催結果 

地域 地区 日付 曜日 時間 参加者 

世
田
谷 

池尻 9月 7日 土 10時～12時 12名 

太子堂 1月 25日 土 14時～16時 15名 

若林 1月 18日 土 14時～16時 19名 

上町 2月 2日 日 14時～16時 19名 

経堂 12月 14日 土 14時～16時 8名 

下馬 2月 9日 日 10時～12時 23名 

上馬 11月 17日 日 14時～16時 14名 

北
沢 

梅丘 1月 25日 土 10時～12時 17名 

代沢 2月 9日 日 14時～16時 20名 

新代田 12月 8日 日 14時～16時 21名 

北沢 2月 1日 土 10時～12時 12名 

松原 2月 2日 日 10時～12時 25名 

松沢 12月 21日 土 14時～16時 17名 

玉
川 

奥沢 9月 8日 日 10時～12時 33名 

九品仏 11月 16日 土 14時～16時 12名 

等々力 2月 16日 日 10時～12時 10名 

上野毛 2月 8日 土 10時～12時 17名  

用賀 11月 2日 土 14時～16時 28名 

二子玉川 1月 26日 日 14時～16時 26名 

深沢 12月 7日 土 14時～16時 20名 

砧 

祖師谷 1月 26日 日 10時～12時 19名 

成城 11月 16日 土 10時～12時 11名 

船橋 9月 8日 日 14時～16時 20名 

喜多見 12月 15日 日 14時～16時 28名 

砧 2 月 1日 土 14時～16時 13名 

烏
山 

上北沢 12月 21日 土 10時～12時 15名 

上祖師谷 1月 18日 土 10時～12時 22名 

烏山 9月 14日 土 14時～16時 16名 

合計 

 

512名 
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 地区別質問・意見等(要旨)  

 車座集会当日の質問や意見への回答、「意見・質問票」への回答を以下の項目に分けてま

とめた。 

 

  

 

 

 

 

〇池尻地区 

項目 質問・意見等(要旨) 回答要旨 

まちづくり 

センター 

町会長として、まちづくりセンタ

ー所長には町会と区の連携につい

て相談にのってもらい、とても頼

りになっている。 

地域行政制度の導入には１２年かけ

て検討した。当時の情熱を持って、こ

れから約１年かけて地域行政制度を

検証し、条例にしていきたい。 

まちづくり 

センター 

区長からの説明や町会長として関

わる中で、３者連携の取り組み等

が分かってきた。 

３者連携の取り組みによりまちづく

りセンター、社会福祉協議会、あんし

んすこやかセンターが同じ場所にい

ることで、必要な情報を共有し、対応

できるようになっている。 

まちづくり 

センター 

出張所からまちづくりセンターに

なり、窓口業務は簡略化されたが、

趣味に関する団体等の様々な情報

を窓口で紹介できることは、この

地区の方に喜ばれている。 

出張所からまちづくりセンターにな

り、取り扱い業務を限定した。年末に

証明書自動交付機を廃止するが、マ

イナンバーカード対応の交付機を設

置するとともに、マイナンバーカー

ドが無い方への対応等、業務を整理

していく。 

まちづくり 

若い世代が町会に入らない。区を

挙げて、地域活動を促し、ともに

町を盛り上げていくための施策を

してほしい。 

町会を知らない若い世代にとって、

町会に加入するきっかけが必要。ま

た、災害時における町会関係者の負

担からも、平常時から地域のイベン

トを通じて顔と顔が繋がることが大

事であり、区としても支援していく。 

まちづくり 

町会に入らない若い世代に対し

て、町会を知ってもらうアイデア

や声かけが必要である。地域活動

を促し、まちを盛り上げていく支

援をしてほしい。 

交通 

世田谷警察署による自転車の取り

締まりについて、三宿交差点につ

いても三軒茶屋交差点と同様に対

応してほしい。 

警察署と意見交換を行っており、よ

く聞いて対応していきたい。 

「しくみづくり」、「まちづくりセンター」、「窓口・出張所」、「総合支所」、 

「まちづくり」、「防災」、「安全・安心」、「福祉」、「環境・清掃・リサイクル」 

「みどり・公園」、「道路・街づくり」、「交通」、「子ども・教育」、「公共施設」、「その他」 

 

項目 
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交通 

国道２４６を挟んで三宿１丁目・

太子堂２丁目側と太子堂１丁目側

の横断は歩道橋しかない。ベビー

カーの方等を考慮し横断歩道を作

ってほしい。 

関係団体の方から要望書も寄せられ

ており、担当部署で対応を調整の上、

交通管理者（警察、国道事務所等）に

協議している。進展状況は改めてご

報告したい。 

交通 

三軒茶屋から池尻までの国道２４

６号線上りの歩道にある放置自転

車が増えてきているので、対応し

てほしい。 

放置禁止区域の対応として、どこま

で強化できるか担当部署に伝える。 

後日、交通安全自転車課より、国道の

道路管理者（国土交通省国道事務所）

へ、定期巡回・撤去等の対策強化を依

頼済。 

子ども・教育 

児童館や青少年会館等で、車座集

会のような場を設けて、若い方の

意見をもっと吸い上げてほしい。 

青少年会館等での事業等を通じて、

次世代の担い手として若者の声を区

政に反映していきたい。 

子ども・教育 

引っ越ししてきた子育て世帯か

ら、子ども関係の相談や手続きが

まちづくりセンターでできないか

との意見が出ている。 

子育て相談や交流ができるおでかけ

ひろばを区内約３０か所で開いてお

り、まちづくりセンターも情報提供

している。子育て相談の場所等は今

後の課題としていきたい。 

子ども・教育 

児童相談所の開設は課題が多い

が、みんなが一緒になって子ども

たちのためにうまく進めてほし

い。 

保育園、学校、民生委員・児童委員等

の情報をもとに、世田谷区が一体と

なり虐待を未然に防げるまちを目指

して取り組んでいく。 

子ども・教育 

専門的なスキルを持つ児童相談所

が、家族にどこまで関われるのか、

相談所で何ができるのか、具体性

の検討をしてほしい。 

児童相談所長が親からの虐待により

生命の危険がある子どもの一時保護

や親元に戻す判断を行うとともに、

児童虐待を乗り越え家族と再び暮ら

すための援助をしていく。 

子ども・教育 

発達障害の子どもを、預かる場所

はあっても専門員が不足してい

る。相談窓口の充実や職員のスキ

ルアップをお願いしたい。 

個別にご相談いただき、ご案内する。

また、発達障害でお悩みの方と関係

機関の方との懇談の場を作っていき

たい。 

公共施設 

古い地区会館を何とかしてほし

い。また、三宿・池尻地区内にも

う１つ地区会館を増やしてほし

い。 

公共施設が一斉に老朽化している状

況であり、修繕、建替も含めて庁内で

議論している。区民集会所も設置し

ている。利用率低い部屋もあるので、

池尻の方も三宿地区会館を使ってい

ただきたい。 公共施設 
池尻４丁目地区には地区会館が無

いので作ってほしい。 

公共施設 

世田谷総合支所は、三軒茶屋に移

転できたのではないか。 

三軒茶屋で検討していた場所は、部

署が入り切れない問題等があり断念

した。 
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公共施設 

世田谷区民会館が、取り壊しでは

なく部分的改修で済み、大変あり

がたい。 

趣のある建物であるが、楽屋が狭い

等の問題があった。今回の改修で、楽

屋部分を２階建てにし、地下に広い

リハーサル用スタジオを新たに設け

るなど、スペースと動線の課題を改

善する。 

公共施設 

梅丘に、病院や介護施設ができる

ことはありがたい。 

世田谷区立保健医療福祉総合プラザ

と、東京リハビリテーションセンタ

ー世田谷が、保健・医療・福祉の拠点

として完成する。また、福祉の人材育

成や大地震のときの救護・医療拠点

になる予定である。 

公共施設 

旧池尻地区会館について、地域交

流等の場所として有効利用してほ

しい。 

物品保管庫として使用している。建

築基準法上の接道義務の点等から、

建て替えなどが難しい状況である。

地域交流の場の必要性はご提案とし

て受け止める。 

その他 

世田谷区で育った子どもたちが、

就職先がない理由で、区を離れる

のが残念。区での就職機会を増や

し、まちづくりに関わってほしい。 

区の基本構想・基本計画に基づき職

住近接の取り組みを進めている。区

内で生まれ、育ち、仕事をして地域活

動もするという循環づくりを進めて

いく。 

その他 

池尻地区で許可されている民泊許

可物件について、ステッカー（標

識）が表示されていないので、事

業者に指示してほしい。 

標識の表示状況を確認の上で事業者

に指示する。 

後日、世田谷保健所より、事実確認の

ための調査を実施し、事業者へ標識

の適切な掲示を指導した。 

その他 

町会では違法民泊と思われる物件

への取り締まりに困ったときは、

保健所へ電話するよう伝えている

ので対応してほしい。 

それぞれの方からの電話もよいが、

町会で意見をまとめて文書を出して

もらうと、区としても対応しやすい

ので、ご検討いただきたい。 
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〇太子堂地区 

項目 質問・意見等(要旨) 回答要旨 

まちづくり 

センター 

まちづくりに関する会議について

情報の共有ができていない。各会

議体でやられている情報が、どこ

にもオープンにされていない。 

地区の事業は住民主体で実施してお

り、まちづくりセンターは事務局の

立場で携わっている。まちづくりに

は様々な課題があるため、会議体を

多く設けている状況である。 

まちづくり 

よりよいまちづくりをしたい同じ

思いの団体がたくさんあるが、会

議等の情報がうまく共有されず、

連携がスムーズにいかないことが

ある。 

地区情報連絡会を開催し、団体間の

情報交換を行っている。また、三者連

携の事業で「見守りネットワーク推

進会議」を実施し、保健や福祉を考え

る場として開催している。今回の地

域行政制度の検討の中で考えていき

たい。 

防災 

防災倉庫について、烏山川緑道に

一部置いているが、太子堂 2-33

の「かえるひろば」にも置くこと

はできないか。 

どの地区でも防災倉庫の置き場に困

っている状況があり、また、ポンプ等

の保管で倉庫が一杯の課題もある。

設置については各所管課の確認の

上、対応させていただきたい。 

防災 

台風第 19 号の際に、近隣の高齢

で認知症の方の援助をしたくても

できなかった。民生委員等との連

携はどのようになっているのか。 

また、地区防災計画の課題解決の

進捗状況が聞きたい。 

避難行動要支援者への取り組みとして、町

会と協定を締結し、区が名簿を提供し、町

会では支援担当者の配置を行っている。台

風第 19 号で検討すべき課題が分かり、詳

細な行動計画にするために緊急で取り組

んでいる。区内 7 大学と連携し、学生の防

災訓練参加等を行っている。また、先日開

催した防災塾では、災害ボランティアのテ

ーマで議論した。地区防災計画の各課題に

ついて、できるところから、地区の防災意

識を高める活動や周知に取り組んでいき

たい。 

防災 

防災訓練の参加者が町会役員や消

防団員等いつも同じであり、形だ

けの実施とならないよう、いろい

ろな人が参加できるよう PR して

ほしい。 

在宅避難に必要な支援体制や様々な

災害を想定した地区防災計画、エフ

エム世田谷を活用した災害時の情報

発信等の取り組みを進めるととも

に、日頃からの繋がりや防災塾への

参加等、災害に強い体制づくりに繋

げていきたい。 
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福祉 

無認可幼稚園の「あそびの会」が

文科省の無償化対象から外され、

廃園の危機にある。国に相談時、

無償化の対象を広げているところ

と言われ、都に相談時は、地元の

世田谷区がなぜ支援してくれない

のかと言われた。国の補助対象と

なった場合に区がストップをかけ

ることはないか。 

 また、5 年間の補助終了後、区

の支援有無と、次の支援に向けて

自分たちで何かできることはある

か。 

今回の無償化から外れた園は、制度

設計からもれているという指摘があ

り、国も課題として認識している。一

定規模の園を対象に調査研究を行

い、補助制度をつくりたいという話

を聞いている。調査研究は区が止め

ることはない。国が実施する前提で

はあるが、区も対応できるような準

備は進め、引き続き国に働きかける。 

５年間の補助制度後について、国か

ら通知がないが、区としては外遊び

を推奨し、施設有無に関わらず、支援

制度をつくっていく。 

福祉 

「あそびの会」のように、無認可

幼稚園で無償化から外れた園に対

して、区は救う気があるのか再度

確認したい。 

「あそびの会」運営の応援は区とし

て続ける。幼児教育無償化がなくな

ることがないよう、区から国に対し

て支援体制をつくるよう伝えてい

く。 

みどり・公園 

ふれあい広場での開催イベントに

おいて、点字ブロック上に物を置

いて通れない状況があった。区か

らも厳しく指導してほしい。 

ふれあい広場を使用する団体には、

適正な利用を働きかける。 

交通 

太子堂 1、２丁目の間には歩道橋

1 か所のみで、平面の横断歩道を

希望しているが国道の幅員上でき

ない報告があった。 

８０年代のまちづくり計画を見て

も、道路でまちが分断され、広場がな

く、商店街の回遊性がない等、長年の

課題であることを認識している。首

都高３号線の真下による制約や信号

機を作ることの渋滞等の意見もある

と思うが、人口も増加し、歩道が狭く

てすれ違いが難しい場所もある等、

災害時を含む生活優先のまちづくり

としてを引き続き粘り強く検討して

いきたい。 

 

交通 

国道 246 号線の横断歩道につい

て、昭和女子大学にも地域の方々

から意見が届き、12 団体からの

署名を集めて区に提出したことが

ある。高齢者や車椅子の方等、誰

もが横断できるよう粘り強く交渉

してほしい。 

交通 

国道 246 号線に横断歩道がない

ことで、ベビーバギーの移動が困

難である。昭和女子大学の近隣に

は子育て関連施設が多く、子連れ

の方が多くなる。 
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交通 

三宿と池尻大橋間は３か所の横断

歩道と歩道橋があるのに対し、三

宿と三軒茶屋間は歩道橋１か所の

み。 

ご意見は平成１８年の交通バリアフ

リー基本構想のときにも出ており、

長年の課題と認識している。国や警

視庁と協議等行っており、今後も情

報提供等含め、粘り強く対応してい

く。 

子ども・教育 

住民参加の問題について、イタリ

アのレッジョ・エミリアでは教育

関係施設の名称決めに子どもが大

人にリスニング等行っている。区

も教育総合センターをつくる際、

子どもの力やアイデアをもっと活

用してはどうか。 

区では、 「希望丘青少年交流センタ

ー（アップス）」の開設に、半年かけ

て若者の意見を聞いたうえで設計、

名称の公募を行った。子どもたちが

主体的に発言することも教育であ

り、ご意見を教育委員会とも共有し

ていきたい。 

公共施設 

区民センター、まちづくりセンタ

ー、街づくり課等、施設の名称と

役割がわかりづらい。ネーミング

をもう少し考えてほしい。 

区民センターは住民運営型の施設

で、運営協議会で運営していること

もあり、当初の目的からみても名称

変更は困難。街づくり課はハード面、

まちづくりセンターは住民参加のま

ちづくりを担当することをご理解い

ただきたい。 
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〇若林地区 

項目 質問・意見等(要旨) 回答要旨 

まちづくり 

センター 

三軒茶屋町会は 1 丁目と 2 丁目

で管轄するまちづくりセンターが

分かれている。名称が変更できな

いのであれば、括弧等で表記の工

夫をしてほしい。 

まちづくりセンターの単位や名称の

変更はタブーではない。今回の地域

行政制度の条例化や見直しの中で検

討していきたい。 

窓口・出張所 

５か所ある出張所の存続の検討は

しているのか。まちづくりセンタ

ーに機能を集約して、出張所を廃

止するのも行政改革として一案で

はないか。 

出張所廃止は窓口を廃止することに

なり、区役所と５つのくみん窓口で

対応するのは難しい。出張所の配置

やまちづくりセンター機能の検討等

は今回の地域行政制度見直しのテー

マであるので、議論していきたい。 

総合支所 

三軒茶屋の街づくりについて、

NTT 跡地開発問題等、世田谷総合

支所街づくり課と市街地整備課と

の連携を更に深めて進める必要が

ある。日常的な連携、兼務発令、

人事交流の３点をもって的確に対

応してほしい。 

世田谷総合支所街づくり課と市街地

整備課は連携して、ワークショップ

を開催し、一緒にファシリテーター

として取り組んでおり、基本計画の

検討も連携していくことは重要であ

る。連携のあり方については、検討し

ていきたい。 

防災 

若林地区では避難所が若林小学校

と三軒茶屋小学校しかないため、

在宅避難を進めてきたが、備蓄物

品の区の備蓄量の基準がどのよう

になっているか、またそれを超え

た備蓄ができないか。 

備蓄物品について、区では避難所に

1 日分の備蓄しているほか、クロノ

ゲートから避難所に物資を直接運ぶ

しくみを整えてきた。また、災害時に

集まる人や物資を必要なところに届

けるためには自治体のしくみと区民

の自主的な活動が極めて重要であ

り、区としてもＰＲしていきたい。 

防災 

災害時の安否確認について、若林

地区では介護事業者を入れた形

で、訓練を行っている。行政側だ

けはなく、介護事業者の情報も含

めた名寄せ等を行政でもち、災害

時には連携して、安否確認ができ

るようにしてほしい。 

若林地区は、災害時避難行動要支援

者の安否確認について力を入れて訓

練をやっていただいていることを認

識している。進めていく上で個人情

報の配慮等必要であるが、ご意見に

ついて、関係所管に伝えたい。 

防災 

在宅避難している人は避難所に行

かないと食料等がもらえないのは

困る。地域である程度まとまって

いただけるとよい。 

今後、区の防災倉庫に東京都の備蓄

物資を納入する話もある。在宅避難

をするうえで、当面の備蓄は各自で

お願いしたい。在宅避難の方への物

資の届け方は災害対策課にも伝えて

いく。 
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防災 

避難行動要支援者同意者名簿につ

いて、実際訪問してみると「自分

は頼んでいない」という人や症状

が回復して対象とならないのに名

簿に載っている人など、いろいろ

な人がいる。同意を得るときの手

紙にはどのように書かれているの

か。 

 避難行動要支援者同意者名簿を町

会及び民生委員・児童委員へ提供す

ることについての同意の有無を文書

（同意書）にて確認している。名簿の

更新は１年に１回であり、施設入所

等、最新の状況が反映されていない

場合がある。要介護度等の登載要件

に該当しなくなった場合でも、名簿

からの削除はご本人等からの申し出

をもって行っている。代理人の方が

回答される場合は、ご本人へ可能な

範囲で本事業の説明を行っていただ

くよう案内している。また、同意確認

の際には、本事業のリーフレットも

同封し、趣旨についてご理解いただ

けるよう取り組んでいる。 

防災 

クロノゲートは防災拠点としてど

のような役割になっているのか。 

災害時協力協定を締結しているヤマ

ト運輸が、災害時に区の要請により、

羽田クロノゲートを区の輸送拠点と

して開設し、物資の受入、仕分け及び

避難所への輸送等行うこととなって

いる。ヤマト運輸成城支店内倉庫に

区の備蓄を置くことで倉庫から直接

避難所へ輸送する体制も整えた。 

防災 

三軒茶屋小学校について、耐震補

強工事などしているが、できて

50 年が経ち、災害時に本当に使

えるのか心配。防災機能や帰宅困

難者の対応も含めた将来構想を立

ててほしい。 

数年後には改築対象の順番になると

思われる。将来人口を見据えた教室

の確保、地域の避難所機能、帰宅困難

者利用、学校の教室や体育館の地域

活用を含めた計画を検討していく。 

防災 

「在宅避難のススメ」を全区に広

報・宣伝してほしい。 

在宅避難のススメはバージョンアッ

プし、全区的に広報できればと考え

ている。先進的に行っている若林地

区においてはさらに検討してご提案

をいただきたい。 

福祉 

高齢福祉課等の支援を受けて立ち

上げた「すこやかサロン」は、現

在は体操だけでなく、茶話会や相

談事等、様々なよりどころの場と

して役立っているが、活動場所の

確保に苦労しているので増やして

ほしい。 

活動場所がない問題に対しては、地

区会館の大広間の使用や学校の活用

など、限られた施設を有効に使用す

るしくみづくりが地域行政の大きな

テーマのひとつと認識している。 
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公共施設 

若林まちづくりセンター跡地の活

用について、平成２９年に要望書

も提出しているが、まちづくり活

動が行えるサロン的機能を有する

施設、災害時の避難所や備蓄の機

能を備えた施設にしてほしい。 

本庁舎整備に伴い、若林まちづくり

センター移転後の建物は、文書の移

転先や仮事務所としての利用が計画

されている。要望や近隣の施設事情

も踏まえて将来の活用方法を検討し

たい。 

公共施設 

世田谷保育園跡地の活用につい

て、福祉関係の施設にしてほしい。 

世田谷保育園の跡地には、社会福祉

法人が運営する認可保育園を整備す

る予定でいる。 

公共施設 

若林まちづくりセンター跡地の活

用について、高齢者が集える場所

にしてほしい。 

高齢者の居場所については既存施設

の多機能的な活用も含め、検討して

いく。 

公共施設 

若林小学校の跡地の教育センター

には、今の教育センターにあるよ

うな喫茶室や売店を作ってほし

い。 

教育センターは教員の研修のほか、

保護者の方が子どもについて相談

し、親子が集う場所として整備する。

売店等については、教育委員会に伝

える。 

公共施設 

三軒茶屋地区には児童館、図書館

など子どもの施設がないため、保

健センターの跡地は子どもが活動

できるような複合施設にしてほし

い。 

保健センターは世田谷区医師会との

区分所有になっており、現在協議中

である。その進捗をふまえて検討し

ていきたい。 

公共施設 

区の施設に「三軒茶屋」の名が付

くものが非常に少なく、三軒茶屋

の人にはわかりにくい。若林まち

づくりセンターが複合施設に移転

する際は、「三軒茶屋」の名を入れ

てもらえないか。 

既存施設の名前の変更は新規施設と

誤って見えてしまうこともあり、慎

重な対応が必要であるが、地名に対

するご意見や思いを十分に受け止め

検討したい。 

公共施設 

高齢者の集える場所づくりについ

て、遠方や雨で行けない方もいる

中、がやがや館のように、ひとり

でも行ってみたいと思うような場

所をつくってほしい。 

この地区のひだまり友遊会館も含

め、施設の有効活用を検討していき

たい。 

その他 

ダイバーシティについて、キャロ

ットタワーの八角堂に外国人の窓

口ができるが、三軒茶屋を拠点と

するなら保健センター等の跡地を

ダイバーシティのシンボルとする

ような構想を立ててほしい。 

八角堂には国際交流センター（仮称）

をつくる予定で、せたがや文化財団

が運営する。なお、支所には通訳がい

るが十分ではないため、居住歴の長

い外国人の方で相談・案内の役割を

自ら協力してくれる等、４月からの

開始準備を進めている。 
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その他 

三軒茶屋は 1 丁目と 2 丁目が分

断されており、会長の業務は 2倍

で大変である。名称だけでなく考

えてほしい。 

分断による課題は認識している。歴

史的背景もあるが、議論はしていき

たい。 

その他 

若い世代を地域の取り組みに巻き

込むことが大事である。若者が区

政に興味を持ってもらえるよう、

例えば、デザイナーやディレクタ

ーとして入ってもらい、公の書類

を簡潔に分かりやすく直すなど、

外国人にもわかりやすい書類を作

ってほしい。 

ユニバーサルデザインを踏まえた文

書づくりを指示している。多言語・多

文化のコミュニティにおいては、や

さしい日本語でわかりやすく伝えて

いくための努力を行っていきたい。 
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〇上町地区 

項目 質問・意見等(要旨) 回答要旨 

まちづくり 

民生委員や消防団等の会議では、

同じメンバーである事が多く、新

しい住民から人材として掘り起こ

すことも難しい。このままではメ

ンバーの高齢化や複数担うことの

疲弊も考えられるため、行政も人

材の掘り起こしについて考えてほ

しい。 

避難所運営訓練において、PTA やお

やじの会とともに企画し、担い手の

裾野が広がった事例がある。子ども

を介した地域のつながり、新たに地

域に参加するチャンネルづくりが重

要である。また、無作為抽出で参加者

を募るイベントには多くの方の参加

があった。町会のメール配信等とと

もに考えていきたい。 

まちづくり 

PTA の OB に地域活動に積極的

に参加するよう呼びかけを行って

ほしい。 

区や町会・自治会そのほか地域活動

団体が工夫して呼びかける必要があ

る。災害時に、地域のつながりにより

助け合うことができるか課題であ

り、福祉カフェ等も重要と思われる。

学校施設の活用など検討していきた

い。 

まちづくり 

小中学校に区の情報発信や情報収

集の場として福祉カフェをつくっ

てほしい。 

防災 

防災訓練に際し、世田谷消防署か

ら土日の訓練に職員を派遣できな

い回答があった。平日は集まりに

くいため、区から消防署に相談し

てもらえないか。 

できるだけ対応してもらえるように

消防署に伝えていく。区で貸すこと

ができる物品もあるので紹介させて

いただきたい。 

防災 

ボランティアセンターは台風第１

９号の状況からも、今後の大規模

災害時に今の人数だけで対応でき

ると思えない。社会福祉協議会内

に災害対策部を作り、ボランティ

アセンターと合体して災害対応し

てほしい。 

南三陸町では社会福祉協議会がボラ

ンティアの差配を行っていたと思う

が、世田谷区はボランティアセンタ

ーがある。大規模災害があった場合、

全国や海外からのボランティアにど

のように仕事の割り振り・差配して

いくか検討していく。 

防災 

リーフレット「在宅避難のすすめ」

について、防災知識を高める活動

として全戸配布を目的に作成し、

高評価をいただいた。これからも

防災力を高めるため、さまざまな

意見を取り入れ、活動していきた

い。 

地域の様々な問題を解決していくし

くみづくりの上でも、防災の問題を

一緒に考える場をつくることは大事

である。 
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防災 

集合住宅は、なかなか町会に加入

しない、自分の町会を知らない、

回覧物等見ないことが多いが、｢在

宅避難のすすめ｣はマンション居

住者からも大きな反響があった。

これからもっと発展していきたい

と考えている。 

区の人口数と避難所となる学校数で

考えた場合、在宅避難が不可避とな

る。在宅避難者の確認方法や救援物

資について、全区で取り組む問題だ

と認識している。 

防災 

災害時、防災無線が聞こえないと

いう意見があるが、エフエム世田

谷を活用し、緊急地震速報の警報

音を流して周知してみてはどう

か。 

災害対策本部の一角にエフエム世田

谷の放送設備を設けて各責任者から

情報を発信するなど、今回の経験も

踏まえ、さらにエフエム世田谷を活

用していきたい。 

防災 

防災塾での訓練において、災害時

に混乱するのは分かるが、訓練で

混乱しているのはおかしい。 

区職員の対応や熟練度を増す訓練を

行っていきたい。 

安全・安心 

自動通話録音機の使い勝手が悪

い、強く押さないと稼働しない、

押しても稼働しないボタンがあ

る。経費の節約を図ったのか。 

自動通話録音機は、警視庁が発注し、

東京都より無料で貸与しているもの

である。お使いのものに不具合がな

いか確認をさせていただきたい。 

福祉 

娘が交通事故に遭い、その結果障

害者となり、現在介護をしている。

親亡きあとの障害者に対する生活

支援策について示してほしい。 

世田谷区の施設の転用や改築の際

に、障害者を介護する方が亡くなっ

た後の社会的ケアを受けて生活でき

る場について区で議論している。重

要な課題として認識しており、改め

て、今回のご指摘を受け止めたい。 

福祉 

成年後見制度について、親が子ど

もの後見人なるケースもあるが、

子どもたちを住み慣れた世田谷で

どう過ごさせていくのか、身上監

護を含めた後見学習メニューを具

体的に聞きたい。今後の生活設計

が不安である。 

切実な課題であることを認識してい

る。当事者それぞれニーズが違うの

で細かく区で話を伺い、学習メニュ

ー等を提案していきたい。 

福祉 

品川で行っている成年後見監督人

センターを世田谷区につくり、成

年後見人が困ったときに弁護士や

社会福祉協議会等が監督人として

バックで支えてほしい。 

 

 

 

 

  

社会福祉協議会で成年後見人センタ

ーを運営し、全国に先駆けて区民後

見人の登録も進めているが、成年後

見人を作ったがうまく受け持ちがで

きていない声もある。監督人センタ

ーについては品川の実践例を参考

に、社会福祉協議会に情報提供して

いく。 
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福祉 

世田谷区で、区民成年後見支援員

と世田谷区手話通訳の登録者とし

て関わる中で、手話の立場で支援

する際に後見人が必要と思われる

方がおり、立場上踏み込めないケ

ースがある。また、区民後見人の

負担が少しでも軽くなるようにし

てほしい。 

社会福祉協議会で成年後見センター

を運営しているので、今回、車座集会

でのご意見を伝えていく。 

福祉 

人と人とのマッチング・関わりに

ついて、それぞれ専門分野での取

り組みはあるが、隙間が繋がらな

いのではないか。不登校や 8050

問題等もある中、先にばかり進む

のではなく、過去も振り返り、人

との関わりを丁寧に見ていただき

たい。 

不登校については、区で 3か所目に

あたるほっとスクール｢希望丘｣を 1

年前に開設した。また、8050 問題

では、39歳までの若者の引きこもり

支援として｢メルクマールせたがや｣

を開設したが、40歳以上も多い状況

から、｢ぷらっとホーム世田谷｣の生

活困窮者支援を全区的に取り組むた

めの調査を始めたところである。家

族の中で背負い込んでいる問題につ

いて、取り組みを進めていく。 

福祉 

区の職員採用の機会には、引きこ

もり対策や精神障害者対策も含め

て検討してほしい。 

特別区では知的障害者や精神障害者

の職員採用を、今年度から開始して

いる。今後、採用拡大をしていく予定

である。 

また、障害者雇用において、定時雇用

が難しい方の受け皿をつくる取り組

みをしていく。 

環境・清掃･ 

リサイクル 

｢せたがや版 RE１００｣の取り組

みは、電気をどこから買うのか明

解ではない。長野県庁に行って意

思表示してほしい。 

区立保育園の電気は長野県から買っ

ている。長野県知事には話している

が、具体的な話についてはこれから

である。 

交通 

今年の 4月より、三軒茶屋にある

保健センターが梅ヶ丘うめとぴあ

に移転するが、循環バスがなく、

通うのに非常に不便である。また、

上馬方面から世田谷駅の近くを通

るバスの本数も少ない。 

上馬方面から世田谷駅の近くを通る

バスは、等々力駅と梅ヶ丘駅を南北

に結ぶコミュニティバス等々力・梅

ヶ丘路線になる。本路線は、平成２９

年１月に１日６便にて本格運行をス

タートし、現在では１日１４便での

運行となっている。「梅ヶ丘うめとぴ

あ」の整備を好機ととらえ、コミュニ

ティバス等々力・梅ヶ丘路線の増便

や新たなバス路線の導入をバス事業

者に働きかけていく。 
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交通 

コミュニティバス新設希望につい

て、城山通り（上町、宮坂→千歳

船橋）は、バスもなく、不便と思

われるので新設したらどうか。城

山通りなら区役所前までも可能で

はないか。 

コミュニティバス路線の導入には、

バスが通行できる道路幅員だけでな

く、交通安全や採算性の確保、沿道住

民のご理解など課題も少なくない状

況である。いただいたご要望は、バス

事業者へお伝えするとともに、今後

も新たな道路整備のタイミングやバ

ス路線の再編などにあわせ、バス事

業者に働きかけていく。 

子ども・教育 

桜丘中学校が校則を無くしたこと

について実情を聞きたい。 

段階的に校則を減らし、踏み込んだ

改革を行った。その結果、生徒の学習

意欲が増し、不登校であった生徒が

登校できるようになる等のプラス面

があった。 

子ども・教育 

学校評価のアンケートの内容が不

的確ではないかとの指摘に対する

回答の文書が当初の予定を過ぎた

が届かない。教育委員会という組

織は機能不全ではないか。 

教育委員会より、回答が遅れて申し

訳ないこと、早急に確認・対応する旨

の伝言を受けている。 

公共施設 

区民施設を利用しているが、スリ

ッパが古く、サイズが小さい。ま

た、カーテンが破れているなどの

施設が多い。何年使ったら買い替

える等の基準はあるのか。また、

だれがチェックしているのか。 

施設により施設管理者が異なるが、

気が付いた時点で、利用者に気持ち

よく使ってもらえるよう対応してい

くことが必要だと考える。施設管理

部署で確認の上、改善していく。 

公共施設 

町会等のグループ活動する際の拠

点となる集会所が欲しい。 

上町まちづくりセンターの活動フロ

アーをご利用いただきたい。新たな

施設を作ることは難しい状況であ

り、世田谷トラストまちづくりと連

携した空き家活用など、活動場所を

支援するまちづくりを進めていく。 

その他 

区に火葬場がない。首都直下型の

地震が起きた場合、遺体の火葬に

ついてどう考えているのか。東京

都と調整をして砧公園に作るべき

である。 

大田区・港区・品川区・目黒区ととも

に臨海斎場を運営しており、火葬炉

の増設の計画もある。区内整備には

賛否がある。 

その他 

都は、災害時の火葬方法として、

総定数を超えた場合に、校庭に遺

体を並べた合同火葬としている。

人間の尊厳を損なうことにならな

いよう問題意識を持つべきであ

る。 

ご遺体が想定数を超えた場合には、

厳しい判断をせまられることになる

が、人間の尊厳を損なうことがない

よう対応していきたい。 
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その他 

平和展・戦争展について、担当部

署の変更により来場者の意見の展

示がなくなった。その理由を聞き

たい。次回は展示してもらえるの

か。 

人権・男女共同参画担当課より、意見

の展示は検討していると聞いてい

る。 

その他 

区長は人口が 100 万になること

を望んでいるのか。それとも 92

万人程度に抑えようとしているの

か。 

100 万人を望んでいるわけではな

い。居住の制限はできず、農地の宅地

化等により人口が増えている。区と

して人口を増やす施策を進めるつも

りはなく、良好な住環境の確保とし

て、マンションの高層化に制限を設

けたり、土地の細分化を防ぐルール

づくりはしている。 

その他 
区民の声と回答について、デジタ

ル化して公開すべきである。 

ホームページ等の機能をさらに充実

させていきたい。 

その他 

ふるさと納税でお金がない話につ

いて、キャロットタワーにある芸

術関係の法人の決算書には、区か

ら 10 億円の補助金とあり、その

まま繰り越している。繰り越しし

ているのだからやめたらどうなの

か。 

財団の財務状態については、より精

査していきたい。 

その他 

区の聖火リレーについて、ボロ市

通りから馬事公苑までの上町地区

を通過するコースになった。盛大

に応援したく、上町地区の各町会

に応援用の小旗をお配りいただき

たい。 

応援用の小旗は、聖火リレーを盛り

上げるツールの一つとして考えられ

る。聖火リレーの主催者である大会

組織委員会及び東京都にご提案があ

ったことを申し入れ、聖火リレーを

盛り上げるツールとして検討をして

いくよう要望していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

18 

 

〇経堂地区 

項目 質問・意見等(要旨) 回答要旨 

まちづくり 

センター 

桜丘在住だが出張所、まちづくり

センターが遠くて不便。自分は別

用も兼ね電車で三軒茶屋まで行っ

ている。公共施設の配置をもっと

考えて欲しい。 

現在、経堂出張所、経堂まちづくり

センターの改築は予定していない

が、いただいたご意見は今後の参

考にしていく。 

防災 

災害時の初期対応を区民が各自で

判断するためのマニュアルが必要

ではないか。 

区では地震や風水害などさまざま

な災害の態様や対象に応じてマニ

ュアルや啓発物を作成している。

お尋ねのマニュアルに近いものと

して、「災害から命を守る防災カー

ド」を作成している。より良いマニ

ュアルや啓発物の作成に努めてい

く。 

安全・安心 

食の安全の観点から、区内での学

校給食を有機食材、無農薬野菜へ

していく取り組みは進めていただ

きたい。 

区で農薬の使用状況を調査し、今

後使わないよう取り組んだ。給食

は、有機農法の広がりや供給でき

る量の課題など踏まえ、できるこ

とから取り組みたい。 

福祉 

あんしんすこやかセンターは桜丘

からは遠く高齢者が頻繁に行くこ

とができない。相談窓口の集中と

しては効率的かもしれないが、桜

丘にもあんしんすこやかセンター

を作ってほしい。 

区民センターなどで出張相談を行

う例もあるので活用していただき

たい。梅丘に認知症在宅生活サポ

ートセンターができることで、地

域の中で対応できる体制構築を目

指している。 

福祉 

認知症の方が暴れたり、夜の徘徊

があった場合の相談先が分からな

い。スウェーデンのように 24 時

間解決できる体制があると良い。 

地域で見守る力を高める取り組み

を強化していきたい。また、今ある

見守りのしくみの中で高齢者安心

コールのコールセンターが 24 時

間対応しているので利用していた

だきたい。 

福祉 

老人ホームにおける人手不足によ

る身体拘束の報道を見たが、区で

は賃金等も含め、どうなっている

のか。 

介護職員の永年勤続表彰や資格取

得の助成を行っているが、保育士

の賃金や家賃補助等の待遇改善に

向け、引き続き国や都と共に取り

組んでいきたい。 

福祉 

健康体操の自主グループを立ち上

げて月 2 回実施している。今後も

長期健康寿命のために支援してほ

しい。 

自主グループの活動支援について

は、プログラムの内容等個別に確

認し、紹介させていただきたい。 
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福祉 

高齢者向けのやさしい体操を指導

するには、プロが行う必要がある。

みんなで助け合うための活動の輪

が増えるよう支援してほしい。 

健康寿命を延ばし、地域コミュニ

ティ醸成に繋がる大切な取り組み

と認識している。利用の少ない部

屋の有効利用など対策を考えた

い。 

道路・ 

街づくり 

千歳船橋駅周辺には緑の潤い、憩

える場所がないので周辺全体にお

いて整備を検討してほしい。現在

は集える場所も駅改札前の暗いベ

ンチしかない。 

「千歳船橋駅周辺地区地区街づく

り計画」を定め、緑と憩いのスペー

スを創出するなど「ひろばづくり」

として、小広場や駅前広場を整備

し、地域の交流・憩いの場づくりに

努めている。引き続き地域の意見

を活かしながら、街の潤いとなる

ような広場づくりを進めていきた

い。 

交通 

桜丘周辺では路線バスが走ってい

ないところもあり、高齢者が外出

するのに不便である。小さな乗り

合いバス等の話を聞いたことがあ

るが、区としての交通政策はどう

なっているのか。 

バス路線の存続・拡充をバス事業

者に働きかけているが、採算や運

転手確保等の課題等があり難しい

状況である。現在、別のモデル地域

１か所で交通不便解消の実施準備

のほか、タクシー事業者と連携し

た乗り合い等、新たな取り組みも

含めて検討する。 

交通 

公共施設への案内表示やバス停・

バス路線の案内図が不十分であ

る。駅前や施設へのルート上にも

っと分かりやすい表示を設置すべ

きである。 

公共施設への案内サインは各施設

の所管部署が、バス停やバス路線

図はバス事業者が作成し、管理を

行っており、表示の不備で目的が

十分に達せられていないサインに

ついては、都市デザイン課から施

設所管や事業者にご意見を伝え

る。 

子ども・教育 

児童相談所の設置にあたり、これ

まで施設で問題となってきた子ど

もの人権問題について、区で改善

することは可能か。 

 

 

 

 

 

 

 

  

職員体制を現在より厚くし、一時

保護所での生活をより小さなグル

ープ単位で行うとともに、権利侵

害について外部機関が声を聞くな

どの策を講じて改善することで、

全国にも良いケースとして広げて

いきたい。 
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子ども・教育 

原発事故の影響を避け、福島の子

どもたちを世田谷に呼んで外遊び

等行う会は、区、教育委員会、世田

谷ボランティア協会、社会福祉協

議会との共催により実施できてい

る。引き続き支援をお願いしたい。 

とても意義深い取り組みであり、

教育委員会、社会福祉協議会等に

協力してもらい、場所の提供を進

めてきた。引き続き支援は行って

いきたい。 

公共施設 

あんしんすこやかセンターのいき

いき健康教室について、経堂地区

の会場上、定員 20 名とあるが希

望者が超過している状況。実施箇

所・回数を増やしてほしい。 

学校・児童館等を含め、区の施設を

より有効に利用できるよう取り組

んでいる。意欲のあるサークル活

動が継続できるよう支援していき

たい。 

公共施設 

公共施設の名称が分かりにくい。

「出張所」は住民にも浸透してい

るが何度か変更となり何をどこで

行っているか全く分からない。「出

張所」に統一して欲しい。あんしん

すこやかセンターも名称から内容

を類推できるようにすべきであ

る。 

５か所の出張所では、転入、転出な

どの窓口サービスを、２８か所の

まちづくりセンターでは、地区ま

ちづくり支援を行っている。あん

しんすこやかセンターの名称は、

親しみやすいよう地域包括支援セ

ンターの区での通称として付けて

いる。 

その他 

母親が 100 歳の敬老の慶祝品と

して区から区内共通商品券 2 万円

分をいただいたが、本人の意思に

より、区の子ども基金に寄附をし

た。今後、敬老のお祝いの通知に

は、寄附の選択肢を予め記載して

はどうか。 

寄附を選択肢として予め入れるこ

とは難しいが、寄附文化の推進に

は努めていきたい。 

その他 

区内からプロスポーツチームの立

ち上げの話があった場合、応援な

どを通じて地域のコミュニティが

強化されるなどの利点があり、区

として資金や場所の優先的な提供

など支援を行う意向はあるか。 

区ではアメリカのホストタウン誘

致など、スポーツ施策に力を入れ

ている。プロスポーツの拠点施設

に様々な制約があるが、プロリー

グが優先的に施設使用すること

は、今後のスポーツを盛り上げる

一助にもなると考えられる。 

その他 

希望丘複合施設のほっとスクール

希望丘の運営法人（NPO 法人東京

シューレ）は運営する施設の元生

徒から、2016 年に施設で性被害

にあったと被害届が出ているが、

区は確認しているか。また、この問

題について組織対策を確認してい

ただきたい。 

ほっとスクール希望丘の運営を依

頼後に認識したが、経過やそれに

対する NPO 法人の見解等は追っ

て回答する。 

（後日） 

契約締結後に関連の報道を確認し

た。直ちに同法人の対策状況を確

認し、現在、同委託の履行状況も概

ね良好である。 
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〇下馬地区 

項目 質問・意見等(要旨) 回答要旨 

しくみづくり 

大場区長のときにあった政令指定

都市にする話について、今後の可能

性を聞きたい。 

特別区としての法律上の立てつけ

が必要である。区として区内の分

権と自治のしくみを整えていきた

い。 

まちづくり 

センター 

出張所からまちづくりセンターに

なったときに、機能を本庁舎に引き

上げたが、地域防災力を高めるた

め、まちづくりセンターの機能を強

化してほしい。 

まちづくりセンターは地区防災支

援担当として位置付けており、災

害時は災害対策本部の拠点隊とし

て位置付けられている。 

まちづくりセンターに求められる

業務のあり方について、役割をさ

らに発揮することができるよう検

討していく。 

まちづくり 

センター 

下馬地区は、下馬 6 町会と野沢 4

町会で成り立ち、携わっており、現

在のまちづくりセンターの名称「下

馬まちづくりセンター」を「下馬・

野沢まちづくりセンター」に変更す

ることは可能か。 

今回の地域行政制度の再構築や条

例化に向けて、名称変更のほか、

町会の区分け等、様々なご意見を

伺っていきたい。 

まちづくり 

町会と町会長の位置づけが曖昧に

感じている。立川市や八王子市など

は町会を支える条例を制定してい

るが、世田谷区はどうなのか。 

区では町会を支える条例の議論

を、議会を含めて、数年前に行っ

たが、制定までは至らなかった。

高齢化の中、町会の維持について

はともに考えていきたい。 

防災 

防災訓練を行う際は、高層と低層住

宅の地域を考えて行ってほしい。 

災害の規模や住宅環境によって避

難の状況も変わる。全てを避難所

で対応できないことから、他地区

では、パンフレット｢在宅避難のす

すめ｣を作成しているところもあ

り、区として統一したパンフレッ

トの作成も検討していきたい。 

防災 

野沢１丁目のＵＲ高層団地群は町

会に入っていないが、災害時には民

生委員や町会が安否確認を行うこ

とになる。大きな団地群について

は、自治会・町会組織をつくるよう、

区から指導してほしい。 

 

 

  

新しい団地には、自治会や世代交

代して引き継ぐしくみがないた

め、地域住民組織による災害時要

支援者対応等に繋げられるよう、

URに伝えていく。 
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防災 

避難行動要支援者の締結について、

町会は協定を結ばなくても、要支援

者は救護するものと考えており、あ

えて区と協定を結ぶ必要性はない

のではないか。 

安否確認や災害時の救護について

できるところからお願いし、多少

でも経費について区が助成するス

タンスである。町会の事情もそれ

ぞれ異なるため、丁寧に進めてい

く。 

福祉 

都から移管された清掃事務所や児

童相談所など、都にとって持て余し

ている事業を区に移管している印

象を受ける。引き受ける際は、区と

して十分に確認してから行ってほ

しい。 

児童相談所には大きな権限があ

り、区が児童相談所を担うことで、

責任を負うことになるが、保育園、

幼稚園、民生委員等、様々ある地

域の目を全て活かし、児童虐待に

対応していく。 

福祉 

障害者の親が亡くなった後、子ども

は自立できないため、グループホー

ムが必要である。民有地は近隣住民

の反対で建設ができなかったため、

公有地（下馬二丁目の都営住宅）の

建て替えにおいて、グループホーム

の建設等検討していただきたい。 

グループホームが不足しているこ

とを認識している。｢東京リハビリ

テーションセンター世田谷｣では

居住施設を整備し、下馬二丁目都

営住宅では用途の検討等、これか

らもグループホームの整備に取り

組んでいく。 

福祉 

民生委員の委嘱年齢の上限が、厚生

労働省では 75 歳未満であるのに

対し、世田谷区では 70歳未満であ

る。人材不足の状況にあることか

ら、厚生労働省と同じ基準にしてほ

しい。 

民生委員は厚生労働大臣からの委

嘱であるが、東京都が規則をつく

り、都知事が任命する形式のため、

区で年齢基準を決められない状況

である。区からも年齢要件の緩和

について、要望していく。 

福祉 

都営住宅跡地へのグループホーム

建設要望について、計画される駐車

場の一部でも変更してつくってい

ただくよう、区から都にあげてほし

い。 

現在、区では都営住宅や JKK 東

京の住宅改築の動きをしており、

大蔵団地の再開発では、区・都・

JKK 東京が議論し、保育園や障害

者施設ができる予定である。都営

下馬アパートの建て替えにあた

り、福祉目的の利用を、都と調整

している。 
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福祉 

児童相談所について都から財政面、

担うべき役割を都に要望してほし

い。 

基礎自治体である世田谷区ならで

はの新たな児童相談行政を構築し

ていく。児童相談所の運営につい

ては、保護者支援プログラムや、

子どもの特性に合わせた入所施設

の調整など、都と広域的な連携を

図っていく。開設後も必要に応じ

て都区の役割の見直しを始め、財

政支援や、支援制度の構築などの

要望も積極的に行っていく。 

みどり・公園 

長年お願いしてきた下馬五丁目に

ある庚申塚の跡地利用（公園化）に

ついて、なるべく早く行ってほし

い。 

間もなく区に寄贈される予定であ

る。まちの中心として、できるだ

け早く公園として整備してもらう

よう要望していく。 

道路・ 

街づくり 

主要生活道路１３０号線拡幅の進

捗状況について、私の家の前は１３

０号線の拡幅が予定されているが、

一向に進んでいるようには見えな

い。現在の進捗状況はどうなってい

るのか。 

宅地の北側に主要生活道路１３０

号線の計画がある。当該路線は、

事業協力が得られる箇所から順次

事業化を行っている。当該路線の

用地取得の進捗率は約２０％とな

っている。 

公共施設 

ふじみ荘の廃止について、お風呂、

カラオケ、囲碁等、高齢者にとって

楽しみな場所であり、どういう状況

か知りたい。また、建物等の様々な

ものが老朽化しており、ふるさと納

税を使って改善してほしい。 

ふじみ荘は老朽化が著しく、建て

替える場合、法律上、同じ規模で

の建築物を建てることはできず、

非常に費用もかかることから、廃

止を検討している。大蔵第二運動

場やひだまり友遊会館等、身近な

施設を活用した高齢者の地域参加

の促進を進めていきたい。 

その他 

ふるさと納税により税収が流出し

ている問題を、若い世代に対して、

どのように PRしているのか。 

また、ふるさと納税の PR 用 T シ

ャツのロゴ「ふるセタ」が「ふる七

夕」に見えてしまう。 

40 代以下の世代への PR を検討

し、スマートフォンから情報収集

できる周知や広報板へのポスター

掲示に取り組んできた。また、T シ

ャツによる周知のインパクトも情

報の浸透に繋がると考えている。 
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〇上馬地区 

項目 質問・意見等(要旨) 回答要旨 

まちづくり 

高齢化、若年層の地域活動無関心、

流入人口が多いことで、町会や民

生委員等の活動に支障が出てい

る。若年層や他地域からの流入者

等に対して、細かい対応をしてほ

しい。 

希望丘青少年交流センターでは

様々な催しの若者参加に繋げてい

る。また、大学生が地域商店街のイ

ベントや小学校、町会との交流を

している。今後も、若者の参加を促

していきたい。 

まちづくり 

ポートランドのネイバーフッドア

ソシエーションのような住民参加

の制度について、区は参考にでき

ないのか。 

ネイバーフッドアソシエーション

により、出店や町並みづくりのル

ール化等の活動がされ活気あるま

ちづくりが行われている。区の地

域行政の検討において、地域資源

の活用、自治活動の活発化を呼び

かけたい。 

まちづくり 

時代とともに今の町会の区割りに

弊害が出ていると思われる。町会

長会議で、町会のあり方を具体的

にみんなで話し合い、お互いが町

会の枠を超えて協力していく必要

がある。 

区が区割りを整理することはでき

ない。町会は、長い歴史の中ででき

た地縁を大切に自発的に作られて

きた。町会・自治会の役割が地域に

とって大きいことも認識。関心の

高い防災等皆で取り組みできるよ

う、区も協力していきたい。 

まちづくり 

人口が増えればいいのではなく２

代、３代と住み続けてもらうこと

が大切。世田谷へ流入する新しい

方にももっと責任をもって地域に

貢献するような条例をつくってほ

しい。 

住民参加を推進していけるよう、

今回の条例検討の中で考えていき

たい。 

環境・清掃・

リサイクル 

上馬地区の空き家の枝に関する嘆

願書について、区長は見ているか。 

要望書や区長へのメールは確認し

ている。今回の相談場所や所有者

の状況など確認の上、できること

を検討する。 

環境・清掃・

リサイクル 

空き家にある樹木の道路まで伸び

た枝や落ち葉を有志で片付けてい

るが、大変困っている。区に陳情し

たが、個人所有で対応できないと

の回答であった。せめて伸びてい

る枝を区で切ってほしい。 

区が民有地に直接行うことは難し

く、所有者に速やかに適正管理を

行うように働きかけしている。樹

木が通学路等にほとんど倒れそう

な危険な場合は、区で緊急措置を

行っている。空き家のデメリット

等を分かりやすくまとめた冊子を

所有者に周知していく。 
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環境・清掃・ 

リサイクル 

ごみ収集日のカラス被害につい

て、衛生面・景観面に問題が出てい

るので、退治をしてほしい。 

カラス被害対策は優先順位が高い

問題である。区のごみネットや商

店街の夜間回収の取り組みによ

り、カラス被害は減少している。ご

みネットは、まちづくりセンター

で対応しているので相談いただき

たい。 

道路・ 

街づくり 

都では電柱地中化を環七の内側で

計画しているが、世田谷通りの並

木が電線と触れていて危険なの

で、区からも取り組みを進めてほ

しい。 

電柱地中化は、区では１０年計画

を立て、３９路線、東京２０２０大

会会場の馬事公苑周辺、都市計画

道路、本庁舎に至る災害時の緊急

輸送路線を中心に整備予定。東京

都は環七の内側を中心に計画して

いるが、本庁舎が停電とならない

よう都に伝えている。 

公共施設 

駒沢小学校の校庭の材質がゴムチ

ップのため、夏場は暑く、設置から

１５年近く経過による劣化もあ

る。人工芝にしてほしい。 

人工芝は雨の乾きは早い反面、夏

は暑いが技術革新も進み、教育委

員会も前向きに検討していると聞

いている。ご意見は所管課に伝え

る。 

公共施設 

三軒茶屋小学校の管内に児童館が

無く、近くの児童館に行くために

は幹線道路を横断する必要があり

大変なので、児童館を作ってほし

い。 

三軒茶屋が児童館のない地域であ

ることは認識している。三軒茶屋

のまちづくりや再開発も視野に、

長いスパンの中でできることを検

討する。 

公共施設 

三軒茶屋小学校は運動場も狭く、

校長先生から児童の増加による教

室不足の心配の話もあった。 

今後も児童が増える見込みであ

り、早めの対応を改めて教育委員

会に伝える。 

公共施設 

世田谷区民会館ホールについて、

高齢者や車椅子の方にとって階段

は大変。改築にあたっては、エレベ

ーターを設置してほしい。 

世田谷区民会館の改築では、ホワ

イエや楽屋は取り壊して新しく

し、段差解消、エレベーターの設置

を行う。 

その他 

ふるさと納税、核家族化、町会の高

齢化等の様々な問題が学校、家庭

にも関わっていること区民に認識

してもらうことで改善に繋がるの

ではないか。 

町会や青少年委員による学校での

まつり等の取り組みが、世代を繋

ぎ、地区の問題解決にも繋がると

考えられる。ふるさと納税等、区政

が広く関わることを児童・生徒に

伝えていく。 
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その他 

なぜ、アメリカがホストタウンと

して決まったのか教えてほしい。 

区の活性化のため、東京都や組織

委員会にキャンプ地としての紹介

をお願いしたところ、アメリカか

ら視察があり、大蔵運動場の良い

評価を得てホストタウンとなっ

た。 

その他 

東京２０２０大会に関して、１０

月の世田谷おもてなし交流事業は

とても良い取り組みのため周知徹

底した方がよい。 

おもてなし交流実行委員会を中心

にパレードやリレーを行い、盛り

上げるとともに、東京２０２０大

会後も人の繋がりが残るものにし

ていく。 
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〇梅丘地区 

項目 質問・意見等(要旨) 回答要旨 

しくみづくり 

本庁、支所、まちづくりセンター

にそれぞれの機能・役割があり、

オール世田谷で地域の課題に取り

組めるのは、住民にとってもよい

ことだと思う。 

地域行政検討時の議論を振り返り、

住民の皆さんと共有しながら、条例

の検討を進めていきたい。 

防災 

新 BOP で子どもを預かっている

時に発災した場合、備蓄物品や毛

布などがどこにあるのか、何が使

えるのか、鍵の取扱いはどうなっ

ているのか知りたい。 

東日本大震災以降、教育委員会で子

ども用として一定量の水とビスケ

ットを各学校に備蓄している。学校

と新BOPとで供給することについ

ては打合せができているので、校長

や副校長にご確認いただきたい。 

防災 

避難所運営訓練で、マンホールト

イレのテントをコンクリートの上

にペグでとめるようにしているが

刺さらない。トイレの数も多くテ

ントの間隔が狭い。このような素

朴な質問に答えてくれる窓口を知

りたい。 

マンホールトイレは、５～１０基設

置できるようになっている。テント

の設置は、重りを置いて固定する方

法もある。避難所運営に関すること

は、まちづくりセンターにお問い合

わせいただきたい。 

防災 

避難所の発電機は小さくて、燃料

もあまり備蓄されていない。学校

や避難所に自家発電できる設備を

確保していく計画はあるのか。 

今年の夏で、全学校の体育館に冷暖

房の設備が完了する予定になって

いる。電気とガスを使用するが、ガ

スは停電時も使用できるものを導

入している。太陽光発電の電気をた

めるバッテリーや畜電池の配備も

計画している。燃料は消防法の関係

で備蓄できる量が決まっているが、

消防法の規制がかからないガスボ

ンベを使用する発電機も備蓄して

いる。 

防災 

避難所の仮設トイレは使いづらい

ので、建物内にあるトイレを使用

できるのであれば避難所生活のス

トレスも軽減されるので、検討し

てほしい。 

水道管や下水道管の耐震化はかな

り進んでいるので、壊滅的な被害で

なければ、室内のトイレも使える可

能性がある。今後、避難所運営訓練

の中で確認・検討していきたい。 

防災 

防災について質問したい時には、

どこに連絡すればいいか。 

北沢総合支所地域振興課地域振興・

防災、又は梅丘まちづくりセンター

へお問合せいただきたい。内容によ

っては、担当部署をご案内する。 
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防災 

備蓄されている食品の消費期限が

間近なものの有効利用について知

りたい。 

災害時に福祉避難所となる協定施

設等で有効活用している。また、希

望する他部署に配布し、有効活用を

図っている。 

安全・安心 

平成２８年に「再犯の防止等の推

進に関する法律」が成立した。各

自治体がそれぞれの立場で、施策

推進の計画を定めなければならな

いが、世田谷区においても早く取

り組んでほしい。 

犯罪・非行をした人の立ち直り支援

として、制度に基づき、臨時職員と

しての雇用を行った。再犯防止の明

るい社会をつくっていくことは、必

要と認識している。 

福祉 

社会福祉協議会、あんしんすこや

かセンター、ボランティア協会は

災害時の要支援者名簿がもらえな

いことに不安を感じていると思

う。まちづくりセンターと一体と

なった取り組みを行うのであれ

ば、名簿の管理についても検討し

てほしい。 

まちづくりセンターでは、要支援者

全てが掲載された名簿を管理し、拠

点隊として集まる職員と連携して

対応できる体制をつくっている。大

規模な災害の発生もしくは発生の

恐れがある場合は避難支援者と名

簿の共有ができることになってい

る。 

福祉 

民生委員の後継者選びに苦労して

いる。PTA も子どもが手から離れ

ると働いたりして、引き受けてく

れない。民生委員の欠員をどう充

足したらよいか区で考えてほし

い。 

地域の担い手不足という全区的な

課題であり、保健福祉部を中心に

様々な対応を考えていきたい。 

福祉 

梅丘ボランティアビューローは築

５０年が経過し老朽化している。

今後の計画はどうなるのか。福祉

だけでなく災害の拠点にもなるた

め、移設できないか。 

令和３～４年度に、１階の保育施設

跡地をビューローの機能拡充とし

て利用する予定になっている。 

みどり・公園 

烏山のプレーパークについては、

火起こしができないと聞いた。火

起こしは人間の生活の原点で、羽

根木プレーパークでも同様のこと

が起こると困る。 

地域の方と意見交換をしながら利

用のルールを決め共存してきた歴

史がある。地域の方、プレーパーク、

行政とで解決に向けて話し合い、今

後も子どもの声を大事に、地域の皆

さんと一緒に運営していきたい。 
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みどり・公園 

町会で緑道清掃を４０数年間やっ

てきたが、役員等の高齢化などで

やむなく中止した。協定料金が改

定されず、お手伝いの方へのお礼

や清掃用具の購入など金銭面でも

苦労した。 

緑道や公園の清掃は、地域の皆様の

お力をお借りしている状況で、協定

料金は１㎡あたり１０円でお願い

している。事業者に委託するような

内容を地域の方にお願いするのは

難しいため、できる範囲でお願いし

ている。いただいた意見を公園緑地

課に伝える。 

みどり・公園 

自治会で緑道清掃をしているが、

みんな高齢で参加者も増えない。

豪徳寺駅前の花壇も、苗と水道代

は区からもらっているが、水やり

は交替でやっている。今後につい

ては区と相談したい。 

花がらを摘んだり、水をやったりと

日々の管理が大切になる。今後につ

いては、地域の方、公園管理事務所、

公園緑地課等とで話し合っていく

必要がある。 

道路・ 

街づくり 

梅ヶ丘駅北側の住宅地に風俗まが

いの看板が立ったので警察に撤去

してもらった。この地域は文教地

域なので風俗まがいの営業を禁止

できるようにしてほしい。 

駅前は商業地、その周りは住宅地の

用途地域に指定されており、当該地

は風俗営業ができないことになっ

ている。法令等に適合しているかど

うか現状を確認した上で、違法とい

うことであれば、警察等とも連携し

て対応していく。 

道路・ 

街づくり 

三軒茶屋に観光案内所ができた

が、下北沢や山下にもつくってほ

しい。豪徳寺は遠くから沢山の人

が来るが案内が不十分である。 

まちなか観光は、区内の見どころな

ど、住んでいる人、訪れる人みんな

が楽しめる場所を案内している。豪

徳寺や世田谷八幡などの人気スポ

ットについても、今後、案内の充実

を進めていく。 

道路・ 

街づくり 

「うめとぴあ」や羽根木公園に行

くまでのサインについて、スマホ

を使ったタイプの音声案内ができ

るが、QR コードではなく、災害

時のオフラインでも使える Uni-

Voice を使ってほしい。 

梅ヶ丘や豪徳寺、山下駅周辺は、ユ

ニバーサルデザイン計画に基づき、

案内サインや誘導ブロック等を設

置し、アクセス向上に取り組んでい

る。梅ヶ丘駅から「うめとぴあ」ま

では音声誘導を考えており、豪徳寺

駅からのルートも検討していく。羽

根木公園等への案内は、関係部門と

も連携し、現地の確認・検証を行っ

た上で検討していく。 

道路・ 

街づくり 

梅ヶ丘駅南口の点字ブロックが維

持管理できていない。梅丘まちづ

くりセンターまで敷設してほし

い。 

誘導ブロックについては、工事担当

とも連携して確認・対応していきた

い。 
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その他 

ひだまり友遊会館でやっている将

棋や麻雀などを区報で紹介してい

たが最近は見ない。事情があって

載せない方針になったのか。知る

機会が大事なので、掲載してほし

い。 

区報に載せないという方針はない。

そのような声があることを担当所

管に伝えておく。 
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〇代沢地区 

項目 質問・意見等(要旨) 回答要旨 

窓口･出張所 

様々な助成の申請をパソコンから

申請できるようにしてほしい。 

ＩＴの申請については、個人情報等

におけるセキュリティの確保を担

保し、自治体等の実施例を参考にし

ながら改善に努めたい。 

窓口･出張所 

行政相談委員をやっているが、役

所でたらい回しにされたという相

談をよく受ける。今度、区役所が

新しくなるので、相談者が動かな

くても相談ができるような体制に

してほしい。 

新庁舎は関連する部署を同一また

は近接するフロアに配置すること

で、来庁者の動線を短くする計画と

している。来庁者の負担を少なくす

る方策について検討していく。 

まちづくり 

当日配布資料の地区まちづくりの

図に高齢者クラブが入っていな

い。町会・あんしんすこやかセン

ター・社会福祉協議会・まちづく

りセンターと協力してやっていき

たいので、忘れずに入れてほしい。 

次回から入れるようにする。 

まちづくり 

町会主催の地域カフェを始めた。

町会に来ない方も手伝ってくれ

る。あまり外に出ない方も参加し

てくれて、やって良かったと思う。 

子育て広場などで、お母さん同士の

友達ができる人もいる。高齢者だけ

でなく、様々な場所でいろんな人が

つながっていくということが大事

だと認識している。 

防災 

福生市の給食センターは、災害時

にここから食料を配給できるよう

になっている。区の調理場につい

ても防災機能を備えたものにして

ほしい。 

小学校は全校に給食室があるので、

それも一つの資源になると考えて

いる。 

福祉 

国民健康保険から後期高齢者保険

に切り替わったら、保険証の材質

が紙になった。プラスチック製に

してほしい。 

後期高齢者医療制度の保険者であ

る東京都後期高齢者医療広域連合

に要望を伝える。 

福祉 

民生委員・児童委員の後任につい

て、今は働いている人や家庭の事

情がある人が多く、今後のことを

考えると不安を感じる。区で何と

かしてほしい。 

他地区からもなり手がいないとい

う話がある。区としても、民生委員・

児童委員の活動について、どんな役

割があるのか、やりがいなども含め

て、区報などできちんと紹介し、担

い手の幅を広げていきたい。 
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福祉 

発達障害の子どもがいて、今はパ

ート社員で働いているが、高齢単

身者となった時にどう支援してい

くか。年金で生活できる施設など、

３０年後を見越して整備を進めて

ほしい。 

発達障害の方の就労後の支援は大

きな課題である。８０５０問題も深

刻化する中、居場所、仕事、暮らし

の場などをトータルに考え、しくみ

をつくっていきたい。 

環境・清掃･ 

リサイクル 

墨田区や横浜市では、AI を使って

ごみを分別するシステムを導入し

ているが、世田谷区でも導入して

ほしい。 

ご提案の内容については清掃・リサ

イクル部に伝える。 

環境・清掃･ 

リサイクル 

資源ごみの持ち去りを見かける

が、どう対応したらよいか教えて

ほしい。 

区では職員及び民間パトロールを

実施するとともに、区内４警察署と

の取締りを実施している。資源の持

ち去り行為を発見したときは、清

掃・リサイクル部事業課にご連絡し

いただきたい。 

みどり・公園 

郵政宿舎の跡地につくる公園は、

防災機能を備えたものにしてほし

い。 

公園をつくる際には、かまどベンチ

やマンホールトイレの設置など、防

災対応を検討していきたい。 

道路・ 

街づくり 

補助２６号線の計画により、街の

環境が大きく変わる。都に様々な

要望等をしているが、対応に不満

がある。区からもきちんと対応す

るよう言ってほしい。 

区では、補助２６号線の整備に伴う

沿道の街づくりについて、街づくり

懇談会を開催し検討している。１０

月に街歩きをして出た意見も東京

都に伝えているが、今日いただいた

意見も含め、都に伝えていきたい。 

道路・ 

街づくり 

郵政宿舎の跡地がどのようになる

のか教えてほしい。 

土地の所有者である国家公務員共

済組合連合会が土地を手放すとい

うことなので、用地を取得し公園と

して整備していくことを考えてい

る。 

道路・ 

街づくり 

下北沢の駅前広場について、段差

があって整備がされていない。使

い勝手のよい広場にしてほしい。 

用地の取得や完成後の使い方につ

いては意見をもらいながら進めて

いる。段差を下げ、下水道、防火貯

水槽、電線の地中化の工事を順次行

う。将来は交通広場としてだけでな

く、文化的な催しもできる設計・し

くみにしていきたい。 
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子ども・教育 

池之上小学校の改築に伴い、旧北

沢小学校が仮校舎となるが、通学

時間が長くなる児童もいるため、

スクールバスを導入してほしい。 

教育委員会では、PTA や学校、警

察とも一緒に見回りを行っており、

安全対策を万全にしたいと考えて

いる。池之上小学校を休憩場所にし

たり、集団登校も考えている。また、

池之上小学校に警察の立ち寄り所

の設置を協議している。現在のとこ

ろ、スクールバスではなく、見守り

を充実させることにより児童の安

全を確保したいと考えている。 

子ども・教育 

全校が地域運営学校のため、風通

しがよいと感じているが、心の悩

みを相談したり、勉強の応援がで

きる子ども食堂のような施設をつ

くってほしい。 

子ども食堂は、気軽に相談などがで

きる場所として注目を集めている。

区内でも 37 か所くらいがやって

いて、どんどん広がってきている。 

子ども・教育 

東京２０２０組織委員会が半ば強

制的に児童を観戦させようとして

いる。世田谷区はどう判断するの

か。 

東京２０２０大会の観戦は、全校に

割当てがきている。子どもたちに参

加の機会を与えたいが、各学校に

は、子どもたちの健康を第一に考え

て判断するよう伝えている。 

子ども・教育 

太子堂調理場が工事中により、お

弁当が配られているが、美味しく

ないので残すと聞いている。給食

費を安くするより中身を充実させ

てほしい。 

衛生管理上の問題で、おかずが冷め

た状態で配送される。パンに変えた

り、調理の仕方を変えたり、工夫を

するよう業者には指導をしている。 

子ども・教育 

中学3年生の教室に新聞を届ける

事業を始めたとのことだが、1 年

後に生徒たちがどのように変わっ

たか、その成果を教えてほしい。 

最近は新聞を読んだことがない子

どもが多い。新聞はページをめくっ

ていくと興味のある記事以外も目

にすることができる良さもある。こ

の成果については「せたがやの教

育」などで伝えることを検討してい

く。 

子ども・教育 

中学校の補習授業について、全て

の学校で同じカリキュラムになっ

ている。必要に応じた授業にでき

ないか。無駄を感じる。 

世田谷区立中学校における補習と

しては、３年生を対象に土曜講習会

がある。この講習会は、基礎・基本

的な学力や進路の実現に向けた実

践的な学力を身に付けるための取

り組みで、習熟度別にクラスを編成

し実施している。今後も児童・生徒

の確かな学力の定着を図っていき

たい。 
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子ども・教育 

区内にある私立中学校にも、公立

同様に教科書が配られているが、

私立は独自の教科書を使用してい

るため、未使用の学校には配布を

止めてほしい。 

教科書は国の無償給与制度に基づ

き配布されている。対象は、国立、

公立及び私立に在籍する全児童・生

徒となっている。私立学校における

教科書の活用状況について区は把

握していないので、制度に関するご

意見については、文部科学省に問い

合わせてほしい。 

公共施設 

池之上青少年会館と代沢地区会館

の改修工事が同時期に行われたた

め、活動場所の確保が難しかった。

今後は、そういうことがないよう

調整してほしい。 

今後は工事が重ならないようにし

たい。 

公共施設 

北沢タウンホールの改修後に駐輪

場が入口から遠くなった。前のよ

うに戻せないか。 

保健福祉センターの移転に伴い、乳

幼児健診等健診実施時の駐輪スペ

ースの確保や検診車が出入りする

関係で、現在の位置となっている。

ご理解いただきたい。 

公共施設 

本庁舎の建替えについて、世田谷

総合支所も入るとのことだが、総

合支所を外に出せば、面積をもっ

と抑えられるのではないか。 

世田谷総合支所を三軒茶屋に移す

ことも検討したが、適地が見つから

ず、現在地で区役所とともに整備す

ることにした。本庁舎は業務拡充に

伴い庁舎が狭あい化し、近隣に庁舎

機能が分散してきている。今回の整

備を機に全ての機能を集約する。 

公共施設 

区民会館の席が狭いので、区役所

の建替えの際に広くしてほしい。 

ユニバーサルデザインの観点から、

現在の約１２００席から約９００

席に減らすことで座席空間を広く

するとともに、各客席から舞台への

視認性を確保する。 

公共施設 

公共施設を整備する際には、トイ

レにウォシュレットを付けてほし

い。 

多機能トイレにはウォシュレット

を付けているが、清掃・衛生・費用

面などから全トイレには付けられ

ない。各施設と協議し、改修にあわ

せて整備をしていく。 
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公共施設 

危機管理室について、災害時は、

国・都・区と連携して対処できる

よう、区役所の建替えにあわせて、

もっと立派なものをつくってほし

い。 

新庁舎では、災害に迅速に対応する

ため、災害対策課を区長室に隣接し

て配置する。また、区長室は災害時

の災害対策本部長室を、庁議室は災

害対策本部会議室を兼ねるなど、諸

室を有効活用する計画としている。

東１期棟にこれらの機能を配置す

ることで、工事期間中も災害対策機

能を途切れることなく確保する。 

その他 

東京２０２０大会に関する事業を

優先しすぎて、区の他の事業がお

ろそかになっているのではない

か。 

東京２０２０大会終了後も、国際交

流の基盤や障害者スポーツの基盤、

障害によって差別されない社会を

つくるための取り組みをしていき

たい。 
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〇新代田地区 

項目 質問・意見等(要旨) 回答要旨 

しくみづくり 

100 万都市世田谷とあるが、どの

位の人口が適正だというビジョン

はあるのか。 

100 万都市を目指しているわけで

はない。特別区の場合、市町村に与

えられている用途地域や課税等の

権限がないことに問題があり声を

上げていく必要があると考えてい

る。 

防災 

台風第１５号・１９号があったが、

避難所は住所地で定められている

のか。また、１１/９に梅丘中学校

で避難所運営訓練が行われたが、

何か課題は出たのか。 

地震の時の避難所は、住所地で指定

し、町会等地域の方に運営を依頼し

ている。水害時の避難所は職員が開

設することになっていたため、今回

の台風では区が主導で避難所を２

７か所開設した。今後、運営方法や

ルールを検討していきたい。 

梅丘中学校の避難所運営訓練では、

特に課題は出ていなかった。 

防災 

台風第１９号で多摩川が氾濫した

が、区は水門を閉める指示をした

のか。どのような対応になってい

るのか。 

多摩川は国土交通省京浜河川事務

所が管理しており、区は水防管理者

になっている。台風第１９号では多

摩川の水位が上がったため水門を

閉める判断をしたが、１か所閉めら

れなかった。水門の開閉については

難しい問題であるため、今後、専門

家を交えて科学的に検証した上で、

対策を検討していきたい。 

防災 

台風第１９号の際、北沢タウンホ

ールが避難所となったが、もっと

近いところを避難所にして、ペッ

トや介助犬の受け入れもしてほし

い。また、民間施設を活用するな

ど、避難所を増やしてほしい。 

台風第１９号では避難所が足りず、

ペットの受け入れも困難だった。今

後改善を図りたい。 

民間施設の利用については、多くの

方が避難できるよう、大学、都立高

校などに協力を求めていきたい。 

防災 

台風第１９号で防災無線が聞き取

れなかった。インターネットに情

報が出たようだが、高齢者は見る

ことができない。鮮明に聞こえる

よう、地域ごとに情報を発信する

ことはできないか。 

防災無線は課題になっているため、

改善していきたい。インターネット

を見ることができない人向けに、企

業にも相談し検討している。今回、

北沢タウンホールにも問合せが多

かったので、避難の要否や他の地域

の避難所の案内などを行った。 

防災 

避難訓練に参加するのは高齢者ば

かり。若者の参加をリードしてほ

しい。 

若者の参加は、地域の課題でもあ

り、防災についても伝わりやすい方

法を考えていきたい。 
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防災 

避難所の場所など防災情報を、全

戸配付している「ごみ収集チラシ」

などに掲載し、住民に周知しては

どうか。 

ごみ収集カレンダーを配っている

ので、そこに避難所の情報を掲載す

ると分かりやすい。良いアイデアだ

と思う。ぜひ参考にさせていただ

く。 

防災 

防災無線が聞こえない。青パトも

速過ぎて聞こえない。 

青パト（２４時間安全安心パトロー

ル）は、防災無線が聞こえにくい場

所へのフォローとして走らせた。警

備会社に頼んでいるが、速度を下げ

てアナウンスするよう伝えていく。 

防災 

まちづくりセンターは地域包括ケ

ア・行政手続・まちづくりの拠点

となっているが、防災の視点から

すると小・中学校を地域の拠点と

すべきと思うがどうか。 

地域行政制度について、防災を基軸

に組み立てた方がいいという話だ

が、地震の際の避難所については

小・中学校ということで定着してい

る。風水害等について、住民の皆さ

んと相談し、しくみをつくっていき

たい。 

防災 

台風の時は防災無線が聞こえない

ので、ラジオアプリを利用するな

ど、エフエム世田谷をうまく活用

してはどうか。 

エフエム世田谷では、台風第１９号

の際にも２０分おきに災害情報を

放送していた。タイムラグはある

が、「リスラジ」というアプリで聴

くこともできる。今後もエフエム世

田谷の認知度向上に力を入れてい

きたい。 

防災 

広域避難場所について、大原地区

は駒場東大が指定されているが遠

くて行かれない。和田堀給水場や

消防学校など近いところに変更し

てもらえないか。 

広域避難場所は東京都が指定して

おり、全体的に見直すことは難し

い。災害対策課にも伝え、情報の出

し方、ＰＲの仕方などと合わせて、

指定のあり方を検討していきたい。 

防災 

災害時の電気の確保はどうなって

いるのか。 

避難所にはガソリンを燃料とした

発電機があるが、今後、蓄電池など

を増やしていきたい。いくつかの学

校の体育館のエアコンはガスを使

用し、停電しても使えるものを導入

する方針。太陽光発電なども配置し

ていきたい。 

安全・安心 

防犯カメラの維持経費を町会で負

担するのは厳しい。現在の運用目

的は、犯罪よりも児童の見守りが

主となっているので、通学時のみ

主要道路の通行を止めるなど、警

察と検討してほしい。 

防犯カメラの維持管理については、

補助制度がある。主要道路の通学時

の通行止めに関しては、スクールゾ

ーンであれば、地域の方や学校と相

談して、警察に申請してもらいた

い。 
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福祉 

児童相談所の敷地内に一時保護所

もできるのか。１２０人規模で行

うというが適正な人数なのか。 

一時保護所は、児童相談所とは別の

場所に設置する。職員数は児童相談

所と一時保護所を合わせて１１２

人で、児童相談所の児童福祉司や児

童心理司は国の基準を上回る配置

としている。 

福祉 

公立保育園が統合し私立園が増え

ているが、預かる人数は増えてい

るのか。 

区では、保育待機児童解消とその継

続のため、保育定員の拡大及び整備

に取り組んでいる。 

福祉 

民間の保育園が運営できずに閉園

する等の問題についてどう考えて

いるか。また、保育の質の低下に

ついて対策はあるのか。 

民間保育園の閉園問題については、

認可外保育施設の指導権限を有す

る東京都と連携し、保育の質の確保

に取り組んでいる。来年度から指導

権限が区に移管されるため、引き続

き指導・支援を行う。保育の質につ

いては、区で策定したガイドライン

を基に保育理念・指針を関係者で共

有するとともに、研修などを通じて

質の確保・向上に取り組んでいる。 

道路・ 

街づくり 

大原１丁目は不燃化特区に指定さ

れているが、どのくらい助成され

ているのか。また今後の計画はあ

るのか。数値目標をわかりやすく

示してほしい。 

不燃化特区については建替え助成

を行っており、目標値は不燃化領域

率で７０％を目指している。平成３

０年度末の不燃化領域率は、北沢５

丁目・大原１丁目地区で５７.１％、

北沢３・４丁目地区で５８.４％と

なっている。今後の計画としては、

道路の拡張や災害時の避難場所な

どソフトの部分も重要で、基盤整備

と合わせて進めていく。 

交通 

新代田地区から本庁舎は行きづら

い。北沢地域から本庁舎方面へ行

くコミュニティバスを運行してほ

しい。 

区内の交通ネットワークについて

は、高齢者の移動手段として要望が

多く出ており、今、検討している。

梅ヶ丘～等々力路線のバスが走っ

ているが、利用者が増えれば本数も

増えるので是非利用してほしい。コ

ミュニティバスについては今後も

取り組んでいく。 

その他 

作曲家の古関裕而氏が、世田谷代

田に住んでいたこともあり、朝ド

ラが代田を舞台に始まるので、世

田谷代田が盛り上がればと思って

いる。 

世田谷代田がクローズアップされ

るのであれば、皆で盛り上げていき

たい。 
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その他 

ボーイスカウトとして平成１５年

から区と災害後方支援の協定を結

んでいる。今まで旧守山小学校の

裏庭に置いていた倉庫を、まもり

やまテラスに置かせてほしい。 

敷地内には、建築基準法上、新たな

建物を建てることができない。まも

りやまテラスは、地域住民による準

備会議が運営等を検討しているの

で、そちらに参加して、施設の中に

物品が置けるよう、相談してみてほ

しい。 

その他 

世田谷代田駅前にダイダラボッチ

の足跡ができるが、本家本元は旧

守山小学校の裏になるので、そこ

に看板などを建ててほしい。 

世田谷代田駅駅前広場については、

来年度にダイダラボッチの足跡を

作る。それに伴って、地域の方々に

はイベントや街歩きなど色々なア

イデアを出していただいている。表

示についても皆さんと一緒に考え

ていきたい。 
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〇北沢地区 

項目 質問・意見等(要旨) 回答要旨 

まちづくり 

区から町会への依頼ごとが色々と

あるが、町会への加入者が少なく、

皆、高齢であるため、人手が足ら

ず、思うように活動ができない。 

町会・自治会の皆さんには区からお

願いすることが多く大変ご苦労を

おかけしている。高齢化の問題につ

いては、世代交代の裾野を広げられ

るようなしくみを考え、取り組んで

いきたい。 

まちづくり 

「ココロン・さくら」を運営して

いる。地区で活動するにあたり、

会場の確保に不安がある。 

区民集会施設には限りがある。こう

した中、町会所有の会館や教会の講

堂等を借用し活動している団体も

ある。今後、民間の施設も視野に入

れ、区民の皆様からも情報をいただ

きながら、新たな活動場所の確保に

努めていく。 

まちづくり 

引っ越してくる若い家族は自治会

に加入しないので、コミュニティ

ができない。古くからこの地に住

む住民と地域のつながりをつくる

にはどうしたらよいか。 

地域のコミュニティをつくるには、

子どもたちや高齢者の見守り、災害

時の助け合いなど、近隣の住民同士

が自助・共助の基で活動することが

何よりも重要と考えている。町会・

自治会への加入を強制することが

できないため、ご意見は町会長会議

などで伝えていく。 

防災 

旧北沢小学校の跡地利用について

は、高齢者が避難する際の中継所

としての場所を確保してほしい。 

旧北沢小学校は、地域からのご意見

等を踏まえ、北沢中学校第２校舎や

地域利用、災害時の避難所などで活

用している。令和２年４月より、池

之上小学校の改築時の仮校舎とし

て活用するが、その後の利用方法等

については、いただいたご意見等も

踏まえ、引き続き検討する。 

福祉 

昨年 7月の区報に、保育園や高齢

者施設を整備する土地や建物を探

しているとあったので、空き家の

情報を提供したが、話が進まない。 

物件の所有者から直接ご相談をい

ただく必要がある。活用を検討して

いる方がいれば、担当所管に相談す

るよう伝えてほしい。いずれも諸条

件があり、必ずしも希望に添えない

場合がある。 
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道路・ 

街づくり 

東北沢駅付近の小田急が計画する

ホテル等について十分な説明がな

い。個別対応ではなく、説明会を

開くべき。区も小田急の計画等を

説明するべき。 

平成２８年度から北沢デザイン会

議を開催しており、平成３０年７月

からは小田急や京王からも説明し

てもらい、情報共有に努めている。

ホテルについては、昨年５月の説明

会後、個別に対応していると小田急

から聞いているが、再度、要望は小

田急に伝えていく。区も対応してい

く。 

道路・ 

街づくり 

小田急線上部については、周辺と

調和した街づくりを進めるとの話

だったが、小田急の商業施設等に

変わり近隣住民に明確な説明がな

い。区で説明会を実現してほしい。 

道路・ 

街づくり 

小田急線上部は区と小田急がゾー

ニング決定し、東北沢駅付近はホ

テルなどで小田急が利用すること

になったが、このような土地利用

が許されるのか。 

上部利用に関する情報が不足する

中、北沢 PR戦略会議でも情報共有

の場をつくってきた。できた後の運

営方法など、地域でのルールづくり

も必要。事業者には、しっかり情報

提供するよう伝える。 

道路・ 

街づくり 

小田急線上部にもっと緑を増やし

てほしい。立体緑道の補助金を使

って東北沢駅前をロータリーでは

なく緑の公園にしてほしい。避難

路も空間を広げて緑の基軸らしい

ものをつくってほしい。 

壁面緑化や四季折々の花を植える

など、市街地ならではの緑化に取り

組んでいきたい。地域の方にも助成

制度をご利用いただき、緑視率を高

めたい。東北沢のロータリーを公園

にというご提案については、竣工直

前のためできないが、緑や空間が少

ないというご指摘については留意

していきたい。 

道路・ 

街づくり 

小田急線上部計画については、知

っている人のほうが少ない。工事

中の壁にポスターを貼るなどし

て、未来像を共有できるようにし

てほしい。 

北沢デザイン会議や北沢ＰＲ戦略

会議で情報共有と意見交換の場を

設けてきた。区の整備部分について

は、北沢デザインガイドをつくり、

公園や通路等をつくる方向で進め

ている。案内所やホームページ、テ

レビでも紹介しているが、PR方法

については貴重な提案として受け

止めたい。 

道路・ 

街づくり 

３月２０日に小田急線上部でこど

も食堂まつりを行う。線路跡地や

都市計画道路上の空き地に子ども

の遊べる場所を設けてほしい。エ

リアマネジメントが弱い。若い人

が興味を持てる計画をつくってほ

しい。 

こども食堂まつりのような機会を

通じて担い手が増えたり、ネットワ

ークが広がること、また、線路跡地

等で活動ができるということにつ

ながればと思う。エリアマネジメン

トによる多様な方の参加を図って

いきたい。 
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道路・ 

街づくり 

地域の特色を活かしたまちづくり

が必要で、東北沢については、ホ

テルを避難所として利用すると

か、カフェの設置とか、緑のこと

とか、目指すべき方向をつくるの

が第一歩である。 

この地域は、まちづくりの中で若い

世代が入ってくる可能性があると

思うので、従来のやり方にこだわら

ず、支援や工夫をしていきたい。 

道路・ 

街づくり 

下北沢駅前の区有地（旧食品市場

跡地）について、鍵がかかってい

る時間が長いので、有償で団体に

鍵の管理を委託してはどうか。 

下北沢駅前の旧食品市場跡地につ

いては、暫定的に街の賑わいを創出

するため商店街と協定を結び、維持

管理を依頼している。令和２年度か

ら駅前広場の整備に向けた工事が

始まるので、今後も工事に支障が無

い範囲で活用を図っていく。 

道路・ 

街づくり 

不燃化特区助成制度は、大震災時

に焼失しないまちを目指すはずな

のに、この制度を利用して建てら

れた家は、庭や木々がなく隣家と

の間もかなり狭い。 

制度の導入により不燃領域率は上

昇している。住宅地の細分化を防ぐ

ため、用途地域ごとに敷地面積の最

低限度を定めたり、新たな防火規制

区域の指定、防火性の高い建築物へ

の誘導、建替時には緊急車両が進入

できる道路整備を進めている。ま

た、３００㎡以上の建築敷地に緑地

面積を義務付けたり、助成制度など

でみどりを増やす取り組みを行っ

ている。 

子ども・教育 

まちづくりの中心は小学校だった

ため、廃校の影響は大きい。池之

上小学校改築後、北沢小学校をも

とに戻してほしい。 

北沢小学校は、地域の方々と話し合

いを行い、平成３０年４月に統合し

た。現在は、池之上小学校の改築に

伴い、仮校舎として活用することが

決まっている。その後の利用につい

ては、地域の方々と意見交換会を行

い、検討を進めているところであ

る。 

子ども・教育 

学校の建替が多いため、児童数の

シミュレーションをしてほしい。 

学区域ごとの児童数の推計を実施

している。下北沢小学校の学区域に

おいては、世田谷区全般の傾向と同

じく児童数の微増傾向が続いてい

るが、普通教室を確保することで対

応が可能である。 
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その他 

車座集会は、区長と区民の意見交

換会であるはずだが、参加者に比

べて、区の職員が多過ぎる。 

多様な質問がでるため、なるべく答

えられるよう区の幹部職員が出席

している。もう少しコンパクトな形

で、多世代の方が参加できるよう工

夫も必要だと思う。 

その他 

ふるさと納税による区への影響に

ついて、区民が自分の問題として

考えられるように、もっと可視化

して PRしてほしい。 

ふるさと納税は極めて大きな影響

があり、危機的な状況にある。人口

が増えれば納税も増えるが、支出

（サービス）も増えるので、どんど

ん PRする必要がある。見て分かる

ような PRについては参考にする。 

その他 

車座集会の定員を４０人と限定し

ており、参加者が少ないうえ、若

い人が少ない。もっと区民に知ら

せるべき。 

定員は会場が広ければ増やすこと

はできるが、２時間で１５人位にし

かお答えできない。参加者が少ない

ことは PR不足もあるが、車座の内

容が分かれば、参加したいという人

もいる。４年に１度でなく、もう少

し日常不断に実施していければい

いと思う。 

その他 

区は広報に力を入れるべきだと思

う。子育て世代も集会や活動に参

加したいと思う。新聞を取ってい

ない人が多いので、区報を全世帯

に配ってはどうか。 

車座集会も区報やホームページで

周知したが、定員を超えるところは

なかった。内容を知らせ切れていな

いという問題がある。区報の全戸配

布については、新聞の部数も非常に

減ってきているので考えたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

                       

44 

 

〇松原地区 

項目 質問・意見等(要旨) 回答要旨 

まちづくり 

センター 

封筒に北沢総合支所地域振興課 

松原まちづくりセンターと書いて

あるが、松原まちづくりセンター

がどういう位置付けなのか分から

ない。 

区を５つの地域に分け総合支所が

ある。北沢地域をさらに６つの地区

に分け、まちづくりの拠点としてま

ちづくりセンターがある。松原地区

には松原まちづくりセンターを設

置しており、地区をまとめている。 

まちづくり 

センター 

戸籍証明書の取得や療養費の給付

手続きは、北沢タウンホールまで

行かなければならず、高齢者には

負担なため、まちづくりセンター

でできるよう検討してほしい。 

戸籍の証明書については、マイナン

バーカードがあれば、３月１０日か

らコンビニにあるマルチコピー機

で取ることができる。地域行政制度

の条例化を進めるにあたり、何をど

こでやるのがよいか、ご意見を聞き

ながら検討していく。 

まちづくり 

地域の絆の交流会について、昔は

小さい単位でやっていたが、最近

は区全体でやっているので、団体

同士の交流ができなくなってい

る。 

昨年はワークショップ方式で行い、

他地域の活動を知ることができた。

より身近なところで意見交換の機

会をつくってほしいというご意見

として受け止めたい。 

防災 

避難所運営訓練を梅丘中学校でや

っているが、ペットの受入れにつ

いて、犬や猫だけでなく、爬虫類

や豚、ポニーなどもいるので課題

になっている。 

台風の時にペットを連れて避難で

きなかったことについては批判が

あった。現在、避難所運営の仕方な

ども住民の方と一緒に相談してで

きるよう検討している。 

防災 

避難所運営訓練について、回を重

ねるごとに学校や PTA の理解も

高まってきたが参加者が少ない。

住民への声掛けの仕方など、他地

区の状況も知りたい。 

他の地区も同じで、高齢者が多く、

若い人の参加が少ない。PTA の理

解が鍵となるので、小中学生の保護

者の方との連携を図ってほしい。若

い世代はスマートフォンで情報を

得るので、デジタル情報による支援

を考えていかないといけない。 

防災 

避難所運営訓練を土曜日の午前に

実施しているが、参加できない人

もいるので、午後にするなど改善

をしてもらいたい。 

日程の調整は、学校の体育館を使用

する関係もあり難しいと思うが、周

知方法を工夫するなど、まちづくり

センターに相談してほしい。 

防災 

松原地区には防火用の水利（貯水

槽）が少ない。京王線の高架化等

に伴い、大型の貯水槽を設置して

ほしい。 

延焼の危険性が高いところには防

火水槽の設置をしてきたが、民有地

については難しい。松原地区は住宅

が密集しているので、防火水槽を設

置する方向で考えている。 
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福祉 

羽根木公園や赤松公園にはホーム

レスがいる。ホームレスの対応は

どこに相談すればよいか。 

生活福祉担当課が公園管理事務所

とも連携し対応しているが、生活に

困窮しているのであれば、総合支所

の生活支援課が担当となる。また、

東京都と 23 区の共同事業で、住ま

いの提供や就労支援につなげるた

めの対策をとっており、定期的に専

門職員が巡回し、案内をしている。 

福祉 

将来、5人に 1人が認知症になる

と言われているが、医療費や介護

の問題、認知症の問題について区

はどのように考えているのか。 

「うめとぴあ」の中に認知症在宅生

活サポートセンターができる。問題

解決には、ご近所・コミュニティの

力も必要になる。会議室やカフェも

できるので、認知症の方、家族の方

がつながりを持つ場として使って

ほしい。 

道路・ 

街づくり 

明大前の駅前広場については、

色々な会議に出席しているが、区

は非常に消極的で、我々の意見を

取り入れない形になっていて、話

が進んでいない。 

道路、駅前広場に伴う再開発につい

て、最近は膠着している状態だとご

意見をいただいた。権利者の方たち

と引き続き一緒に考えていきたい。

立体道路は新しい制度ということ

もあり、地域の合意形成に時間はか

かると思うが、しっかり支援し、対

応していきたい。 
道路・ 

街づくり 

駅前広場の計画は、立体道路制度

を改正して生活再建の目途は立っ

たが、防災、教育と文化などを街

づくりのコンセプトしている事業

なので、迅速に進めてほしい。 

道路・ 

街づくり 

京王線の高架化については、道路

のこと、広場のことなど、大きな

問題が沢山あるので、身近に相談

できる窓口が必要である。 

総合支所の街づくり課に相談して

いただきたい。地元の声を聞きなが

ら、京王電鉄と区で協議していかな

ければいけない。取り組む体制を強

化していきたい。 

道路・ 

街づくり 

明大和泉キャンパスのところの歩

道橋が老朽化している。地震で倒

壊すると甲州街道が横断できな

い。国交省に建て替えの交渉をし

ているが、進展がないので区から

も要請してほしい。 

歩道橋は幅も狭く老朽化している

ので、明治大学からも要請を受けて

いる。国交省では昨年あたりから設

計検討の調査費を予算化して検討

していると思う。平常時だけでなく

災害時のことも考えた設計にする

よう国交省に伝えておく。 

 交通 

京王線の踏切が無くなると南北の

交通量が増える。役所の垣根を外

した PT やワーキンググループ等

で議論し、道路の安全を確保して

ほしい。 

京王線連続立体事業が進むと、様々

な問題が並行して起こると思うの

で、関係者が集まって協議し、それ

ぞれの情報を横に繋げていく体制

をとっていきたい。 
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公共施設 

松原ふれあいの家について、沢山

の人が集まり、色々な活動を活発

に行っている。ここは駅から近く、

地の利がいいので、存続してほし

い。 

道路計画線上にあるため、道路がで

きた以後は松原小学校の敷地内に

建設される複合施設に移転するこ

とになる。駅から多少遠くなるが、

活動を続けることができる。 

その他 

子ども基金への寄付を考えている

が、その年度の予算は増えず、区

全体の中で使われるという説明を

受けた。子ども基金にプラスされ

ないのか。 

当該年度の予算として増えること

にはならないが、基金として積み立

てられる。使い道が決まると翌年度

以降の予算として計上される。寄付

金については、該当の基金に積み立

てられ、その目的で使われる。 

その他 

新聞を取るのをやめたら、区報が

来ない。主要駅に置いている区も

あるが、世田谷区は置いていない

のか。 

区報については、駅やコンビニ、郵

便局等にも置いている。最近は新聞

を取らない家が増えてきたので、配

布方法については、課題として受け

止めている。 

その他 

千葉県の某自治体では地方交付税

が結構入ってきているらしいが、

地方交付税の必要性を精査した上

で、ふるさと納税の是非を問うた

らどうか。 

ふるさと納税は、自治体を応援する

というのが元々の趣旨だったはず。

控除された減収の穴埋めが地方交

付税で行われるが、区には適用され

ない。早くこの制度を変えるようア

ピールしていきたい。 

その他 

以前は区民との意見交換会が沢山

あったと思う。最近は低迷してい

るのか、識者の話を聞く部分が増

えているので、再検討してほしい。 

意見交換会については、基調講演な

どがあって皆さんの意見を聞く時

間が短くなり形骸化しているので

はというご指摘だと思う。いろいろ

な政策を決める際には、意見を聞く

機会を設けており、また無作為抽出

型の区民ワークショップなどを開

催している。 

その他 

区役所内での情報共有が少ないと

思う。保健所の被災動物ボランテ

ィア研修会の日に松原小学校の避

難所運営訓練が重なったため、ボ

ランティアに訓練への参加を呼び

かけられなかった。 

活動が重ならないようにというこ

とは受け止めたい。 
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〇松沢地区 

項目 質問・意見等(要旨) 回答要旨 

まちづくり 

町会・自治会は行政の一部として

機能してきた。無くてはならない

組織なら「任意団体」から「強制

団体」に変更してはどうか。 

最高裁判所より「町内会は強制加

入団体ではない」と判決が出てお

り、変更は難しいと考えている。 

防災 

桜上水ガーデンズは２，０００人

を超える住人がいるため、在宅避

難を呼びかけているが、長期化し

た場合の支援物資の確保につい

て、区はどのように考えている

か。 

区では、免震構造であれば在宅避

難を呼びかけている。避難所の備

蓄物品にも限りがある。その後の

物資の受入れ・配布も避難所を拠

点に行うため、地域コミュニティ

の中で対応していただきたい。 

防災 

区の計画に地域防災計画、国民保

護計画、国土強靭化地域計画があ

るが、関連性について教えてほし

い。 

各計画はそれぞれ別々に定められ

ている。 

防災 

町会として、災害時に怪我人が出

た場合、どう対処したらいいか。 

 

医療救護所での処置やトリアー

ジ、病院との連携など、色々想定

しながら訓練を実施していく必要

がある。多くの方に救命の講習を

受けていただき、知識を持った方

を増やしていくことも重要と考え

ている。 

防災 

災害時の傷病や精神ケアの対応と

して、病院以外のサポートを区で

もやってほしい。 

台風第１９号時には、浸水被害を

受けた地域を保健師やあんしんす

こやかセンター職員が訪問した。

大規模な被害を想定して東京医療

センターではトリアージ訓練を行

っている。開業医も医療救護所に

派遣される。そのほか、都道府県

の消防・医療スタッフの応援、ボ

ランティアの受け入れなど重層的

な取り組みを考えていきたい。 

防災 

避難所体制について、日中は高齢

者と子どもしかいないので、地域

の中学生・高校生・大学生の力の

活用が重要と考える。 

区内には１７の大学があり約７万

人の学生がいる。初期消火の際は

力になるので、学生とのつながり

を強くしていきたい。 
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防災 

空き家が増えている。区で借り上

げて、風水害のときの地域住民

（高齢者）の避難場所の一つとし

て、活用を考えてほしい。 

 

社協のふれあいの家や、トラスト

まちづくりの地域共生の家、空き

家等地域貢献活用事業による空き

家の登録も進めている。障害やハ

ンディのある方、高齢の方など、

安心して避難できるような環境づ

くりを検討している。 

防災 

災害時の医療体制について、町の

開業医のネットワークを作ってほ

しい。 

令和２年４月に梅ヶ丘拠点「うめ

とぴあ」の中に区複合棟「保健医

療福祉総合プラザ」が開設され

る。世田谷区医師会も入り、災害

時の医療拠点として医療救護の司

令塔となる予定である。開業医と

も連携することになり、ここから

医療救護所へ医療チームが派遣さ

れる。薬剤師会と連携して薬など

の備蓄も進めていく計画もある。 

防災 

松沢地区社協では、松沢中学校と

緑丘中学校の生徒に救命講習を受

けてもらっている。区の上級救命

講習は平日のため若い人が受講で

きない。土日の実施を検討してほ

しい。 

指導は消防署が行っている。土日

の実施については消防署に相談す

る必要がある。 

防災 

地震発生時の混乱を防ぐため、簡

易トイレなどのゴミ収集計画や上

下水道の利用可否などをマニュア

ル化し、マンション居住者に周知

するための助言等をお願いした

い。 

「防災管理に係る消防計画」の作

成を推奨する。この計画は、消防

のみならず震災対策についても網

羅しており、震災に備えての事前

計画や震災時の活動計画などを定

め、居住者に周知することで、発

災時の被害を最小限に抑える一助

となる。 

防災 

大規模な風水害時には、地区会館

も避難所としての活用が必要だと

思うので、システムの構築をお願

いしたい。避難場所として空き家

を活用することも提案したい。 

避難・避難所のあり方について

は、台風第１９号の被害を受け

て、見直しを進めている。また、

区立の集会施設等の一部を水害時

の避難所としてあらかじめ指定す

る方向で検討している。ご提案の

空き家の活用については、今後の

参考とさせていただきたい。 

防災 

桜上水３丁目の区営アパート敷地

内に倉庫を作り、水を備蓄できな

いか。 

当該地は、公営住宅法により区営

住宅以外の用途で敷地を利用する

ことができない。 
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安全・安心 

国民保護計画で想定している武力

組織とは、どこの国または組織を

想定しているのか。 

武力組織は様々なパターンが想定

されるため、明確にしていない。 

福祉 

介護者が精神的・肉体的に健康で

豊かな暮らしをしていれば、介護

の問題はかなり減少すると思う。

区において介護者をサポートする

計画にはどのようなものがある

か。 

第7期世田谷区高齢者保健福祉計

画・介護保険事業計画において、

ショートステイなどの充実、相

談・傾聴・助言などの支援、介護

者の集いへの支援、介護技術の講

習などといった項目を掲げ、介護

者の身体的・精神的な負担を軽減

できるよう支援に取り組んでい

る。 

福祉 

子ども食堂があちこちに出来てい

る。生活のしつけ、その日にあっ

た出来事を家族に話す場が失われ

ていくような気がする。 

子育て家庭の孤立化が懸念され、

家族や社会が多様化する中、子ど

も食堂を通じて子育て家庭が地域

の方と交流するきっかけをつくる

ことが大切と考える。親が子育て

力を発揮でき、子どもが健やかに

成長・自立できるよう、様々な状

況に配慮した支援を充実していき

たい。 

環境・清掃・

リサイクル 

東京２０２０大会では、ごみの対

策が重要。区のSDGsの取り組み

もしっかり行ってほしい。 

 

 

ごみの処理やSDGsの取り組みに

ついては、教育現場で実験事業な

どを行っている。大人も含めて、

区の環境政策と合わせてSDGｓ

を発信していきたい。 

環境・清掃・

リサイクル 

フードロスを防ぐために、使わな

い食材をいつでも持って行かれる

（登録すればそこから持ち帰るこ

とが出来る）場所を作れないか。 

区では現在、エコプラザ用賀、リ

サイクル千歳台や清掃・リサイク

ル部、各総合支所の地域振興課、

松沢まちづくりセンターなどで、

家庭で消費しきれない未使用食品

等（受付条件あり）を回収し、地

域の福祉団体等に提供するフード

ドライブを実施している。ご提案

いただいた”持ち帰り”について

は食品の回収量が不安定で、保

管・配布スペース等の問題もある

ため実施していない。 
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環境・清掃・

リサイクル 

温暖化対策のためのイベントを開

催しているか。区全体で夜間短時

間、可能な家庭だけ電気を消す時

間をつくるイベントを実施しては

どうか。 

「省エネポイントアクション」を

実施し、家庭や事業所で継続的に

電気やガスの省エネに取り組んで

いただいている。また、省エネ住

宅を紹介するセミナーや、子ども

たちが地球温暖化問題について学

ぶワークショップ等を開催してい

る。ご提案については、今後の施

策の参考とさせていただきたい。 

みどり・公園 

相続により土地が細分化されると

人口は増えるが緑は減る。「みど

り３３」を推進するために、建築

確認を出すときに樹木を減らさな

いよう指導できないか。 

３００㎡以上の宅地には緑を植え

ないと建築確認がおりない政策を

とっているが、３００㎡未満の宅

地には制約がないため、お願いを

している状況である。シンボルツ

リーや生垣などの補助金制度や保

存樹木も含めてPRしていきた

い。 

道路・ 

街づくり 

東京に人口が集中し過ぎている。

災害が起きることを考えると、糸

魚川大火の例もあるので、より安

全・安心な家を建てることが重要

ではないか。 

木造家屋密集地域は、東京都から

不燃化特区の指定を受け、不燃領

域率７０％を目指している。糸魚

川大火では各家庭に備えられた防

災スピーカーによって、近隣の人

が声を掛け合って避難した。今後

も道路の拡張や耐火建築など様々

な工夫をしながら防災の街づくり

を進めていく。 

道路・ 

街づくり 

京王線の高架化に伴い、桜上水駅

横の水道道路の交通量が増えるこ

とが予想される。ホームから直接

4丁目側に出られるなど安全に配

慮した慎重な計画をお願いした

い。 

京王線の高架化に伴う駅周辺の歩

行者等の安全確保については、地

域の課題として認識している。高

架化の事業者である東京都・京王

電鉄と連携しながら、交通管理者

である警察とも対策について協議

をし、駅周辺の安全確保に努めて

いく。 

子ども・教育 

町会で行う公園の清掃活動に、高

校生と保育園児が参加している。

このような交流の機会が減ってい

るので、子育てに関する教育や取

り組みを増やしてほしい。 

せたがや子育てネットなど、地域

の子育て支援団体と協働して、一

部の区立中学校に赤ちゃんを連れ

ていく取り組みを行っている。高

校生と保育園児の交流は非常に良

い教育基盤になると思うので、も

っと広げていきたい。 
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子ども・教育 

夏休みのラジオ体操に高校生がボ

ランティアで参加してくれて、子

どもたちと遊んでくれる。このよ

うな交流の機会を増やしてほし

い。 

異なる年齢の子どもたちの交流は

大切である。区としても応援して

いきたい。 

子ども・教育 

幼稚園難民という言葉があるが、

3歳児が入園できなかったという

人が回りに多くいる。親がゆった

りした気持ちで幼稚園を探せる環

境をつくってほしい。 

 

早朝から保護者が入園申し込みに

並んでいる園もあるということは

承知している。区内の幼児の人数

は増えており、幼保無償化による

影響でニーズが高まることが予想

される。幼児教育・保育に困って

いる方の立場に立って、不安を解

消できるよう取り組んでいきた

い。 

その他 

国では電子政府を目指している

が、区では電子化によって区役所

の組織はどう変わるのか。 

事務手続きや手数料の支払いが機

械化されるのは良いことだと考え

ている。住民との意思疎通など機

械にはできないことに、職員が力

を入れていく必要がある。 

その他 

おもてなし交流参加プロジェクト

の実行委員会メンバーに若い人、

女性、ハンディのある方も加えて

ほしい。共生社会ホストタウンと

して最も大切なのは警備・安全な

ので、大会前の交流等は最小限に

すべきである。 

実行委員会メンバーのご指摘につ

いては検討する。交流は昨年から

実施している。交流は大会期間に

は難しいが、大会終了後も継続し

ていきたい。また区内在中の外国

人とも、東京２０２０大会時だけ

でなく、色々な形で交流を深めて

いきたいと考えている。 

その他 

パブリックコメントは読んでいる

のか。結果をフィードバックして

ほしい。 

パブリックコメント（区民意見提

出手続）では、いただいたご意見

は、担当所管で取りまとめ、意見

の概要と区の考え方等結果を区ホ

ームページ等で公表している。 
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〇奥沢地区 

項目 質問・意見等(要旨) 回答要旨 

窓口・出張所 

総合支所から離れていて不便であ

る。マイナンバーカードの手続き

など、地区で手続きができるよう

にしてほしい。 

マイナンバーカードの申請受付は

5地域に臨時窓口を開設している。

今後も実施していく。 

まちづくり 

ゆっくりできるまちかど広場や緑

など、この地区らしいまちづくり

を商店会、自治会等と力を合わせ

て具体化できればと思う。 

住民の手による地区のモデルづく

り、ビジョンづくりを掲げて進めて

いただけたらと思う。 

まちづくり 

鉄道駅舎の建て替えの際に区施設

を合築する等、官民連携して総合

的なまちづくりを進めてほしい。 

民間施設に公共機能を付帯できな

いか問題意識を持っている。区民の

声を受け止め提案されたことが通

っていくような風通しの良い行政

を目指していく。 

防災 

10 年前に 5 年間地域防災リーダ

ーの養成講座、フォローアップが

あり、とても良かった。受講者は

高齢化しているので新しい人を対

象に行ってほしい。 

地域防災リーダーについては、毎年

２０人くらい推薦をもらい補助金

を出している。ここ数年は、被災地

での女性視点が大事であると考え

女性リーダーの養成を行っている。 

安全・安心 

防災無線塔から放送される内容が

全然聞き取れないことがある。 

無線塔からの放送は、天候や施設条

件により聞きにくい場合がある。現

在、放送をアナログからより聞き取

りやすいデジタル方式に変更中で

ある。また、放送内容は区のホーム

ページ等に掲載しているので併せ

て確認していただきたい。 

福祉 

虐待問題について過去の事例が教

訓になっていない。児童相談所や

警察と協働しながら地域の声を聞

くネットワークを作ってはどう

か。 

児童養護施設で保護されている児

童の９０％が虐待による保護であ

る。施設を出た後の家賃や授業料

を、区のふるさと納税で支援してい

る。養育家庭はまだ少数なので、里

親制度等による支援にも取り組ん

でいく 

福祉 

車座集会は地域の声を聞く場であ

り、三者連携の観点からもあんし

んすこやかセンターや社会福祉協

議会の出席を希望する。 

良い提案として受け止める。 

福祉 

運営している子ども食堂は子ども

だけではなく、地区内の親子が孤

立しない居場所のスペースとなっ

ている。 

親子で社会的・地域的に孤立してい

るケースが多く、孤立しないような

地域のつながりとして子ども食堂

は重要と考えている。 
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道路・ 

街づくり 

カーブミラーが町会内に９８本あ

るが、町内に４車線の道路がある

ため往来が多い箇所に増設してほ

しい。 

隅切りが無く見通しが悪い交差点

等が設置条件となる。要望があれば

土木管理事務所が現場確認し、必要

性の有無、周辺住民の同意など総合

的に判断し設置することになる。 

交通 

地域の方にアンケートを行った結

果、地域内のミニバスの運行を希

望する意見があった。 

元気高齢者を増やすためにも移動

手段が必要と考えている。バス事業

者にとって採算が取れないような

路線について、どう公費を投入し、

運行していくかモデル実施してい

る状況であるが、事業者や警察等と

調整して本実施につなげていきた

い。 

子ども・教育 

地域の次の担い手を育成するため

にも青少年の居場所・交流の場を

作ってほしい。学び舎の９年教育

は、学校により、情報発信にばら

つきがある。区として学校をフォ

ローしてほしい。 

既にある場所を使って青少年交流

の場を広げるしくみを考えていく。 

各々の学校の情報発信力に委ねる

のではなく、情報発信できるような

しくみを 2 年後に予定している教

育支援センターで作る予定である。 

公共施設 

子どもが遊べる場所が少なく、幼

児から高学年までが狭い公園で遊

んでいて危険である。 

児童館や大きい子がボールで遊べ

るような遊び場、それらに隣接す

る駐輪場を設置してほしい。 

子どもの居場所、遊び場がとても大

事と認識している。地域行政の観点

からも総合支所が中心になってご

意見をいただいていきたい。 

公共施設 

児童館が近くにない。一番近い児

童館まで３ｋｍあり、子どもの足

では遠すぎる。不公平感がある。

改築されるまちづくりセンター跡

地に児童館を要望する。 

児童館および広場等の付帯設備を

作るには、まちづくりセンター跡地

では狭いため難しい状況であるが、 

児童館の要望が強い地域として考

えていきたい。 

公共施設 

区施設を複合化、高層化してほし

い。小学校を複合化し、子どもや

高齢者の施設を作ってはどうか。 

学校建替えの際は複合化の検討を

行っている。学校は第一種低層住居

専用地域に多く、高層化するには周

辺住民の理解が必要である。

1,000 人を超える新 BOP 等もあ

り、子どもたちのスペースを広く取

ることも重要になる。 

その他 

介護予防、認知症予防の男性の体

操教室を開催している。毎回参加

者が多く、会場が狭い。地区の中

学校を使用させてほしい。 

有料老人ホームのスペースを地域

に開放し、利用している所もある。

支所内で利活用できる施設がない

か調整し、検討していきたい。 
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その他 

地区で女性の健康体操を続けてい

る。小･中学校を会場として使用で

きるよう、区から学校に要請して

ほしい。 

教育委員会と調整し、地域の方々に

相談させていただいて、道筋をつけ

ていきたい。 
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〇九品仏地区 

項目 質問・意見等(要旨) 回答要旨 

まちづくり 

今後、行政需要が増えて、税収が

落ち込み、行政だけでは限界。地

域の新しいアイデアで行政と地域

が協働していけるような地域行政

制度を求める。 

人口増、高齢化によるサービスの需

要増が見込まれる。若い世代も参加

しやすい新しい取り組みなどのヒ

ントをいただき、進めていきたい。 

まちづくり 

自治会で広報誌を発行し、様々な

情報を伝えているが、区も区民参

加の促進や福祉の相談等行政の情

報を一般区民にわかりやすく伝え

てもらいたい。 

区報やチラシだけではない広報の

手法を工夫しなければならない。福

祉の相談窓口に寄せられた相談は

保健福祉センター４課で引継ぎ、解

決するシステムを構築している。 

まちづくり 

高齢化が進み将来の担い手が懸念

される。「地域共生社会」に向けて

若い人への取り組みを聞きたい。 

若い世代が参加できるように広報

のやり方を工夫し、情報発信してい

かなければと考えている。 

まちづくり 

まちづくりＮＰＯで３０年くらい

活動している。地域資源開発のた

めにも地域包括ケアシステムの生

活支援コーディネーターにＮＰＯ

も参画できるようにならないか。 

生活支援コーディネーターの業務

のみを切り離したNPOの参画は難

しいが、様々な形でご支援をいただ

けるようにしていきたい。 

まちづくり 

子どもを通じて若い人を地域の担

い手にするため、学校の教室を地

域に向けて開放してもらえない

か。 

教室の開放は課題として受け止め

る。今、区内大学は学生と共に地域

にどう関わるか考えている。大学を

活用することは、新たな担い手を創

出する一手法かと考えている。 

まちづくり 

町の銭湯が無くなってきた。高齢

者一人暮らしの方等が利用してき

たが、銭湯が無くなると住み続け

られない。区として経営の援助を

お願いしたい。 

災害時にも銭湯には重要な役割が

あると思う。経営を支援していくこ

とはハードルが高いが、課題として

検討したい。 

防災 

毎年避難所訓練を行っている。地

震時の避難所開設は準備している

が、台風の時は避難所の運営に関

わらなくてもよいか。 

水害は職員が避難所開設・運営を行

うことになっていたが、今回5300

人の方が避難された。職員だけの運

営は現実的ではないので、マニュア

ルの見直しの議論を始めている。 

防災 

防災無線が聞こえない。高齢者等

インターネットで情報を調べられ

ない人の穴をどのように埋めてい

くのか。 

エフエム世田谷やテレビのⅮボタ

ンによる情報発信の周知やエリア

メールなどのしくみをつくってい

く。 
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防災 

被害が出ているところでは、詳し

い情報がほしい。震災の準備はし

ているが、水害時の連絡体制が必

要と思う。 

関係機関や、ケーブルテレビと連携

して災害時に避難所の開設状況や

受け入れ情報などの情報を発信し

ていく。 

安全・安心 

防犯パトロール隊を結成し、環境

美化活動も行っている。現在は落

書き問題に困っている。 

落書きは世界的に増えている。まち

の方と連携して落書きのないまち

にしていきたい。 

交通 

地域内に 3 本の私鉄が通ってい

る。ダイヤが過密になり踏切が開

かない。踏切を渡らないと災害時

避難所に行けない。鉄道の立体化

を進めてほしい。 

３本のうち２本は、平成１６年に東

京都が踏切対策基本方針の検討対

象区間として指定した。東京都や関

係機関にしっかりと取り組むよう

に引き続き働きかけていく。 

子ども・教育 

若い人に区の行政を知ってもらう

入口として児童館がよいと思う。

子どもが増えているが、児童館を

設置していく計画はあるのか。 

児童館は現在２５館あり、子育ての

基盤として大切なので、整備を進め

ていきたい。 

子ども・教育 

子育て支援として空き家を活用

し、かつて子育てに携わった方を

担い手にするなど柔軟に取り組ん

ではどうか。 

空き家を活用した子育て広場が

続々増えている。空き家を手入れし

た「お出かけひろば」を各地域に広

げている。今後も、場づくりを進め

ていきたい。 

子ども・教育 

クチコミで子育て情報は広まる

が、地域や区の情報が若い人に届

いていない。若い人が見たくなる

ような区のホームページを作って

ほしい。 

ツイッターで発信しているが情報

量が多いので、子育てアプリ等を使

って自分の地域の情報も発信され

るように工夫する。また、区全般の

広報についてもわかりやすく発信

する工夫を考えていく。 

公共施設 

図書館、児童館等でお話会ボラン

ティアをやっている。図書館の民

営化が心配である。指定管理だと

担当者が継続しない。 

公共図書館の役割は大きいという

認識のもと、指定管理や一部業務委

託等、成果を検証していく。どのよ

うな形でもボランティアの方が継

続できるような環境づくりをする。 

公共施設 

区議会の図書室は一般開放されな

いのか。 

区議会がさまざまな情報を収集し、

区議会議員が調査研究するために

利用するものとしている。 

その他 

生涯現役ネットワークのプロジェ

クトでホームページを立ち上げ

た。優しい切り口で、アプリを押

すだけで情報が得られるしくみに

なっているので活用をしてほし

い。 

お話を伺い良い取り組みだと思う。

拝見させていただく。 
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〇等々力地区 

項目 質問・意見等(要旨) 回答要旨 

まちづくり 

電子ツールを使えない人に対して

は区からだけではなく住民同士の

助け合いが重要と考える。区と地

域住民の連携が活発になれば、よ

り良いと思う。 

地域の問題は地域で解決するため

に地域の中での繋がりをどう作っ

ていくか、これから求められる。 

防災 

水害時の避難所は区で運営するこ

とになっていたが、今後はどうし

ていくつもりか。 

水害時に開設する避難所の情報を

整理する。運営については地域の皆

さんと職員が一緒にやるように見

直しを行う。6月の出水期までには

決めたい。 

防災 

台風 19 号について、携帯電話に

警報が来た。我が家は安全な場所

なのに。電話をしたら区役所（玉

川総合支所）が水浸しになってい

ると聞いた。 

携帯に届くエリアメールは自治体

ごとに知らせる携帯電話会社のし

くみとなっているため、遠い地区で

も鳴った。電子ツールがない方にも

正しい情報が届くように取り組ん

でいる。玉川総合支所には被害はな

かった。 

防災 

大規模火災についても問題提起し

たが、助成金の話をされた。 

防災まちづくりとして不燃化を進

めており、不燃性材質を使った建替

えには助成金が出たり、細い道路は

セットバックする等の制度を説明

したものと思われる。 

防災 

水害地域は、物件価値も下がって

いる。区が良い対応をしたら納税

しようという気になるのではない

か。被災地を回ったが区の職員が

居なかった。職員が居住し災害時

の迅速な対応を求める。 

水没時に使用できるようなポンプ

車を補正予算で準備した。また、保

健師も全戸訪問し困りごとなどを

聞く取り組みを行った。今後もいた

だいた意見を含めて体制の見直し

をしていく。 

防災 

災害時の情報取得について、電子

ツールからの情報取得が不得手な

高齢者と比較的得意な若い世代が

災害時に助け合うためには普段か

らの繋がりが大切。「ふれあいカフ

ェ」も使えるのではないか。 

誰でも参加できる認知症カフェや

「いきいき講座」など、高齢者、子

どもが気軽に参加できる場は増え

ているが、多世代交流の促進に向け

一緒に相談しながらやっていきた

い。 

防災 

地域防災計画に水害の記載が少な

いことや認知度が低いことについ

て、どう考えているか。 

地域防災計画、地区防災計画を見直

す予定。計画は概要版を作成し、本

編につながるような工夫はしてい

る。周知の仕方を更に工夫していき

たい。 
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防災 

大勢の人が避難所に来て入りきれ

ない。誰が優先して避難所に行く

べきか、事前の周知が必要。また、

自宅待機で物資がもらえるか周知

したほうがよい。 

在宅避難などについても更に周知

する。在宅の際の物資の受け渡し等

については、皆さんと意見交換をし

ながら工夫していきたい。 

防災 

内水氾濫した箇所に保育園が2か

所ある。段差のない設計で床上浸

水した。次の 5か年計画に入れて

ほしいと区から都下水道局へ要請

してほしい。 

都の下水道管を大きくする工事を

急がせているが、区でも道路工事に

併せて水が浸透する側溝を埋めて

いる。各家庭で下水に水が流れない

ように緑の植栽の啓発も進めてい

く。 

福祉 

区が開設する児童相談所につい

て、職員のうち専門家はどれくら

いいるのか。また、機能的に動け

るのか。 

専門家は十分に配置する。また、現

在は区の職員を都の児童相談所に

派遣し、４月以降は都の職員が区に

派遣されることとしており、開設前

後での支援の切れ目がないよう取

り組んでいる。 

福祉 

社会福祉協議会の高齢者サークル

に小学生を交えた活動を増やして

ほしい。また、老人ホームのボラ

ンティア募集に力を注いでほし

い。 

高齢者サロンや子育てサロンが数

多くあり、高齢者、子育て中の方、

地域の方など多世代交流の場にな

っている。まちづくりセンター、あ

んしんすこやかセンター、社会福祉

協議会の三者連携で方策を考えて

いきたい。また、ボランティアにつ

いては、老人ホームだけではなく高

齢者サロンの手伝いもあるかと思

うので問い合わせてみてほしい。 

道路・ 

街づくり 

大井町線のまちづくりについて 

１４の踏切が開かずの踏切になり

つつある。地下化など検討してい

るか。 

踏切事故等もあるので早急に進め

るべきであるが、鉄道の立体化はコ

ストも時間も非常にかかる。都や目

黒区も含めた東京都全体で取り組

むが、具体的な立体化の計画にまで

は至っていない現状である。 

交通 

今まで有った区役所行きのバスが

廃止されてしまい、区役所に行く

まで１時間以上かかる。 

バス会社に玉川地域と区役所を結

ぶ路線について存続してほしいと

の声は既に伝えている。等々力から

梅ヶ丘のバスの本数が増えている

ので、さらに増やすよう伝えてい

く。 
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子ども・教育 

子どもの教育として、SDGｓ、環

境問題についての教育、デジタル

社会化、英語教育に対する改革を

どう考えているのか。 

気象異変を考えるシンポジウムを

企画している。環境危機についてど

う発信するか検討する。高齢者への

インターネット操作支援や外国人

とのコミュニケーションも大切と

思われる。 

公共施設 

近隣には銭湯がなく、高齢者はふ

じみ荘を利用していたが急に廃止

が決まった。風呂券の配布がある

が銭湯がないので使えない。ふじ

み荘の存続のため寄付金を募れば

集まるのではないか。 

建物の老朽化のため改修を模索し

てきたが難しく、廃止の方向となっ

た。銭湯は減少傾向だが、高齢者コ

ミュニティの活性化などの効用も

あり、代替案を含め検討していく。 

その他 

区長へのメールのみではなく直

接、各所属の担当職員にメールで

きるようにしてほしい。 

色々な部署、多数の職員もいる中

で、個々のメールアドレスを公開す

るのは現実的ではないが、直接対応

ができる手法がないか検討する。 

その他 

年々、大きくなっている税収減に

対して現在行っている支出抑制の

対策で改善していくのか。今後ど

のような改善策を考えているか。 

ふるさと納税の可能額の割合を下

げ、額の上限を設ける。この 2点を

国に対して改革を求める。公共イン

フラを支えていくための住民税の

意義を区としてアピールしていく。 

その他 

区政、区議会がどういうことを問

題としてやっているのか関心がな

い。新聞もとっていない人が多く、

知らない区民が多いのではない

か。 

区報については希望により郵送等

の制度もあるが知られていない。区

報を読んでもらえるような対策を

議論したい。 

その他 

ふるさと納税について、区外の人

にも世田谷区に納税してもらう方

法を考えるべき。 

児童養護施設を退所した方への奨

学金には半数が区外の方から、ふる

さと納税があった。子どもの医療的

ケアのサポートなどに広げていき

たい。 
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〇上野毛地区 

項目 質問・意見等(要旨) 回答要旨 

防災 

水害時の避難所について、保育園

や青少年施設も一時避難所として

運営してほしい。避難訓練、避難

所運営の講習会を頻繁に開催し、

小学生も含めた若い人を巻き込ん

だ取り組みが必要。 

水害時の避難所運営について検討

を進め、民間施設や大学も含め避難

所を増やす方向。町会と大学の運動

部でグループを作り平常時より協

力体制を取るなど多様な手法で若

い方の参加に取り組んでいる。 

防災 

床上浸水したため避難所に行った

が大勢の人が居たため障害のある

子がパニックを起こし退去した。

学童で使っている学校に避難でき

たが個人の状況に合わせて通いな

れている場所に避難できることが

必要である。 

避難所となる学校の中でも体育館

だけではなく多目的室や特別教室

を使うなど拡大して対応できるよ

う学校と調整していく。 

防災 

溢水は何が原因なのか。また、夏

の出水時期へ向けた対策が取られ

ているのか。 

溢水の原因は関係省庁や専門家の

検証委員会で検証し中間報告が出

される。全庁で総点検を行い主に情

報発信、避難所の開設・運営につい

て検討し水防活動を強化する。無堤

防地域の対策としては国に要請・要

望を出しているが長期にわたるの

で暫定的な土嚢等の対策を行う。 

防災 

中・長期計画として、水の出ない、

災害に強い町として何を今後検討

していくか。 

河川の問題は上流との情報共有が

大事なため、災害対策本部に国の係

官を呼び情報共有する。国の緊急経

済対策予算で、多摩川に堆積した土

砂の掘削工事を行う。多摩川の底を

掘る河道掘削も行う。国にも要請し

て一緒に考えていく。水門、樋門の

操作を遠隔化できるか検討する。 

安全・安心 

自転車事故が多いので、区独自の

自転車自賠責保険の制度を作って

ほしい。 

昨年から「区民交通傷害保険」の募

集を開始した。廉価な賠償保険なの

で加入していただきたい。４月から

都条例が制定されるので区自転車

条例にも安全義務等を盛り込んで

いく。 

安全・安心 

自転車自賠責保険について、自転

車を販売するところ等で加入でき

るのか。 

昨年は５月～６月の間に銀行・郵便

局・農協等での申し込みで受け付け

た。区役所では直接加入できない。 
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道路・ 

街づくり 

上野毛通りと環状八号線との交差

点が人も車も多く危険。上野毛通

りの改修はいつ行うのか。 

現行計画では令和５年に着手予定

となっているが、計画どおり進捗し

ていないため先送りは必至である。

直ぐに着手はできないが、ＰＴＡや

地元町会と情報を共有していく。 

交通 

世田谷区民会館行きのバスが廃止

された理由を聞きたい。代替えの

交通手段を考えてほしい。 

区内の南北交通が足りないので、バ

ス事業者に存続を希望したが、採算

的に厳しく廃止となった。交通不便

地区の移動手段の確保に向け努力

していく。 

子ども・教育 

地区内には不登校の子どもを受け

入れる公的な施設はなく、民間の

施設が運営されている。そのよう

なところが公的補助を受けられる

しくみを整備し、援助をしていた

だきたい。 

不登校は５年前より倍増し低年齢

児が増えている。区内３か所の施設

を開設している。学校に来られない

子に学びの機会を保障するなど幅

広く応援していく。再チャレンジで

きる機会を用意していきたい。 

子ども・教育 

親の過度な期待により受験競争に

巻き込まれている子どもたちの教

育虐待が気になっている。教育虐

待を受けている子どもたちを救い

たい。 

変化する環境に柔軟に対応し、生き

抜く力は子どもたち自身の体験に

より鍛えられると思われる。外遊び

を推奨するプロジェクトなど、場や

機会を広げる取り組みについて地

域で連携してやっていただきたい。 

子ども・教育 

小学校のプールについて近隣から

の苦情があり、授業に支障が出て

いる。教育委員会に音を遮るよう

な囲い設置の陳情に行ったが要求

が通らなかった。教育上重要な問

題なので改善してほしい。 

静かに暮らす権利と子どもたちが

成長していくための体育活動が両

立するように知恵を出していく、そ

のようなコミュニティも大切と考

える。 

公共施設 

世田谷区民会館で行われるイベン

トが多い。その他の地域の区民会

館での開催を望む。 

新しくできる玉川区民会館のホー

ルは、舞台がオープンになることで

中庭と繫がるイベントができるし

くみになる。多様なイベントに使っ

ていただきたい。 

公共施設 

区民施設の抽選倍率が高く借りら

れない。サークル活動の場所がな

い。 

税収が減っている中で新たな施設

の建設は難しいため、今ある施設を

多目的に使えるようなしくみをつ

くっていきたい。 

その他 

被災した方の家財道具などの一時

的な置き場所として空き家を活用

してはどうか。有償でも良いかと

思う。 

地域貢献につながる空き家の活用

にも取り組んでいる。ご提案の活用

はハードルが高いと思うが検討し

ていく。 
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〇用賀地区 

項目 質問・意見等(要旨) 回答要旨 

まちづくり 

商店街とスクラムを組み、３町会

として東京２０２０大会終了後に

ビジョンを掲げたい。 

住民の皆さんが地区のビジョンつ

くり、支えあっていこうということ

は大変重要であり、区としてもとも

に取り組んでいきたい。 

まちづくり 

町会役員会を開催する場所が無

い。現在、中学校の教室を借りた

り漂流状態である。集会施設を整

備し、町会に優先的に貸してほし

い。 

安定的に使える場所については検

討し、活動が継続するようを支援し

ていきたい。 

防災 

避難所運営において備蓄品が少な

い。プールの水を使うよう決めら

れているが汚れていて使用できな

い。現場を見てほしい。 

現在、備蓄品は３日分である。プー

ルの水は消火などに利用する。飲料

水は浄水場からの供給となる。 

防災 

台風第１９号の際に防災無線が聞

こえなかった。他の周知方法を考

えてほしい。 

テレビの D ボタンによる情報提供

や FMせたがやの周知など、情報が

届く方法を考えたい。 

防災 

台風第１９号の教訓から水防訓練

も実施してほしい。 

今回の教訓をふまえて次期防災計

画を策定する。皆様にも参加をお願

いしたい。 

防災 

避難所を見直してほしい。収容人

数以上の人が来る。地区会館や公

共施設以外の施設も活用してほし

い。避難所数を見直ししてほしい。 

私立学校や企業との協定も含めて、

大人数の受け入れを検討していく。 

防災 

区民防災会議で台風第 19 号の被

害について議論してほしい。 

区民防災会議も視野に入れ、水防体

制をどのように変えていくのか検

討したい。 

防災 

台風第 19 号時、ゴミ回収中止情

報の防災無線が聞こえなかった。

中止情報が行き渡らず、家庭から

出されたゴミが残されていた。 

ホームページは閲覧が殺到し動か

なくなった。防災無線の他にエリア

メール等による周知方法を検討す

る。 

防災 

台風第１９号で中学校の避難所を

手伝った。エレベーターが無く機

材が重いため中学生に運んでもら

ったが大変だった。非常電源もほ

しい。 

いただいたご意見も踏まえて、避難

所の課題を整理し、区民防災会議で

議論したい。 

防災 

台風第１９号で、二子玉川に堤防

が無いところから、多摩川が氾濫

した。今後、人口が増えると上水

道、下水が心配である。 

堤防建設の合意ができたが、完成す

るまでの間の被害対策として、消防

や国土交通省と止水装置を準備す

る相談を行っている。 
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安全・安心 

電動アシスト自転車が増えており

疾走する自転車が危ない。自転車

免許証等、管理する方法とチェッ

クする体制整備を要望する。 

現在、自転車に係る条例を検討中で

ある。速度規制は警視庁の所管であ

るが、安全な自転車利用対策を進め

ていく。 

安全・安心 

自転車対策について。電動アシス

ト自転車は危ない。教育する場が

無い。自転車公園を整備してほし

い。 

電動アシスト自転車は倒れた際も

危険と認識している。起こし方、乗

り方等の講習会は必要と考えてい

る。 

安全・安心 

防犯カメラの増設を希望する。 

住宅地で暗いので街路灯を明るく

してほしい。 

防犯カメラは整備を進めているが、

具体的な場所を聞いて検討する。 

暗い街路灯は場所を確認し、道路管

理所管と調整する。 

福祉 

高齢者がデイサービスに気楽に参

加できるしくみを希望する。中・

長期的に駅前の空き店舗を活用し

てほしい。 

健康づくりでは皆さんの趣味、体

操、音楽などの活動が重要である。

コミュニティを豊かにしていただ

くための方策は区としても考えて

いきたい。 

環境・清掃・ 

リサイクル 

自宅の近くにゴミ屋敷がある。猫

も増え不衛生。対応をお願いした

い。 

場所を確認し現場調査する。状況に

応じ対応する。 

環境・清掃・ 

リサイクル 

たばこのポイ捨てのルールが広く

周知されていない。パネルやちら

しを住民宅の壁等に貼れば恒常的

に目につく。モラルの徹底化を図

りたい。 

路面や電柱等へパネルを貼ったり

しているが効果が薄い。担当所管に

も話していく。クリーン作戦等も企

画し、取り組んでいく。 

環境・清掃・ 

リサイクル 

ペットの糞の後始末等マナーが悪

い。区報でのマナーの周知を希望

する。 

マナー向上に区としても周知に取

り組む。 

みどり・公園 

公園のトイレが古く汚い。和式ト

イレ、男女共用で一人用しかない。

過去改修工事の要望書を提出し

た。公共トイレとして災害時にも

使えるようにしてほしい。 

公園のトイレは順次改修している。

該当のトイレは今年度、洋式化の改

修工事の対象となっている。 

みどり・公園 

小さな公園では遊ぶ子どもが少な

く公共施設の無駄が出ていると感

じる。 

遊具や砂場が危険と考える親や、子

どもが来ると近隣から苦情が出る

公園もあり、遊べる公園が少ないと

感じている。子どもが自然に過ごし

たり遊んだりする環境を工夫して

いきたい。 
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みどり・公園 

国立研究所跡地の広い敷地につい

て、マンションではなく公園を整

備してほしい。 

大きな集合住宅が建つと、公共的用

途や緑が減少することにもなる。地

域を考えながら所有者である関東

財務局と話していく。 

交通 

東西道路でスピードを出す車両が

多いため、一時停止標識のある南

北道路と同じように一時停止の見

直しをお願いしたい。 

警視庁との協議が必要である。地域

住民と共にゾーン３０を制定して

いる地区もある。 

子ども・教育 

保育園に入れず幼稚園に預けたが

仕事を続けることが困難。幼稚園

には空きがあるので午後の預かり

制度があれば良いと思う。 

  

幼保一元化として、認定こども園が

あるが、新たな参入が増えていな

い。預かり保育は以前よりも協力す

る園が増えてきている。更に取り組

んでいく。  

公共施設 

近隣に図書館が無い。児童館につ

いても都営住宅内にあり、住民が

高齢化しているため、声等配慮し

て活動している。公務員住宅跡地

に上記施設を取り込んだ施設を建

設してほしい。 

公務員住宅跡地は体育施設の建設

が決まっている。要望は受け止め

る。 

その他 

区職員の異動が多すぎる。地域の

付き合いもあり１年で異動してし

まうと物事が進まない。 

ご意見は今後の人事異動の参考と

する。 

その他 

民生委員を知らない人がいる。支

援を必要とする人が気付くように

区からも宣伝してほしい。なり手

がいないため負担が大きい。 

児童相談所を設置することで、民生

委員・児童委員の役割もますます重

要になる。総合支所と協力し負担の

軽減に努めていきたい。 

その他 

ふるさと納税について、区の財政

の危機感を煽るようアピールして

はどうか。 

悲壮感が出ないようにパンフレッ

トの内容をユニークなものにした。

ふるさと納税では、区独自の寄付制

度もあるので、皆さんからも広めて

ほしい。 
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〇二子玉川地区 

項目 質問・意見等(要旨) 回答要旨 

防災 

台風第１９号では、小・中学校に

１０００人以上避難した。近隣の

私立学校や地元企業と協定を結

び、高齢者が近くに避難できるよ

うにして欲しい。 

水害避難所の事前指定や避難所を

住民運営型にするなど検討し、民間

の避難可能な場所も増やしていき

たい。無堤防地域へは、止水装置と

土のうで対応していく。 

防災 

これまでもたびたび起きてきた玉

川３丁目の内水氾濫の根本的な原

因は、下水管の能力を超えた開発

と建築許可ではないのか。 

谷沢川の下水処理能力を上げるた

めの工事や地中に浸透させる工事

を行っていく。同時に、水門操作を

自動化する検討を都と進める。多摩

川の水位が上がらないように河道

の掘削や、氾濫危険時には小河内ダ

ムの水位を下げてもらうことを国

に要請し、都と国と一緒に対策をと

っていく。 

防災 

多摩川の水位上昇の異常性につい

て、国に対してしっかり主張して

ほしい。堰も関係していると思っ

ている。 

水位の上昇については、小河内ダム

放流との関連性についても検証が

必要だと思っている。 

防災 

無堤防地区の近くの広場に土のう

を積んだらどうか。 

暫定堤防についても検討をお願い

したい。 

土のうの倉庫をつくり、施錠し無堤

防の箇所のみで使うようにしてい

きたい。暫定堤防については国とよ

く相談し要望していく。 

防災 

台風第１９号による浸水の被害状

況と原因について区報で知らせて

ほしい。地震・水害の専門組織を

つくってほしい。 

原因については、調査委員会を立ち

上げ、２月に中間報告予定である。

報告内容は区報で特集してお知ら

せしていきたい。 

防災 

私立学校や民間企業の活用など、

避難所を見直してほしい。 

避難の実態について、調査を行っ

てほしい。 

災害時の避難動向調査については、

貴重な提案だと受け止め、関係所管

と相談をしていきたい。 

防災 

台風第 19 号では避難所が満員だ

った。避難すべき人、避難しなく

てもいい人のガイドラインを作っ

てほしい。障害者が車で避難所に

行った際の駐車場を確保してほし

い。 

ある地区では「在宅避難のすすめ」

というパンフレットを地区内に配

っている事例があるため、そういっ

たものを共有できる形にしていき

たい。要支援者の避難方法や避難場

所等については、関係所管課と検討

していきたい。 
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防災 

高齢者や足が不自由な人の避難に

ついても、システム化したほうが

いい。 

歩行が困難な高齢や障害のある方

に対して、安全な時間帯に車両等で

避難所に案内することはできない

かも含め検討をしている。 

福祉 

身元保証人や引受人がなく、行き

場を失っている人が増えている。

公的な身元や債務を保証する制度

をつくってほしい。遺品整理や埋

葬も課題として考えてほしい。 

保証人廃止など、保証人制度を見直

す動きが公営住宅である。保険加入

による遺品整理、埋葬を行う取り組

みの準備に入る。 

福祉 

８０５０問題について取り組んで

欲しい。様々な人が、地域活動や

ボランティアに参加しやすくなる

よう機運を高める取り組みを行っ

てほしい。 

これまでも「メルクマールせたが

や」や「ぷらっとホームせたがや」

で取り組んできたが、今後は地域ご

とに相談窓口をつくっていきたい。

また、地域活動等に参加していない

人が参加できるよう機会づくりも

行っていきたい。 

環境・清掃･ 

リサイクル 

近隣にあるレストランの騒音とに

おいについて。スピード感をもっ

て、適切に処置して欲しい。 

地域住民への配慮のお願いをして

いる状況である。営業時間等につい

ても関係所管と連携し対応してい

きたい。 

道路・ 

街づくり 

しっかりした堤防の建設と、地域

資産の河川敷を両立できるような

工夫をしてほしい。川の土砂を財

源として、町の整備に利用できな

いか。 

地域資産としての川へ誘導できる

ような水防で、まちづくりを進めて

いきたい。土砂を財源にすることは

前例がないため、国も研究したいと

言っている。そういう発想は必要だ

と思う。 

公共施設 

本庁舎整備計画は問題が多すぎ

る。設計業者との契約を白紙に戻

すことは考えているか。 

面積の増加、工事単価の上昇、職人

不足による工期の長期化等の影響

で工事金額が上がった。受注業者が

決定した経緯等の資料はすべて区

ホームページで公開している。審査

会を経て、決定された業者のため、

白紙に戻すことはできない。 

公共施設 

二子玉川地区に児童館と図書館を

つくってほしい。 

児童館がない地区の課題は認識し

ている。適地が見つかれば整備に向

けて検討していきたい。図書館につ

いても同様に要望を受け止める。 

公共施設 

都立高校跡地を様々なニーズに対

応し課題解決を図るような施設に

できないか。 

都に対して区民利用のために使い

たいという要望は出している。どの

ような機能にしていくのか、議論す

る場をつくりたい。 



 

【二子玉川地区】        

67 

 

公共施設 

新庁舎では、他区で実施した集中

受付のように、来庁者が不便な思

いをしないような建物にしてほし

い。 

ワンストップでの手続きを検討し、

皆さんが使いやすい庁舎になるよ

うに、ソフト面も含めて検討してい

る。 

その他 

景観を守るために堤防の反対運動

をしたため、無堤防地域になった

という誤情報により、一方的に非

難をしてくる区民に対して、誤解

を解くような啓発をしてほしい。 

ここの無堤防地域に堤防ができる

ということは、住民と合意している

と記者会見等で発信している。今後

も誤った情報は是正していく。 
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〇深沢地区 

項目 質問・意見等(要旨) 回答要旨 

まちづくり 

町会活動に貢献したい。メールで

町会の情報が来るなど、マンショ

ン住民が活動に参加しやすいしく

みをつくってほしい。 

区広報誌のように、町会・自治会情

報をエントランスに置くなどの取

り組みも有効かと思う。メール配信

は担い手づくりが必要と考える。 

まちづくり 

行政区と学校区が合っていない。

地形の変化や道路等により町会も

分断されている。活動に支障が出

ているので見直しをしてほしい。 

学校区、行政区、警察消防等の様々

なエリアが相違しているため、区だ

けで見直すことはできない。見直し

の際は地域の皆さんで話し合うこ

とが不可欠である。 

まちづくり 

地域の中で挨拶のできる環境があ

れば、子育ての孤独や災害時の大

変さも緩和される。行政に任せる

だけでなく、民間でも挨拶のでき

る関係を構築したい。 

避難所も今後増やしていくが、顔の

見える関係で垂直避難や縁故避難

等を優先して行っていただきたい。 

まちづくり 

回覧板では区の施策や地域の情報

が把握しきれない。色々な年代に

対応できるよう、紙と合わせてメ

ール等も活用してほしい。 

若い世代の方にも情報が届くよう

行政からの発信方法を検討してい

く。 

まちづくり 

住民の町会加入率の低下が進んで

いる。マンションは管理組合が町

会との窓口になっているが、理事

が１年交代で変わるので話がつな

がりにくい。 

ご意見は町会に加入しているマン

ション在住者の課題として受け止

めたい。 

防災 

防災無線で避難指示があったが、

避難基準が明文化されていない。

自分で判断できないのが問題と思

う。水害の場合は垂直避難するな

ど、自分自身が認識することが大

事。 

行政が住民に指導や命令する時代

ではない。住民が自主的に判断し、

地域のルールや制度をつくること

ができる地域行政制度のしくみを

考えていきたい。 

防災 

マンホールトイレが整備されてい

るが、トイレ用のテントが不足し

ている。 

トイレとテントを同数備蓄してお

り、車いす用の広いスペースも確保

している。区以外の敷地については

確認する。 

 

防災 

地区の避難所は国道を挟んでい

る。災害時は緊急避難道路のため

渡れない。地区の近くにある都立

高校に避難できる場所を確保して

ほしい。 

都立高校の災害時利用協定につい

て検討を進めている。 
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防災 

災害時にペットも同行避難できる

よう、各立場の人の歩み寄りが進

んでほしい。 

ペット同行避難について改めてル

ールを検討していく。 

防災 

地域の住民が自主的に開設に携わ

れるような連絡体制の整備が必

要。 

台風第 19号を踏まえて、職員体制

や避難所開設を見直していく。電話

等から簡単に情報を取得できるよ

うにしくみをつくる。 

防災 

避難所が地震と水害で異なってい

る。統一するか、避難所が異なる

ことをもっと広報するのか考えて

ほしい。 

避難所は見直す方向で検討してい

る。水害時も自助・共助が機能する

よう、地域の方の力をお借りしてい

きたい。 

防災 

災害時は情報発信できない場合が

ある。段階的な避難所開設では情

報が届かない。普段から避難所を

決めておかないと動けない。 

水害の場合は一地域だけの被害も

ある等、震災と水害での避難方法の

違いが改めて課題として認識した。

整理して、避難所の情報や避難の仕

方を含め周知する。 

環境・清掃・ 

リサイクル 

野良猫が増えすぎないよう避妊手

術を行い費用がかかる。補助金を

増やしてほしい。 

区では地域猫、飼い猫に対して避妊

手術等の助成を行っている。助成額

や手続き方法について検討してい

るのでご理解を願いたい。 

子ども・教育 

防災時の小学校登校基準について 

暴風警報だけではなく大雨につい

ても検討し、登校時間に間に合う

よう改善してほしい。 

台風第 19号を踏まえ、総点検をし

ている。情報伝達手段が統一されて

いないため、登校判断を早急に決定

し、一律で伝達できるように体制を

整えていく。 

子ども・教育 

小学校教員の病欠等により教員と

児童の信頼関係が失われている。

身近な区の教員を採用し子供の健

全育成を希望する。 

都が教員の人事権を有している。区

独自採用は財政面で厳しい。区に教

員の人事権が移管されるよう、都に

要求していく。 

その他 

健康づくりの目的、目標をはっき

りして、区民にわかるように進め

てほしい。 

区と地域の健康プランがあるが、ご

意見を参考に一体化した改訂版を

作成する。健康寿命を延ばすような

コミュニティの場を作っていく。 
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〇祖師谷地区 

項目 質問・意見等(要旨) 回答要旨 

まちづくり 

センター 

まちづくりセンターの役割、特に

災害時の役割がわかりやすく見え

るといい。 

まちづくりセンターでは避難所運

営や訓練の支援、高齢者の見守りや

健康づくり、青少年健全育成などの

地区支援を行っている。また、あん

しんすこやかセンター、社会福祉協

議会と連携して福祉の相談窓口を

開いている。多岐に渡る地区課題に

も取り組んでいく。 

防災 

災害時の障害者、要支援者の避難

所が分かりづらい。福祉避難所と

いうが、本来は分け隔てなくイン

クルーシブに進めていただきた

い。 

避難所の開き方、運営方法の見直し

の検討を進めており、6月の出水期

までに、開設する避難所を明らかに

していく。 

防災 

風水害と震災時では避難場所が違

う。防災タウンページは風水害に

は対応していないことがわかっ

た。 

震災時は全ての区立小中学校を避

難所として開設することになって

いるが、台風の際に開設する避難所

について改めて整理する。必要な情

報の周知についても検討していく。 

防災 

祖師谷地区防災計画では、首都直

下地震で祖師谷は区内最悪の延焼

被害となると記されている。震災

時の火災に住民が初期消火でスタ

ンドパイプを活用できるよう、祖

師谷をモデル地区として取り組む

決断をしてほしい。 

防災塾等に様々な世代の参加者が

来て、訓練ができるといい。区内で

もモデルになるよう新たな取り組

みを考えていきたい。 

また、火災延焼時は自助が大前提で

ある。街路消火器の活用や消防団と

の連携も進めてほしい。 

防災 

災害時に大切なのは情報の共有で

ある。どこで火災が発生したか、

住民がまちづくりセンターに駆け

込めば、拠点隊から消防署へ通報

できる体制を組んでほしい。 

災害対策課と調整して実行に移し

ていきたい。 

防災 

祖師ヶ谷大蔵駅前広場の防火水槽

を拡充すると聞いているが、震災

時に消防署は駅前広場に来る体制

にはなっていない。その水槽をい

かに住民が活用するかが大切だ。 

成城消防署と、防火水槽の活用に向

けてポンプの設置等について話を

していきたい。 
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福祉 

短歌の会で活動している。講師派

遣の助成金はふるさと納税で税収

が減少してもやめないでほしい。 

認知症が疑われる一人暮らしの高

齢の参加者をサークルで見守った

経験があり、地域に根差したサー

クル活動は大切な役割がある。 

これからも地域でたくさんのつな

がりを作っていただきたいと考え

ており、社会福祉協議会を中心に取

り組んでいるところである。 

道路・ 

街づくり 

地区内は大地震の際に火災が燃え

広がる危険性が高く、消火活動が

困難な地域である。「電線の地中

化」と「区内の道路整備」の状況

について伺いたい。 

区では道づくりプランを策定し、都

市計画道路、主要生活道路、地先道

路をネットワークとして構築する

方針で取り組みを進めている。狭隘

道路をできるだけ減らす、不燃領域

率70%を目指して取り組まなくて

はいけないと認識している。 

無電柱化は非常にコストがかかる。

低コストでできる技術を求めなが

ら、プランを作って進めていく。 

道路・ 

街づくり 

地区内は消防車が入れないほど道

幅が狭い。4m の道路幅員を確保

するためにセットバックの制度が

あるものの、実態は建築許可を受

けたのち、花壇にする等、法律が

生かされていない。 

セットバックについては、平成９年

に条例で、事前協議の制度を作った

が、土地の寄付、無償使用承諾、ま

たは所有者による自主整備が選択

でき、実態として寄付は毎年５㎞ほ

どしかない。地区街づくり計画や地

区計画に４ｍ部分の空間確保を盛

り込む事例もあるので、相談しなが

ら取り組みたい。 

交通 

祖師谷商店街北通りのコミュニテ

ィバスの運行の安全に係る問題

で、大型店舗の駐輪場の課題があ

る。新築や改築の 200 ㎡以上の

店舗には20㎡当たり1台分の駐

輪場の付置義務あるものの、既存

店には義務付けがない。駐輪が危

険なので改善してほしい。 

大型店舗がいわゆる居抜きで新規

出店した場合を指摘されていると

認識している。該当店舗について

は、所管である交通安全自転車課か

らも話を聞いているが、今後もしっ

かり取り組むよう改めて指示する。 

公共施設 

小坂邸、清水邸のお茶室等につい

て、利用する際のハードルが高す

ぎる。広く利用できるように取り

組んでほしい。 

文化財の側面が強い建物で、利用に

より文化財に傷がつく危険もあり、

利用できないようにしているが、し

っかりしくみをつくって、使える施

設を作る方向で考えたい。 
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公共施設 

砧図書館はよい職員が一生懸命に

取り組み、様々な活動が盛んな素

晴らしい図書館だ。 

指定管理者制度を導入した図書館

もあるが、砧図書館は引き続き区

直営でやってほしい。住民参加型

の運営はそぐわない。 

図書館は、予算規模の増大傾向に鑑

み、持続可能性の検証も企図し、経

堂図書館で指定管理者制度、世田谷

図書館で一部業務委託を導入した。

ご意見は受け止め、今後もあり方を

探っていきたい。 

公共施設 

砧図書館の住民運営型の議論は、

区側と住民の議論がかみ合ってい

ない。住民参加型運営のイメージ

を伺いたい。 

公共施設 

砧図書館の職員の十分な質が確保

されていないと感じる。職員は質

を確保し、ノウハウを生かせる職

員配置をお願いしたい。 

公共施設 

図書館のような収益が見込めない

設備は、指定管理者制度になじま

ないと思う。経堂図書館を民間委

託したメリットとデメリットは何

か。 

経堂図書館について、メリットとし

ては夜遅くまで開いていることが

あげられ、デメリットとしては職員

交代が頻繁になり、地域の皆さんと

の関係が作れないといったところ

だと思う。 

その他 

知的障害者のスポーツ団体で活動

している。団体の運営は寄付だけ

では厳しいので、大蔵第二運動場

を使用する際の使用料の減免を制

度化してほしい。 

区は東京２０２０大会における「共

生社会ホストタウン」として登録さ

れ、全国をリードする「先導的共生

社会ホストタウン」として認定を受

けた。国際交流、障害者スポーツの

場を経常的に確保し、支えていきた

い。 
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〇成城地区 

項目 質問・意見等(要旨) 回答要旨 

防災 

災害時に自宅に「安否確認標識」

を掲示して、救助活動を速やかに

おこなうしくみを区全体に広げて

いただきたい。 

区でも先進事例として紹介するこ

とも含め、災害対策に活かしたい。 

防災 

総合工科高等学校にアプローチし

て、災害時や防災面で一緒にやっ

ていただきたい。 

支所長と校長で近いうちに会い、災

害時の協力体制の検討を進めてい

く。 

環境・清掃・ 

リサイクル 

公共施設に太陽光発電システムを

広げてほしい。住宅の断熱回収や

省エネ家電等に補助金を出してほ

しい。食品ロス削減や生ごみの水

分減量で、ごみ処理費用を削減し

てほしい。 

本庁舎は再生可能エネルギーの電

気だけでまかなうこととしている。

これをさらに広げていきたい。各所

管で食品ロス削減・生ごみの水切

り、断熱改修に取り組んでおり、更

に広げていく。 

みどり・公園 

区の風景資産でもある仙川の桜並

木が、マンション建設工事により

危機にさらされている。樹木医が

枯死すると診断したのにマンショ

ン建設が進められている。 

住民側と建設事業者側がそれぞれ

樹木医に相談して見解が分かれて

いることは認識している。工事に起

因して枯れてしまったときは、植え

替えについて協力を求めていく。 

みどり・公園 

国分寺崖線の緑を守りたい。 

成城三丁目の崖の林市民緑地の隣

の斜面が伐採・伐根されてしまっ

た。豪雨の時に土砂崩れなど防災

の点で危険である。罰則規定など

考えてほしい。 

国分寺崖線は世田谷の緑の生命線

である。みどりの基本条例や風景づ

くり条例では国分寺崖線を重点地

区に位置づけ、緑化率の基準を通常

の 1.2 倍にするなどの対策を講じ

ている。樹木の伐採については有効

な手だてがないが、みどりの基本計

画では、関連条例に基づく制度の活

用を進めるとともに、制度の拡充を

検討する。 

道路・ 

街づくり 

地域にそぐわない建物は慎重に審

査して欲しい。 

建築基準法に合致するだけでなく、

周辺へ配慮すべきこと、例えば環境

空地や緑地の整備、道路の拡幅な

ど、条例で上乗せして建築事業者へ

協力を求めていく。 

道路・ 

街づくり 

自宅の駐車場設置のための縁石切

り下げ工事、かなり費用がかかっ

た。ホームセンター等で売ってい

るカーステップなら、費用も安く

て済む。カーステップの設置を合

法化できないか。 

カーステップの道路上への設置は、

歩行者や自転車、車椅子等の通行の

妨げになることから、区としては認

められない。 
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道路・ 

街づくり 

ガードレールを撤去したが、かな

り費用がかかった。数時間の作業

で何十万円もかかるのはおかし

い。区と業者が癒着しているので

はないか。 

依頼者と業者間の契約で価格が決

められているため、区では関与して

いない。 

道路・ 

街づくり 

成城学園前駅の周辺開発は「成城

地区地区街づくり計画」において

方針が示されているにも関わら

ず、商店街の連続性を断つマンシ

ョンが建設されている。 

マンション建設について、例えば屋

上緑化に協力いただくなど、要望で

きるものは街づくり課と一緒に要

望していく。 

道路・ 

街づくり 

成城学園前駅北側の道路整備につ

いて、歩行帯を両サイドに広くと

り、車両と共存できる道路整備を

してほしい。 

子ども・高齢者が増えているので、

これからの街のつくり方を一緒に

議論する場をつくることも検討し

ていく。中長期的に考えていく必要

がある。 

道路・ 

街づくり 

10 年以上前に駅周辺まちづくり

協議会を開催してきて、出た最終

回答があるが、頓挫してしまって

いる。 

思う通りにいっていないというこ

とは認識している。再度しっかりと

進めるように検討をさせたい。 

公共施設 

図書館をなぜ民営化するのか。資

産も売却するということか。 

経堂図書館や世田谷図書館で一部

業務委託と指定管理方式を取り入

れて検証している。梅丘図書館では

建て替えに伴い、民間事業者を入れ

る。NPO 法人を作り住民が管理・

運営する形や、区民センターのよう

に運営協議会が運営、サービス公社

が管理といった形もある。住民のニ

ーズが反映される図書館になって

ほしいと考えている。 

公共施設 
図書館運営協議会は、設置されて

いるのか。 

設置されていない。 

その他 

多文化共生ボランティア等の活動

に興味があるが、アクセスが悪い

と参加しづらいので、地区レベル

での開催を望む。 

成城８・９丁目だと、どこが地域

交流の拠点となるか。 

成城８・９丁目付近には上智大学の

国際交流会館がある。大学は自治体

や地域との関わりに関心がある。こ

の近くには、成城大学もあり、そう

いう資源を使い、学生も交えて取り

組んでもらいたい。活動場所は総合

支所に相談してほしい。 

その他 

車座集会の参加者が少なすぎる。 

参加していない人の声もきちんと

聞くべき。 

  

車座集会は直接お話を伺う貴重な

機会だと思っている。住民自治につ

いて皆さんの考えを聞き、地域行政

条例を検討していく。 
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その他 

学生対象の車座集会も企画してい

ただき、地域行政や政治に関心を

持ってもらいたい。 

若い人への周知方法や運営の仕方

なども改善し、多くの方に来てもら

うようにしていきたい。 

その他 

区内に火葬場を作ってほしい。 世田谷区は、臨海斎場を共同運営し

ている。議会でも時折提言されるの

で、課題として受け止める。 

その他 

特別養護老人ホームのエリザベー

ト成城はホールを地域に開放して

いる。ホールを借りる公的なルー

トがあれば、地域住民の役に立つ

と考えている。 

地区単位で意見交換をすると、新た

な活動の場の情報があり、共有する

ことができる。民間施設の利用につ

いても考えていきたい。 
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〇船橋地区 

項目 質問・意見等(要旨) 回答要旨 

しくみづくり 

地域行政制度を区民と議論するの

であれば、せたがや自治政策研究

所を活用したらどうか。住民参加

のまちづくりについて、区長がど

ういう理念、ビジョンをもってい

るのか。 

世田谷自治政策研究所を活用しな

がら、自治権を拡充すること、住民

参加を含めた地域行政制度を条例

化していく。これから検討委員会を

設置し、専門家を交えた議論を始め

る。 

しくみづくり 

地域行政を推進するうえで、私た

ちは「区民参加」としてどこに参

加できるのか。車座集会のような

場がもっとあるといいと思う。 

このような会が行われることが大

事。そこから出てきた要望や声を受

け止め、区議会で議論するしくみを

つくっていく。シンポジウム等やワ

ークショップも開催するので、ぜひ

ご参加いただきたい。 

まちづくり 

センター 

まちづくりセンターにはチラシ類

がたくさんあるが、子育て中の親

にはどれが必要な情報なのか分か

らない。地域包括ケアの中で、顔

の見える関係を築けるよう丁寧な

対応を期待する。 

ちらし類は整理して分かりやすく

表示する。また、子育て応援アプリ

の機能を強化して地域の情報を発

信していきたい。 

まちづくり 

センター 

社会福祉協議会のボランティア保

険の手続きや転入届等をまちづく

りセンターの窓口で出来るように

してほしい。 

今後、条例の検討を進める中で、総

合支所とまちづくりセンターの役

割を整理していきたい。 

防災 

区の防災計画では私立学校、都立

高校との連携はどうなっているの

か。 

大東学園は予備避難所に位置づけ

ている。区立小学校・中学校の避難

所が被災者を収容しきれないとき

に開設する計画である。 

防災 

千歳丘高校を指定避難所にしてほ

しい。 

来年度に体育館内に備蓄物品等の

スペースを設け、再来年度に指定避

難所として開設できるよう都と協

議している。 

防災 
小・中学校でも障害者対応の防災

訓練をして欲しい。 

避難所運営委員と協力し、災害対策

課、区全体で検討していく。 

防災 

地域の中の街路消火器が赤色で、

見づらい人もいる。汚れていたり

壊れているものもある。 

区が管理している消火器は定期的

に保守点検し、必要に応じて補修・

補填している。 
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福祉 

地域包括ケアで三者が一体となっ

たが、現状、子育て相談が受けら

れていない。あんしんすこやかセ

ンターに子育ての専門家がいない

ため、子ども家庭支援センターに

つなぐだけという体制が問題では

ないか。 

あんしんすこやかセンターは高齢・

介護を専門としてきた。児童福祉や

障害福祉については経験が足りな

い。これから地域包括ケアの中で子

育てに関する相談、支援策、ひとり

親家庭への支援へ広げて行きたい。 

福祉 

世田谷区の手話通訳登録者に男性

がいない。病院に行った時、男性

でないとわからないこともあり、

困っている。男性が優先的に講習

を受けられるようにしてほしい。 

今年度の手話講習会の受講者２１

２名のうち、男性の受講者は２１

名。一人でも多く手話通訳者として

登録いただけるよう、ＮＰＯ法人世

田谷区聴覚障害者協会とも連携し

て取り組んでいる。区ホームページ

などで男性の方も気軽に受講して

いただけるよう工夫していく。 

福祉 

地域の人たちで声かけをする「声

かけパトロール」の設置を要望す

る。何か困ったときに話しができ

る体制が大切。 

認知症の方にもそうでない人にも

優しい地域になるよう取り組んで

いく。 

みどり・公園 

グリーンインフラについて、実行

されていないように思う。駐車場

緑化助成制度を拡充してほしい。

対象をマンション、個人の駐車場

にも広げて欲しい。 

グリーンインフラは雨水をなるべ

く下水に流さずに、蓄える時間を作

るという考え方。公共施設へのグリ

ーンインフラについて議論し、採用

し始めている。駐車場緑化について

も議論を進めていく。 

子ども・教育 

希望丘小学校体育館の耐震補強工

事や校舎の増築工事が追いつかな

い。夏休み後も校庭に資材が残っ

ている。隣の船橋本村公園を校庭

として開放するか、資材置き場に

して欲しい。 

公園の活用については、公園利用を

制約することや、近隣への騒音等の

悪影響が予想されるため、学校内に

資材を置くこととした。また、公園

を校庭として利用することは、児童

の活動に充分な広さを確保できな

いため、今のところ実施していな

い。良好な教育環境の維持に向けて

公園の活用方法など検討していく。 

子ども・教育 

小学校の児童が増えており、中学

校で生徒を受け入れられるか心

配。朝日プリンテックの跡地を活

用できないか。 

教育環境が悪くならないように取

り組んでいく。朝日プリンテックの

跡地について、朝日新聞社には、近

隣の環境を大きく変えないよう求

めている。商業施設・住宅で検討し

ているとのことだが、地元にとって

大きな課題のため、区としても要求

していく。 
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子ども・教育 

待機児童が減ってきている。五ヵ

年計画で「みなし園庭」のある園

を５０園増やすようだが、今後子

どもが減ってきたときに建てた園

はどう活用されるのか。 

下北沢、三軒茶屋周辺は待機児童が

多い。保育料が無償化されるとニー

ズが増えるため、５０園増やすこと

にした。今後の保育園需要を見据

え、１０年に限った「分園」を作る

ことで調整をしていきたい。 

子ども・教育 

中学校は先生方が土日に部活動に

出ているため、負担が心配。対価

や外部指導員の充実を望む。世田

谷区立中学校 PTA 連合協議会と

しても要望している。 

授業の準備時間や子どもに丁寧に

接する気持ちのゆとりもなくなっ

てしまうことが心配。教員や学校支

援の機能をもつ「教育センター」を

２年後に立ち上げる予定。部活動へ

の関わり方を見直す等、教員の負担

軽減に取り組んでいく。 

公共施設 

旧希望丘区民集会所が図書室にな

った。子どもぶんか村で読み聞か

せをやりたいが、図書室では事業

をやらせてくれない。 

これまでの区民集会所と違い、図書

室となったことで、一般の来場者が

おり、一定の制限もある。具体的な

内容を伺ったうえで、検討する。 

その他 

走る人の学ぶ場所と環境づくりを

充実させて欲しい。ランニングス

テーションを設置し、マップを作

って欲しい。身近な銭湯や有料老

人ホーム等の施設も活用すると地

域の集いの場所にもなる。 

ランニングステーションについて

は、スポーツ施設を活用し、できる

ことから検討する。 

その他 

高齢者のほとんどがマイナンバー

カードの申請をしていない。デジ

タル化が進む中で、高齢者が生活

していけるための工夫はないの

か。 

マイナンバーカードを身近な所で

申請できるよう努力している。毎週

日曜に各地域を一箇所ずつ回り、

「臨時窓口」を開設している。この

ような機会をもっと広げていく。 
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〇喜多見地区 

項目 質問・意見等(要旨) 回答要旨 

まちづくり 

センター 

出張所からまちづくりセンターに

となり、砧総合支所まで行かなく

てはならない手続きがある。地区

の拠点として、転入・転出の手続

きはできるようにして欲しい。 

地域行政を条例化するにあたり、本

庁・総合支所・まちづくりセンター

それぞれの役割など、議論していき

たい。 

防災 

台風第１９号時に防災無線が聞き

取りにくかった。 

現在、改善に向けて、技術者も入れ

て防災無線の内容をすぐに確認で

きるように研究している。 

防災 

台風第１９号時に避難場所の指定

がないため、住民は右往左往して

おり、避難場所が満員で入れない

人がいた。喜多見小・中学校が避

難所にならず、多摩川から近い駒

沢大学が避難所になっていた。避

難所に駐車場がなく、高齢者や障

害のある方は避難できない。垂直

避難も日ごろからの交流がなけれ

ば難しい。毛布・水・トイレ等、

足りない状況で不便すぎる。 

今回、約５，３００人の方が避難し

たが、この規模の避難者を受け入れ

るのは初めてだった。現在の避難所

の体制に課題があると認識してい

る。水害時の避難所は地震の際と同

様に住民の方のお力も借りないと

運営できないと考えている。今後、

避難所の開設基準も含めルールの

改定を検討している。 

防災 

平成１７年の水害を受け、野川・

仙川とも河床を深くしていただい

たため、台風第１９号では氾濫し

なかった。しかし、水道橋のポン

プ小屋のバルブが閉栓されていな

かったため、そこから水柱があが

った。消防団員等と協力して閉栓

した。 

河川の整備は、多摩川は国、野川は

都である。多摩川については、様々

な整備を急ぎ対応するよう働きか

けている。野川は川底の掘削という

大規模な工事であるが、土木部を中

心に東京都と連携している。危険な

中、ポンプ小屋のバルブの閉栓をし

ていただき、改めて感謝する。 

防災 

車いすの方の避難が困難。福祉避

難所は避難所の許可がないと避難

できない。 

要支援者もスムーズに避難できる

ように検討する。 

防災 

野川は土砂を取り除く工事が行わ

れていないため、高水敷まで砂利

が上がった。内部に木が残ってい

るところは、反対側の護岸がかな

り崩れた。区はどのくらいになっ

たら浚渫(しゅんせつ)を行うの

か。 

工事の実行者は河川管理者だと思

われる。確認し、区から要望してい

く。 
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防災 

成城地区のような災害時に安否確

認ができるグッズを区で作っても

らえないか。 

災害対策予算をこれから体系的に

組んでいこうという時期である。他

の地区で工夫されている良い取り

組みを一覧にして共有していきた

いと考えている。 

安全・安心 

空き巣や駐車している車へのいた

ずらが増加している。防犯カメラ

を設置してもらいたい。 

防犯カメラ設置には助成制度があ

る。町会単位で申請していただく。

危機管理室地域生活安全課にご相

談いただきたい。 

安全・安心 

知人が自転車事故に遭い、目撃者

がいなかった。監視カメラを設置

してほしい。自転車に対して「な

がら運転禁止」条例はできないの

か。 

「ながら運転禁止」条例は、区議会

で議論していきたい。現在、自転車

条例改正を検討しており、子どもの

ヘルメット着用の努力義務、所有者

の車両整備義務について考えてい

る。ながらスマホは課題として警察

に伝え、区としても PR もしてい

く。 

福祉 

介護タクシーをやっている。仲間

と提携して車いすの方や高齢者の

方の災害時の助けになりたいと思

っているが、どこに話をすれば良

いか。 

障害者地域生活課で移送サービス

をしている団体のネットワークづ

くりをしている。担当課よりご案内

できるように伝える。 

道路・ 

街づくり 

雁追橋の幅員が狭く、車が通ると

車いすやベビーカーは危険。災害

時には混雑し、渡れないことも考

えられるため、幅員を広げ、歩道

を設置して欲しい。 

橋梁はどこも老朽化が進んでいる

ため、計画的に整備をする必要があ

る。雁追橋については確認させてい

ただきたい。 

道路・ 

街づくり 

外環の上部利用に伴い、茶屋道橋

と大正橋は６メートル拡張が予定

されているが、雁追橋は対象外に

なっている。 

車椅子やベビーカーがすれ違えな

い現状や強い要望があったこと所

管課に伝える。 

道路・ 

街づくり 

電柱の地中化はできないのか。車

椅子やベビーカーは歩道をはみ出

さないと通行できない。 

区に電柱の地中化の計画はあるが、

莫大な費用がかかり、短期間での対

応は難しい。都では安価な工事方法

を検討しており、手法を改善するこ

とが重要だと考えている。 

道路・ 

街づくり 

どこも狭あい道路で緊急車両が入

れない。道路計画が遅れているの

ではないか。 

 

 

  

道路状況については把握している。

「せたがや道づくりプラン」を策定

し、計画的に取り組んでいるが時間

は相当かかる。 
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交通 

調布－渋谷間のバスの本数が少な

くなり、困っている。世田谷通り

を走る回送バスを活用してもらう

など、運行を再開してもらえるよ

う、バス会社に働きかけをしても

らえないか。 

バス会社に働きかけはしているが、

厳しい状況である。地域内の移動手

段を作らなくてはいけない。今後は

バス会社だけではなく、タクシー会

社も含めて、公費投入も必要と考

え、議会に諮っていく予定である。 

子ども・教育 

桜丘中学校の校則がないと聞き、

大変だとも思うが素晴らしいなと

感じた。そのことに関して、区長

はどう考えているか。 

校則だけではなく、英語教育なども

独創的に行っている。それぞれの現

場で積み上げたものを尊重したい。

ここだけが特別にならないよう、教

育改革の中で取り組んでいきたい。 

子ども・教育 

教育熱心なご家庭も多く、外遊び

への理解が進まない。今まで以上

に外遊び活動へのサポートをお願

いしたい。 

区は外遊びを推奨しており、砧地域

にもプレーパークをという提言も

受けている。具体的に検討し、応援

していきたい。 

子ども・教育 

出産後に転入してきた方は産後の

サービスが全く受けられない状況

になっている。サービスの範囲を

拡大してもらえないか。 

現在、範囲を拡大する方向で検討を

している。意見をいただいたことは

所管課に報告する。 

子ども・教育 

あんしんすこやかセンターでも一

層子育て・家庭支援に力をいれて

いただけるような枠組みづくりを

して欲しい。 

福祉の相談窓口により、各機関の情

報が共有されるようになった。これ

から児童相談所を設置する。また、

身近な窓口として、子ども家庭支援

センターの体制を強化していく。 

子ども・教育 

喜多見８・９丁目に本屋がなく、

本と子どもがふれあう場が少なく

なった。喜多見地区会館に図書室

を作れないか。 

区で本屋を作ることは難しい。本と

子どもがふれあう場が少ないこと

は受け止めさせていただく。 

子ども・教育 

明正小学校・砧中学校の中に特別

支援学級があるが、普通学級の子

との交流がなかなかできない。高

校になると障害児は遠方の学校に

通わなくてはならない。どうにか

ならないのか。 

区は「先導的共生社会ホストタウ

ン」になった。スポーツだけではな

く、教育の場でも「どの子も一緒に

学ぶ」ことを実現していきたい。 
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子ども・教育 

区立のオルタナティブスクールを

作る予定と認識しているが、実際

にはどのように進んでいるか。具

体的な教育改革について教えてい

ただきたい。 

桜丘中学校長・尾木直樹氏・麻布学

園理事長のトークイベントに７０

０人集まった。アンケートには、個

性を伸ばす教育を求める意見が大

変多かった。「ひとりひとりにあっ

た教育」、「チームで学びあう」、「学

科を跨いでつくり上げる学び」を取

り入れることが、これから大切だと

感じた。 

子ども・教育 

ほっとスクール希望丘では、ゲー

ムをしている子が多く、ゲームの

できない年齢の子はやることがな

い。本当は砧小学校に行ければい

いが、その点についてどう考えて

いるのか。 

不登校児童・生徒が５年前の倍の約

８００人に増えている。これからの

教育はそういう子の学びの機会を

大切にしなければならない。特色あ

る学校（特例校）にも取り組んでい

きたい。 

子ども・教育 

働き方改革の中で、教員の負担を

減らすことを考えてもらいたい。

昨年度当初に教員の不足が発生し

た。特例校もいいが、全体のレベ

ルアップを図ってもらいたい。 

教員は非常に忙しく、教員志望者が

減り、倍率も２倍以下となってい

る。全体の改革が必要であるが、区

としても見直しや改善を図ってい

く。 
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〇砧地区 

項目 質問・意見等(要旨) 回答要旨 

しくみづくり 

三層構造について、世田谷区独自

の制度として進んだしくみだと思

った。地域包括ケアも区民が理想

とした形だと思う。気軽に相談で

きる窓口は安心する。良いものを

つくっていただきありがたい。 

地域行政制度は、昭和５０年の区長

公選をきっかけに当時の職員が周

辺の人口１００万人を超える大規

模自治体に「追いつけ追い越せ」と

アイデアを出し合った制度である。

総合支所を設置し、出張所のあり方

を整理して今の姿になった。 

まちづくり 

センター 

まちづくりセンターが２８か所も

あると、質問への回答、区民への

対応などに温度差が生じたりはし

ないか。 

各地区が全く一律とはいかないが、

福祉の相談窓口など行政としての

機能の足並みを揃えて実施してい

る。 

まちづくり 

まちづくりセンターと町会・自治

会は一体だと思っている。例えば

先日の台風のような災害時におい

ても区との縦横の連携が必要だ

が、町会・自治会の役割について

どう考えているか。 

町会・自治会を中心としたまちづく

りは大切である。先日の台風では避

難所開設などで職員の手が足りな

いところがあった。今回の反省も踏

まえ、町会・自治会の役割も含めて

水害時の体制を検討する。 

防災 

大学の公開講座に出たときに、盛

土をしている場所については地震

の際に震度を１プラスして考えろ

と言われた。世田谷区にも盛り土

があると思うが公にはなっていな

いので、対策をどのように考えて

いるのか。 

盛土については災害時の危険性が

高いということから、区内で盛り土

の上で宅地化されている場所につ

いて、防災街づくり課が調査し、情

報を整理しているところである。 

防災 

砧地区は火災時に備え、Ｄ型ポン

プやスタンドパイプを使った訓練

を定期的に実施している。今は機

材も技術も進化したが、やり方が

分からないと困るので、町会で教

えてくれている。地元の福祉施設

を始め色々な人が関心を持ってく

れている。 

Ｄ型ポンプやスタンドパイプは初

期消火に非常に有効で、日ごろの訓

練が迅速な消火につながったとい

う事例も聞いている。防火水槽が不

足している地域の解消に向けた取

り組みも続けている。 

安全・安心 

区内では自転車事故が多いが、区

での取り組みはどうなっている

か。 

子どものヘルメット着用やスマー

トフォンのながら運転の禁止など

を盛り込んだ条例を制定し、ＰＲに

力を入れたい。 
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環境・清掃･ 

リサイクル 

東京２０２０大会にあたり、アメ

リカチームが大蔵運動公園周辺を

キャンプ地とするが、ごみ対策は

どうなっているのか。 

大会期間中は大蔵運動公園の利用

制限がかかることになっている。ご

みの取り扱いについては清掃・リサ

イクル部と協議し、ルールは守って

もらうよう徹底したいと考えてい

る。 

交通 

バスの問題について、警察との問

題もいろいろあると思うが知恵を

絞って頑張って欲しい。 

コミュニティバスについては公費

負担や、バス停の設置場所に関する

警視庁との調整など課題は多いが、

何とか実証実験に進めたい。 

交通 

世田谷区は小学校が多いので通学

路はあちこちにある。バスを走ら

せるには大きな壁になると思う。

子どもの安全のために方策を講じ

なければならない。 

交通 

砧地区には銭湯がなく近隣には祖

師谷地区にしかない。世田谷区か

らもらっている入浴券を使うには

祖師谷まで移動するしかない。銭

湯は午後２時から始まるので、こ

の時間にバスが運休なのは困る。

なんとか工夫はできないか。 

実証実験をやってみて課題を見つ

けたい。地域の中を走るバスである

以上、バス停の設置場所ひとつをと

っても様々な課題があると思う。地

域でも運行維持のためにご協力い

ただきたい。 

子ども・教育 

区立小中学校の学校図書館司書の

外部委託についての評価は予定し

ているか。手厚い学習支援をして

いくために、区の正規職員の学校

司書を育成しようという考えはあ

るか。 

学校図書館は来年度全校での司書

配置が完了する。事後評価は大事な

観点だと思うので、教育委員会に伝

える。 

公共施設 

砧図書館は民間委託により公共図

書館としての役割を失うのではな

いかと危惧している。区の提案す

る住民参加型の運営の具体像が見

えてこない。利用者がＮＰＯを立

ち上げて関わったらどうかとの話

もあったが必要性がわからない。

意見交換について、区長にはどの

ような報告がなされ、どのような

検討をしているのか。 

民間委託については推進論、慎重論

と両方の意見がある。ＮＰＯについ

ては子育て世代がＮＰＯ団体を作

っておでかけ広場を運営している

ケースもある。住民参加型の運営は

区民センターのように運営協議会

という形での運営方法もある。直営

方式を望む声も聞いており、議論を

深めていく必要がある。 

その他 

世田谷区外にふるさと納税をして

いる人の補助金をカットできない

か。 

 

  

憲法上許されない。ふるさと納税に

よる、区外への税金の流出が重なっ

ていくと地域の運営にとっては大

きな損失になるため、情報発信して

いる。 
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その他 

ふるさと納税は自分が生まれ育っ

たふるさとに納税するイメージだ

った。 

元々はそういう地方を応援する主

旨。最近はそれを歪める返礼品目当

ての競争になってきた。 

その他 

世田谷区はお金があると思ってい

たが、税収減と聞いて、工夫が足

りていないと思っている。Ｔシャ

ツはどのような目的で作成したの

か、正直に申し上げて着る人はい

ないと思う。 

Ｔシャツは一定額以上をふるさと

納税として寄付していただいた方

に差し上げており、キャンペーンへ

のご理解をいただくものとして考

えている。 

その他 

ふるさと納税における窮状は、区

民に図解の資料を見せ、直接訴え

れば響くと思う。 

誰もが見られる情報誌などで工夫

しながら発信したい。 

その他 

近所の賃貸マンションに携帯電話

の基地局ができた。区で条例を作

って基地局を設置する前に住民に

説明会を開くようにして欲しい。 

電磁波と体調不良の因果関係を証

明するのは難しい。これからは５Ｇ

が主流になり、基地局もよりきめ細

かくなり、さらに増えると思われ

る。これからどのように取り組んで

いくか検討していきたい。 

その他 

携帯電話の基地局については以前

に要望書を出したが、アンテナが

街中にたくさん建っている。通信

会社同士で基地局の仕様を統一で

きないか。 
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〇上北沢地区 

項目 質問・意見等(要旨) 回答要旨 

まちづくり 

センター 

上北沢のまちづくりについて区の

見解を聞きたい。 

長く住まわれている方と比較的新し

い住民の方、特に子育て世代の方が

いい形でつながりあっていると感じ

る。その地域のつながり、コミュニテ

ィを引き続き支援していきたい。 

まちづくり 

センター 

シングルマザーの方などに、まち

づくりセンターが知られていな

い。転入・転出の手続きをまちづ

くりセンターで取り扱い、地区情

報の把握に繋げていけないか。 

メール等を活用した情報伝達手段の

充実を図りたい。転入・転出の手続き

等については今後の検討課題とさせ

ていただきたい。 

まちづくり 

センター 

児童館とまちづくりセンターがも

っと連携したほうがいいのではな

いか。 

児童館もコミュニティ機能を持つよ

うになってきているため、まちづく

りセンターをはじめ、町会・自治会、

その他の団体と有機的に連携してい

ければと考えている。 

福祉 

児童養護施設を退所後（18 歳）の

受入れ施設がない。フェアスター

ト事業の今後の展開について聞き

たい。 

児童養護施設の退所者への奨学金に

ついては、寄付が 1億円を超えた。

さらにフェアスタート事業のバージ

ョンアップ、見直しを検討していく。

また、ユースワーカーや、施設や里親

の元を出た若者の支援について、制

度設計をしていきたい。 

福祉 

高齢者や精神に疾患をお持ちの方

などを対象とした福祉的な公的住

居の拡大を望む。 

区では居住支援協議会をつくって支

援している。セーフティネット住宅

事業を使いやすい制度に見直した

い。また、都営住宅建替え時に、福祉

的住宅の確保を東京都に交渉してい

きたい。 

福祉 

リバースモゲージ制度で高齢者対

象の制度がなくなったと聞いた。

復活してほしい。 

東京都社会福祉協議会が「不動産担

保型生活資金」制度を実施している

が、対象が低所得世帯であることな

ど、一般の制度に比べると要件は厳

しいかもしれない。後日、社会福祉協

議会のパンフレットをお渡しし、同

制度について廃止の予定はないこと

をお伝えした。 

福祉 

介護サービス従事者の給料を上げ

てほしい。若手の職員の離職率が

高い。 

国や東京都とともに取り組んでいき

たい。 
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道路・ 

街づくり 

連立事業により整備される上北沢

駅南側の側道について、駅周辺は

幅員６ｍの計画だが、途中から西

に向かって幅員４ｍの計画となっ

ている。幅員６ｍの道路を整備し

てほしい。 

幅員６ｍで整備される範囲は決まっ

ている。ご要望の道路は幅員４ｍの

付替道路として整備されるが、用地

取得の状況により幅員が４ｍ以上に

なる場合、緑化や歩行者のための空

間を盛り込むなど、整備にあたって

は、なるべく安全な側道となるよう

担当所管に伝える。 

道路・ 

街づくり 

連立事業について駅舎デザインは

示されたが、街づくり協議会に対

して、改札やエレベーターの位置、

広場の場所、高架下利用などの情

報が少ないと感じる。 

十分な情報提供を行うよう京王電鉄

に対して申し入れるとともに、地域

コミュニティにおいて必要な広場機

能など、区としても街づくりに取り

組む。 

道路・ 

街づくり 

世代が変わることで、大きな土地

が５～６件に分割されて開発され

ている。公道でない道路に接道し

ている開発行為に対し、簡単に許

可をしているのではないか。 

大きな土地の中に新たに道路を整備

する場合は開発行為となり、必要な

条件を満たしていれば許可される。

行政の担当者は図面や資料、現場状

況を確認しながら対応しているが、

ご意見があったことは担当所管に伝

える。 

交通 

八幡山駅付近は過去に高架化され

ており、連立事業における駅舎デ

ザイン募集も対象ではなかった。

八幡山駅ではホーム上の雨・風対

策について課題がある。連立事業

についての情報が入ってこない。 

八幡山駅のホーム上の雨・風対策の

課題を認識した。連立事業に関する

情報提供など、京王電鉄にも力を入

れるよう申し入れる。 

子ども・教育 

休職する先生が増えているように

感じる。公立小学校の見守りボラ

ンティアを全学年に増やすなどの

支援を望む。 

教育委員会では地域支援本部の取り

組みを進めている。八幡山小学校に

も地域コーディネーターを導入して

いく予定である。 

子ども・教育 

先生の職務が大変なため、児童・

生徒の対応に専念できるよう、定

年後のサラリーマンの活用を検討

してはどうか。児童相談所などで

の活用もどうか。 

印刷物の配布や実習の手伝いなどの

授業の補助を行う学校業務嘱託員の

募集をしたが、定数に達しなかった

と聞いている。この点も踏まえて現

在、新たな制度を作ろうとしている。

制度ができたらＰＲしていきたい。 

子ども・教育 

八幡山小おやじの会には、まちを

よくしていこうという方が多い。

子どもが卒業した後も、地域で活

躍できる場があればいい。オール

世田谷おやじの会の支援を期待す

る。 

コミュニティカフェや地域食堂など

でもご活躍いただきたい。これから

もいろいろな方が来られる場の創出

と支援をしていきたいと思う。 
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公共施設 

団地の建て替えにあわせ、都営八

幡山アパートの敷地内に音楽専門

の施設を希望する。 

区内に音楽愛好家の方も多い。演奏

者と聞き手が出会えるような場の必

要性は感じている。 

その他 

ふるさと納税の冊子など、区に納

税してもらえるよう、もっといろ

いろな手段で発信していってはど

うか。 

多くの区民に知っていただけるよう

工夫し、周知に力を入れていきたい。

本来の制度趣旨からの逸脱した過度

の返礼品等の是正を国に引き続き申

し入れていきたい。また、使途が明確

な寄付制度のＰＲにも努める。 

その他 

八幡山駅は、駅は杉並区で周辺は

世田谷区と入り組んでいる。路上

喫煙禁止等、杉並区と連携し取り

組んでいくよう願う。 

上北沢まちづくりセンターでは杉並

区の担当課と連絡を取り合うなど連

携をすすめており、町会や区民の

方々とも協力して路上喫煙禁止等に

取り組んでいきたい。 

その他 

当日配布資料の地域団体の図に

「消防団」はあるが、消防署と警

察が入っていない。 

消防署、警察署とは引き続き連携を

とっていく。 
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〇上祖師谷地区 

項目 質問・意見等(要旨) 回答要旨 

まちづくり 

センター 

まちづくりセンターに応接セット

と飲食のできるスペースを設け、

町会などが集まれる場をつくって

ほしい。 

活動フロアーの利用者や、地域住民

の皆さんと協議していきたい。 

まちづくり 

センター 

成城から粕谷に引っ越してきた

が、地域の情報が全く分からない。

成城では町会に加入していたが、

自治会がどこにあるかも分からな

い。 

町会の情報等は、まちづくりセンタ

ーでご案内ができる。まちづくりセ

ンターが遠い場合は、電話でお問い

合わせいただきたい。 

総合支所 

総合支所には土木の部署がなくな

り、仙川の防災対策など、地域に

精通した職員がいなくなったよう

に感じる。 

土木部署は、業務の効率化と全区的

な業務として本庁に一元化している

が、総合支所のあり方を考える上で

の課題の１つである。 

防災 

災害時に、情報が届きづらい在宅

避難者にもり災証明の交付窓口な

どの情報がいきわたるよう、区ホ

ームページに特設サイトを開設し

てほしい。 

台風第 19 号の経験から、区のネッ

ト環境の改善に取り組むとともに、

情報が届きづらい方への情報提供の

方法について、現在検討中である。 

防災 

災害時に、近隣自治体の未利用施

設や旅館などを一時避難所に提供

してもらえないか。 

区から 100～200 ㎞圏内の 5 自治

体と災害時応援協定を結んでいる。

普段からお互いの自治体にイベント

等に参加するなどし、連携を深めて

いる。 

環境・清掃・ 

リサイクル 

グリーンインフラについて、本庁

または烏山支所の取り組みがあれ

ばお聞きしたい。 

国分寺崖線沿いなどで、雨水貯留浸

透施設の設置に取り組んできたが、

これを一層進めるとともに、緑の雨

水を蓄える力を今後の豪雨対策の大

きな柱にしようと考え取り組んでい

る。祖師谷公園、芦花公園という二つ

の都立公園を活用した貯水池等の豪

雨対策も進めていきたい。 

道路・ 

街づくり 

上祖師谷の成女学園跡地の利用は

どうなるか決まったのか。 

民間の土地であることから、現在は

区に情報がない状況であるが、大規

模な土地取引があった場合は区への

届出義務があるため、それらの機会

を捉えて街づくりの誘導に努める。 

道路・ 

街づくり 

民有地を生かして、区の施設など

の整備を進められないか。 

遊休地などの活用は、財政状況など

難しい面はあるが、学校教育の場と

して使えるのかも含め、調べていき

たい。 
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道路・ 

街づくり 

榎交差点付近の補助５４号線の整

備の進捗状況について教えてほし

い。また、補助５５号線が出来た

後、現在の道路はどうなるのか。 

榎の交差点から駒大グラウンドまで

の区間については工事が進んでいる

が、あと２～３年はかかると東京都

から聞いている。また、その先の区間

は、仙川の橋の工事等があり、整備に

時間がかかるとのことである。 

現在のバス路線については、補助５

４号線に移す方向で東京都がバス事

業者と協議を行っている。 

道路・ 

街づくり 

第一生命のグラウンドは広域避難

場所にもなっているが、開発の話

はいつ頃区にあったのか。 

一昨年頃から第一生命と協議してき

ており、できる限り緑を残してほし

いということや、スポーツ施設の活

用等について話をしている。令和４

年度末の完了を目指して工事を進め

るという話を聞いており、施設の活

用はそれ以降になると思われる。 

交通 

上祖師谷７丁目など都立祖師谷公

園に近い辺りは駅から遠く、買い

物不便地域である。コミュニティ

バスの運行をすすめてほしい。 

コミュニティバスの運行ほか、移動

販売や買い物ツアーなど、地域の中

で活動ができるような移動手段の整

備などいろいろな方策を探っていき

たい。 

子ども・教育 

児童虐待やいじめ問題など、いじ

める側、いじめられる側双方の家

庭に問題があるように思うので、

家庭内からの対応を望む。 

４月から区に児童相談所が開設され

る。児童虐待やいじめ問題の解決に

は、行政だけでなく地域の中で声を

かけていただく方の存在など、地域

全体で取り組むこと重要であるの

で、ご協力をお願いしたい。 

子ども・教育 

地域で読み聞かせの会をやってい

る。近年は外国人の参加が多いた

め、支援してほしい。 

外国人は年々増加しており、現在約

２万３千人の外国人が住んでいる。

区では地域と外国人居住者との多文

化共生の場として「せたがや国際交

流ラウンジ」を実施した。防災情報の

多言語化など引き続き外国人居住者

への支援に取り組む。 

子ども・教育 

区立図書館の運営委託がすすんで

いるが、委託だと短期間で職員が

変わることがある。同じ職員が従

事することで、子どもへの対応の

一貫性や、地域特性をつかんだサ

ービス提供が担保できると思う。

図書館は区の直営であるべきと考

える。 

委託によって学校司書の配置が進ん

だという面がある。また、貸出や返却

に特化した図書館カウンターについ

ては、民間委託でも良いと考える。民

営化の推進の是非については双方の

意見に耳を傾けていきたい。 
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子ども・教育 

図書館は民間委託すべきではな

い。レファレンスなど、図書に習

熟し知識を持った職員（司書）が

あたるべきと考える。 

選書・レファレンス業務や、地域への

情報提供に関することなどは、基本

公共で行ったほうが良いと考える。 

公共施設 

区の施設を利用してジャズダンス

サークルを行っているが体育室が

なかなか取れない。体育室を増や

してほしい。 

烏山地域には体育施設が不足してい

ることは認識している。今後、第一生

命グラウンドの運動施設の地域開放

など予定しているが、小中学校など

既存施設の未利用時間帯に一般利用

ができないか検討していきたい。 

その他 

本庁舎の解体・建設が、多くの区

民が知らないうちに始まっている

ように感じる。 

建替えの必要性については、これま

で区民と数十回の議論を重ね、検討

してきた。情報をオープンにし進め

てきたつもりである。住民自治や防

災の拠点となる庁舎を整備していき

たい。 

その他 

昨年の区長選で保坂区長に投票し

た方に理由を聞くと、自民党が嫌

いだからなど、政策で投票してい

ない。区の政策が見えてこない。 

投票率などをみると区政への関心が

高いとは言えない。区民に身近に感

じてもらい、住民自治への関心をも

ってもらえるような行政運営に努め

たい。 

その他 

ふるさと納税について、数十億円

が流出している現状だが、もう少

し返礼品を充実できないか。また

区外からの収入はどのくらいある

のか。 

区へのふるさと納税は 1億円弱。法

改正により、ふるさと納税の返礼品

はその地方産品に限られている。区

は使途を明確にした寄附を募集して

おり、なかでも児童養護施設の退所

者等奨学金への寄附は通算で約1億

500万円集まった。今後も取り組み

の拡充に努めるのでご協力いただき

たい。 

その他 

東京２０２０大会では馬事公苑で

馬術競技が行われるほか、選手村

の誘致を行うと聞いているが、そ

のほかにも関連の事業などあるの

か。 

７月１０日に駒沢オリンピック公園

から馬事公苑まで聖火ランナーが走

るほか、「おもてなし・交流・参加実

行委員会」が立ち上がり、様々なイベ

ントを企画中である。その他、大会終

了後もアメリカとのホストタウン交

流を継続していきたい。 
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〇烏山地区 

項目 質問・意見等(要旨) 回答要旨 

総合支所 

５つの総合支所があるが、総合支

所の特徴が見えない。烏山地域の

特色を生かしたまちづくりをすす

めてほしい。 

京王線立体事業とそれに伴う駅周辺

のまちづくりを良い契機として、烏

山地域を発展させていきたい。 

まちづくり 

烏山地域にも多様な活動団体があ

る。様々な活動団体が参加し決め

ていく「参加と協働」のしくみを

設計してほしい。 

ポートランドの自治評議会では、地

域の困りごとや課題について、様々

な知恵を出し合って解決につなげて

いる。このような事例も参考に、地域

行政制度を検討していきたい。 

まちづくり 

民生委員･児童委員のなり手がい

ない。欠員が埋まらない状況であ

る。例年５月に活動強化週間の

PR をしているが、区報の記事が

小さい。民生委員･児童委員の活動

の周知に力を入れてほしい。 

民生委員・児童委員の活躍や欠員に

よる影響が分かるよう広報に力を入

れていく。また、高齢者の見守りを機

軸として、民生委員･児童委員の役割

が高まっている。これまで以上にフ

ォローしていきたい。 

まちづくり 

烏山区民センター運営協議会では

幅広い層の方が参加する様々な行

事を行っている。区の協力を引き

続きお願いする。 

活発な活動をしていただいている。

引き続き協力していく。 

福祉 

難病医療費助成更新手続きで、待

たされたうえ、区のミスで書類の

再提出を求められた。成年後見制

度を案内されたが、対象ではなか

った。福祉の相談窓口の対応とし

ていかがなものか。 

不正確な案内がないよう注意し、丁

寧な対応を徹底していく。 

福祉 

ボランティア手帳の制度を使用す

るかは老人ホーム等の事業者から

申し出がなければいけないのか。

区から働きかけはしないのか。 

シニアボランティア手帳はボランテ

ィアポイント(V スタンプ)の発行管

理を施設で行う必要があるため、こ

の制度の使用は各施設に判断してい

ただいている。独自にボランティア

を募っている場合に、制度に使用し

ない施設もある。事業者を集める機

会もあるので、ご意見は窓口となる

介護保険課に伝える。 

環境・清掃・ 

リサイクル 

自然環境が悪化し、野鳥が減少し

ている。自然環境保護対策を取っ

て欲しい。 

烏山地域には大きな緑地や雑木林、

グラウンド等も多いため、農地の保

全を含め、自然環境保護に取り組ん

でいく。 
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道路・ 

街づくり 

京王線連立事業に伴う高架下に区

の窓口や郵便局、託児所等の公共

施設が欲しいという要望もある。

地域の意見を聞きながらより良い

街づくりを進めてもらいたい。 

都、京王電鉄、沿線自治体が協議しな

がら決定となる。千歳烏山は主要な

地域生活拠点であり、更なる賑わい

と活気がある駅周辺まちづくりとな

るよう、区の方針や計画も踏まえ、地

域の皆様や関係所管と意見交換・連

携しながら進めていく。 

道路・ 

街づくり 

芦花公園駅に大きな駐輪場を整備

して欲しい。千歳通りに駐輪場の

出入口を設ける等、区としても京

王電鉄に要望して欲しい。 

利用者の利便性にも配慮しながら整

備がされるよう、関係所管と連携し

ながら進めていく。 

道路・ 

街づくり 

烏山北住宅の建替えについて、高

齢化が進んでいて一日も早い建替

えを望んでいる。地区計画をなる

べく早く策定して欲しい。 

しっかりと前に進められるようにし

たい。周辺住宅地との調和の問題も

あるが、早期の地区計画策定に向け

て取り組んでいく。 

交通 

高齢者が外に出やすくなるよう

に、北烏山など、交通（移動）手

段の不便な地域について、ミニバ

スの運行など検討してほしい。 

健康寿命を延ばしていくことが大事

であり、交通手段の確保は重要な要

素となるが、バス事業者にとっては

採算性の面で課題がある。区として

は地域を絞り込み、対応可能なしく

みを組み立てていく。それぞれの地

域で同様の声は出ているので積極的

に前に進めたい。 

交通 

連立事業に伴う防音対策、電車の

ダイヤ変更や急行・準急の停車に

ついて京王電鉄に申し入れて欲し

い。 

高架化による騒音対策は、小田急線

連立事業でも様々な工夫が行われて

おり、京王線連立事業においても、

様々な対策を行うよう京王電鉄に要

請する。ダイヤ改正については、ご意

見があったことを京王電鉄に伝え

る。 

子ども・教育 

芦花小学校敷地に校歌にも歌われ

ているヒマラヤスギがある。徳冨

蘆花ゆかりの地である同地の文化

を大切にし、切らないでほしい。 

ヒマラヤ杉は保存する計画である。

施工の際に、支障となる枝の剪定な

どが状況に応じて必要になる。今後

も、校内の樹木は、樹木診断の結果や

敷地内の空き状況等の条件を踏まえ

て、移植に適する場合は移植に努め

ていく。 
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公共施設 

烏山区民センター利用団体の会と

して、利用資格の会員限定をはず

す、使用料に減価償却費を算定し

ないことを要望し、優先利用制度

導入に反対する。 

利用料に関しては減価償却費の転嫁

はしないという区長の思いである

が、手続としては決まっておらず、こ

れからの検討である。(後日、面談で

回答)。その他、利用資格等について

は経緯の確認も含め現在検討中。い

ただいた要望書も参考にしながら、

区民に開放できる場所の確保と利用

時のルールづくりをしていきたいと

考えている。 

その他 

ふるさと納税について、区民が区

に納税（寄付）しても感謝状のみ

と聞いた。他自治体の魅力的な返

戻品に対して、何か対策を講じた

方がいいのではないか。 

区では「返礼品」ではなく「記念品」

として、寄附額に関わらず同じもの

を送っている。返礼品競争に乗らず、

寄附を集めることを基本に、福祉車

両の購入や児童養護施設の子どもの

奨学金に充てている。今年度、ふるさ

と納税により 5４億円が区から流出

する見込みであり、政府に対してふ

るさと納税を根本から見直すよう取

り組んでいく。 
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 要望等一覧  

車座集会での「意見・質問票」による要望等を項目に分けてまとめた。（項目は「地区

別質問・意見等」と同じ） 

項目 要望等 

しくみづくり 
地域行政制度については、地方自治を一番に推進する形で、今後の条例

検討を進めてほしい。 

防災 
代田 5・6 丁目は過去に浸水被害があった。大雨が降った場合の対応を

東京都と連携してやってほしい。 

防災 
要支援者の家庭など配慮が必要な人の中には、小学校への避難が難しい

という人もいるので、介護施設なども使えるように交渉してほしい。 

防災 
旧北沢小学校の跡地利用について、震災時の避難場所としての活用を検

討してほしい。 

防災 台風時の避難場所と管理者を予め決めてほしい。 

防災 
避難所について、現状を踏まえ、収容人数、マンホールトイレの運用、

携帯用トイレの活用、夜間の照明設備などの見直しを検討してほしい。 

防災 
架空電線の美化について、道路の上に通信線が網のような状態で張られ

ているため、防災の観点からも地中化・集合化等の対策が必要である。 

防災 

明大前駅駅前広場は交通広場にすることになっているが、災害時に駅周

辺滞留者が避難場所として使えるよう、かまどベンチやマンホールトイ

レなどの設置、トリアージスペースも確保してほしい。 

防災 

明大前駅駅前広場を災害時の駅周辺滞留者の避難場所として利用するに

は、拡声器・看板などの資材が必要なので、高架下を利用して、備蓄食

料品等も入れられる倉庫を設置してほしい。 

防災 

災害時の駅周辺の利用を考えると、まちづくりセンターを高架下に移動

させ、松原小学校内にできるまちづくりセンターは学童保育用に転用す

るなど検討してほしい。 

防災 
広場予定地は世田谷区洪水ハザードマップでは水の深さが０．５～１ｍ

なので、地下に貯水槽を設置してほしい。(松原地区) 

安全・安心 

公私の区別をわきまえないモラルの低い人が以前と比べて増えている。

無遠慮で公私の区別のない外来者対策、防犯対策、モラル教育をお願い

したい。 

福祉 

特別養護老人ホームが、開設以来、満床になっていないところも見受け

られる。人手不足等の原因があるかと思うが、待機待ちの人のために、

定員数の入所が可能になるようお願いしたい。 

福祉 

入浴券について、下馬まちづくりセンターの地区は公衆浴場が一軒しか

ない。地域連携、資源を活用し、特養、デイサービス事業所を利用活用

できると良い。 

福祉 
あんしんすこやかセンターの窓口業務時間を１９時までにし、８時３０

分から１７時までをフレックスタイム制にしてほしい。 

道路・街づくり 
井の頭線東松原駅のホームが曲がっていることもあり、電車とホームの

隙間が広くて危ない。京王電鉄に要望しているが話が進まない。 
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道路・街づくり 

現在の都と区はうまく協働できているようには思えない。都道（防災補

助 52 号線）の計画は全く進んでいないようだ。都の計画に区が参画し

ていたらうまくいくのではないか。 

道路・街づくり 

駅前に交番がないのは、道案内などができず非常に大きな欠点である。

昔は梅ヶ丘駅や豪徳寺駅にもあったので復活させてほしい。公衆トイレ

も少ないので増やしてほしい。(梅丘地区) 

道路・街づくり 

東北沢駅から茶沢通りにかけて鉄道上部に不要な盛土がされ、日陰等の

影響が出ている。小田急所有だが、税金が投入されていることを念頭に

上部利用を進め、区職員も理解するべき。 

道路・街づくり 

東北沢から世田谷代田については、緑の基軸を形成することを約束して

おり、小田急にも十分な緑化を働きかけるべき。防災観点からも公園の

ような広場をつくってほしい。 

道路・街づくり 

「明大前駅駅前広場南の住環境の保全を考える会」が提案した「松原２

丁目地区地区計画」が街づくり条例第２０条に基づく地区計画等の素案

として受理され、明大前駅駅前広場周辺地区地区計画が決定したので、

これらに基づいて街づくりを進めていきたい。 

子ども・教育 
砧小学校の建替えの検討委員会のメンバーが決まっていて、保護者は意

見を出せない。どうしたらいいのか。 

子ども・教育 

世田谷区の HP には、児童館などのイベントが地区ごとに載っているが、

地域をまたいでよいイベントには参加したいので、よい掲載方法を考え

てほしい。 

子ども・教育 
児童館やおでかけひろばが遠い。月に１回でもいいので、出張児童館な

どを開催してほしい。 

その他 

障害者との共生社会を築いていく上で、障害者自らが、区の職員や企業、

区民などに心のバリアフリーを率先して教える必要があると考える。区

全体としての障害者の就労支援やユニバーサル就労の考え方、取り組み

を示してほしい。 

その他 
「子育てしやすい世田谷」になれば、ふるさと納税も他地域に流れにく

くなると思う。 

 

  

 

 

 

 

 


